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「───では、頼んだよ」

　地文は襷たすき、縹はなだ色の袍ほうを纏まとう男は、ゆるりと脇きよう息そくに凭もたれかかる。わずかな動きだが、しゃらり、と衣きぬ擦ずれの涼すずやかな音が響ひびいた。

「待っているからね、高たか遠とお」

　やわらかな声こわ音ねでありながら、そこには支配者としての力がありありと滲にじんでいる。

　年の頃二は十た歳ち前後の青年は、直のう衣し姿の男を真まっ直すぐに見み据すえ、そうしてうなずいた。

　上衣は褐かち衣え、下衣は括くくり袴ばかまという簡易な姿は、彼が貴族に隷れい属ぞくし、護衛する下位の身分であることを示している。

　にこりと笑う男の前で、高遠と呼ばれた青年は音もなく立ち上がった。

　す、と。───それは神の御み業わざかあるいは妖あやかしの術か。

　残ざん像ぞうのみを残し、青年の姿は男の前から搔き消えた。
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　卯う月づき。

　天から降り注ぐ陽光は、さあ息い吹ぶきなさい、育ちなさいと、地に生きる者たちを鼓こ舞ぶするかのように暖かく力強い。

　肌はだに触れる風は、芳かぐわしい花々の香りや、生命力溢あふれる草の匂いを運んでくる。

「きれいですね、兄さま。神かみ結むすび島じまではまだ半分ほどしか咲いていないのに、こちらはもう満開ですよ」

「桜の種が違うのだろう。こちらの花色の方が濃こいし、花びらも大きい」

「本当だわ」

　真っ青な空を背に、朝あさ靄もやのような薄うす紅べに色が視界いっぱいに広がっている。

　また一緒に桜を見ましょうね。

　前冬───初めて雪が降った日の朝、花はな菜なは匡きよう一いち郎ろうとそう約束した。

　桜の木は、黒こつ貴き島とうの中央を縦じゆう断だんしている。その中でも、一ひと際きわ華はなやかな枝ぶりの桜の下に腰を下ろした花菜は、風さえも染めてしまうような薄紅色の花の群れに、うっとりとため息を零こぼした。

「何本くらいあるのかしら。ねえ兄さま、端から端まで数えてみませんか？」

　にこりと笑って、隣に座る匡一郎を見上げると、あとで付き合ってやるよと軽い言葉を返された。

　あまり気が乗らないらしい。花菜は少しだけ唇くちびるを尖とがらせるが、気を取り直して膝ひざの上に載のせている平ひら包づつみの結び目を解ほどいた。

「では昼ひる餉げにしましょう、兄さま」

　笹ささの葉に包まれているのは白はく米まいでできたおむすびだ。

　形が少々いびつなそれに、匡一郎は迷わず手を伸ばした。

「花菜が作るものは見た目ですぐに分かる」

　くすりと笑われ、花菜は頰ほおに朱しゆを上らせる。料理にしろ手習いにしろ、丁てい寧ねいにしているのに形のいいものができない。我ながらなんて不ぶ器き用ようなのかと、少々気持ちが沈しずむ。だがそんな花菜へ匡一郎は微び笑しようを向け、

「だがまあ、形はどうあれ味はいいから気にするな」

　どうやら慰なぐさめらしいことを言ってから、いただきますと、早さつ速そく口に運んだ。

「……いただきます」

　花菜もまた食べはじめる。

　漬つけ物ものを摘つまみつつ、竹筒に入れた水で喉のどを潤うるおし、五つあったおむすびはさほどの時間をかけずきれいになくなった。

　ごちそうさま、と言うなり、匡一郎は花菜の膝ひざの上に頭を乗せ、ごろりと転がった。

「兄さま……！」

「いい陽気だな。眠くなった」

「に、兄さま、食べたあとすぐに横になるなんて行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

　いきなりの接近に胸を高鳴らせながらも、つんと尖とがった声で注意する。だが匡一郎は目を瞑つぶって知らん顔だ。頰が熱くなってくるが、もう、と呟くだけで花菜は匡一郎の頭を退どかそうとはしなかった。

　漆しつ黒こくの闇やみを紡つむいだような艶つややかな黒髪が、花菜の目にはとても眩まぶしく映る。今は閉じているが、黒髪同様夜空を写し取ったような瞳、筋の通った鼻び梁りようと、わずかに口こう角かくの上がった薄い唇。

　暖かな陽ひ射ざしに彩いろどられた秀しゆう麗れいな面おも立だちに目を奪われた花菜は、密ひそかに吐と息いきを零した。

　幼い頃からずっと一緒にいるのに、匡一郎はいつでも花菜の心をときめかせ、胸を波打たせる。

　額ひたいを覆おおう髪が風にさらさらと流れる。と、風に運ばれてきた花びらが、ひらりと身を翻ひるがえしながら、匡一郎の髪の上に到達した。

　花びらを指で摘むと同時に、やわらかな黒髪にも触れる。絹糸のような触り心地の髪をそっと撫なでると、匡一郎の双そう眸ぼうが不意に開かれた。

「……ぁ」

　密やかに笑みを作る瞳が、花菜を見上げてくる。

　匡一郎は腕を上げると、花菜の髪へと指を伸ばしてきた。

「少し伸びたな」

　かつて身の丈ほども長く伸ばしていた花菜の白い髪は、一度肩下辺りの長さまで切られた。それから約六月の時を経へて、今は背の半なかばまで伸びている。

　少しの安あん堵どを滲にじませた声に、花菜は一いつ拍ぱくの間のあとで、はいとうなずき微笑ほほえんだ。

　匡一郎が、己が髪を切る原因となったことを気にしているのだと、花菜も気づいている。

　花菜自身はまったく気にしていないし、短い髪も楽でいいわ、くらいの気持ちでいるのだが、匡一郎からすれば、やはり簡単に忘れることはできないのだろう。

　指に絡からめては離し、また絡め、繰り返し髪に触れられ、くすぐったい感触に花菜は小さく首を竦すくめた。

「花菜」

　やわらかな声に、はい？　と首を傾かしげると、膝の上から伸び上がってきた匡一郎に、そっと唇を塞ふさがれた。

　春の日溜まりのような穏やかな触れ方で、けれど幾いく度どとなく繰り返される口づけに、花菜は睫まつ毛げを震わせた。

「祝しゆう言げんはいつ挙げようか」

　唇が触れる合間に囁ささやかれた言葉は突然で、花菜は、え、と思わず声をあげた。

「に、兄さま？」

「祝言。俺としては明日にでもと言いたいところなのだが、一応おまえの意見も聞いてやろう」

「聞いてやろう、って、ちょっと待ってください……！」

　花菜は狼ろう狽ばいのあまり、その場から立ち上がった。急な動作に、花菜は危あやうく匡一郎の顔面に膝をぶつけそうになる。だが匡一郎は軽く身を避け、花菜同様立ち上がった。

「あとどれくらい待てばいいんだろうね？　俺はおまえが五つの頃から大人になるのを待っていたのだが、まだ時が必要と言うのだろうか」

　やれやれと大おお仰ぎように首を振られて、花菜は、う、と言葉を詰まらせた。

　幼い頃から匡一郎が花菜を見守ってくれていたのは確かで、昨年の騒動の際に互いの気持ちを確かめたあとは、ずっとずっと共にいようと誓ちかい合った。

　花菜だって匡一郎と夫婦めおとになるのは望んでいたことで、そう言われれば嬉うれしい。……確かに嬉しい、のだが。

「あの、でも兄さま。父上が、祝言を挙げるのはまだ早い、と」

『父上』と花菜の口から出た途端、匡一郎は一瞬だけ真顔になる。だが匡一郎はすぐにやんわりと目を細めて微笑した。

「父上、ね。では花菜は、父上がこの先ずっと駄だ目めだと言い続けたら、それに従うのかい？」

「この先ずっと、……て。そんなはずないじゃないですか」

「甘いな花菜は。父上は絶対に邪魔するぞ」

「どうして邪魔などするのです。父上はわたしの気持ちを、ちゃんとご存じです。時が来れば、お許しくださるに違いありません」

　きっぱりそう言うが、匡一郎はその意見にはまったく同意できないらしい。軽く肩を竦めると、無む造ぞう作さに身を寄せてきた。

「……兄さま？」

　思わず退しりぞくが、ごつごつとした桜の木の幹に背がぶつかってしまって、ほとんど距離を取ることができなかった。それどころか匡一郎はますます近づいてきて、ついには抱きしめられるほどに身を寄せてくる。

　身を屈かがめ、花菜の耳元に、触れんばかりに唇を近づけてくると、そっと囁いた。

「既成事実を作ってしまおうか」

「───きせい、じじつ……？」

　花菜は二度、瞬まばたきをした。匡一郎の言う『既成事実』がなんのことなのか、咄とつ嗟さに理解ができなかったのだ。

「赤や児やができれば父上も諦あきらめがつくと思うのだがどうだろう」

　顔を寄せて、にっこりと。

　そのあまりにも爽さわやかな笑顔に見み惚とれること数瞬。

『既成事実』が、『赤児を作る』ということだとようやく頭の中で繫つながった途端、花菜は一瞬で顔を真っ赤にした。

「に、兄さま───っ！」

　なんてことを～！　と思いきり匡一郎を突き飛ばすが、成人した、しかも花菜より身の丈たけ一尺も高い男の身体はびくともしない。それどころか逆に広い胸にぎゅっと抱き竦められて、花菜は全力で走ったあとのように、鼓動を速めた。

「突き飛ばそうとするなんて花菜は悪い子だな。……このままこの場で赤児作りをしても、俺は一向に構わないよ？」

「に、兄、さま。ちょ……、じょ、冗談ですよ、ね？」

「俺は噓うそはたまに言うことがあるが冗談は言わない」

「そ、そんな自慢にもならないことを得意げに仰おつしやらないでください……！　駄目です、駄目ですってば、きゃあっ」

　抱きしめられたまま、視界がぐるりと反転した。気づいた時には、下した生ばえの草の上に寝転がされていた。上には空と桜、そして匡一郎。

「……っ」

　真上から黒い瞳が覗いてくる。胸を叩く鼓動が、もうこれ以上は無理というほどに速くなっていて、痛いくらいだ。

「『兄さま』と呼ばないでほしいという俺の願いも叶かなえてくれない。いったいいつになったら、おまえのすべては俺のものになるのだろう」

「……あ」

「ふたりきりの時は『克こつ己き王おう』、あるいは『匡一郎』と呼ぶと、確か言っていたかと思うのだが、それは俺の幻げん聴ちようだろうか」

「……ぅ」

　以前『兄さま』ではなく、名前で呼んでくれと匡一郎に乞こわれた。その時花菜はうなずいたのだが、後日少々騒動が持ち上がったものだから、それ以来匡一郎を名で呼ぶことに憚はばかりを感じていた。

「ん？」

　意地悪げに笑む匡一郎から距離を取りたいのに、のしかかられているから動くことすらままならない。

「あの……、でも父上が」

　またしても父上、と花菜が呟つぶやくなり、匡一郎の眉まゆが寄せられた。

「父上が、兄さまのことを名前で呼ぶたびにおかしなお顔をされるのを、兄さまも見ていらっしゃるでしょう？」

　彪ひよう吾ごの前で、匡一郎を名で呼んだ時の、あの表情を思い出すと、今も花菜は肩を窄すぼめてしまう。

　驚いているがゆえの無表情のあと、ものすごく渋い顔をしたのだ。

　愛まな娘むすめを嫁よめにやる前の複雑な父親心を、花菜はまだ理解することができない。ただ彪吾に微妙な顔をされるたびに、そわそわと落ち着かない気持ちになる。

「ふたりきりの時に名前を呼んでいると癖くせになってしまって、父上の前でもそう呼んでしまいます。そのたびに、父上に厭いやな思いをさせてしまうのは、やっぱり寂さびしいし、悲しいんです」

　匡一郎は長々とため息をつくと、花菜をじいと見つめてきた。

「つまり花菜は、俺より父上を選ぶというわけか」

「そ……！　そんなわけないじゃないですか！」

「いいや、そんなわけあるよ。俺の望みではなく父上の顔色を窺うかがっているのだからね」

「……っ」

　拗すねた物言いはわざとだと分かっている。匡一郎の言わんとすることも理解できるから、花菜も心苦しくはあるのだ。

　それでも、彪吾にあんな渋い顔をされるのはやはり寂しい。それは花菜が彪吾を優先しているのではなく、無意識のうちに匡一郎に対して甘えているからだ。

　生涯を共に、という気持ちは決して揺らがない。ずっと傍かたわらに在ありたい、添そい遂とげたい、心を近く寄せて生きてゆきたい。

　それらの願いは花菜だけのものではなく、きっと匡一郎も抱いてくれていることだろう。だがだからこそ、ふたりの成長を見守ってくれた父彪吾の意に添そわないことは、できることならしたくなかった。彪吾に心の底から祝福してほしいと、そう願うのは、見当違いなのだろうか。

　それに。

　匡一郎には決して言えないことだけれど。

　───少しだけ、怖こわい。

　そんなふうに思っていることもまた確かだった。

　祝言を挙げて夫婦になって赤児ができて。

　それは多くの者たちが経験していることだ。怖がることでもないのだろう。けれど兄と妹から夫と妻へと決定的に関係が変わる、そのことに花菜は戸と惑まどっていた。

　───好きだけれど怖いなんて気持ちになるのかしら。

　胸に抱くこの戸惑いを、花菜は誰にも相談できない。

　匡一郎はもちろん、祝言はまだ早いと言う彪吾にだって。

　こんなふうに匡一郎に押し倒されて、上から真っ直ぐに見み据すえられると、心の奥深くが震える。匡一郎にすべてを奪われてしまったら、自分はどうなってしまうのだろう。

　それが、怖い。そして恥ずかしい。もう少しだけ待ってほしいと言いたい。……言っても匡一郎はなんの蟠わだかまりもなく笑って退どいてくれるだろうか。

　匡一郎を好いていることは花菜にとって揺るぎない事実で、ただ、まだ幼い心が少しだけ竦んでいる。だから、あともう少し。

　微かすかに震える花菜を見る匡一郎の双そう眸ぼうが、ゆっくりと眇すがめられた。

「花菜」

　胸から鼓動が突き抜けてしまいそうなほど高く響く。

　近づいてくる、身体。花の芳ほう香こうでも土の匂いでもない、匡一郎が纏う白びやく檀だんが一番強く香る。

「に、兄さ、……」

　掌てのひらが頰に触れる。指の腹が唇に一瞬だけ押し当てられ、顎あぎとから頤おとがい、首筋へと流れてゆく。小こ袖そでの合わせに沿って、さらに指先は下方へと向かった。

　───このまま、下に行ってしまったら……。

　花菜は硬こう直ちよくしながら、匡一郎の指先の行方ゆくえを察して、そっと息をのんだ。
















　胸元に、触れる。

　───まさかこのまま本当に赤児を作ろうというの……!?

　匡一郎のつい最前の言葉を思い出した花菜は、頭の中が真っ白になった。

　胸に掌を置かれながら、寄せられる顔に、

「……や……っ」

　花菜は思わず目を背そむけ、拒絶の言葉を叫んでしまった。

　ふ、と上に乗る身体が微かに強こわ張ばるが、それを察する余裕は花菜にはなかった。

「……厭いや？」

　上から降る声に、ぎゅうと目を瞑りながら、花菜はひたすら身を強張らせた。

「俺と夫婦になるのは厭、ということか？」

　匡一郎のそっけない声音に、花菜は我に返った。大急ぎで目を開け、匡一郎を見上げる。

「ち、違います……！」

　それまでほとんどの場面で笑みを浮かべていた匡一郎が、すう、と表情を消した。なまじ秀麗な面立ちだからこそ迫力があって、厭な具合に鼓動が速まる。

　厭だなんて、絶対にそんなことはない。けれど己おのれの今の気持ちをどう説明していいのか分からないから、花菜はもどかしく思いながら口を噤つぐむことしかできない。

　匡一郎を怒らせてしまったのではないか、今すぐに誤解を解かねばと焦あせる花菜の上から、不意に身体が遠のいていく。

「あ……、に、兄さま……」

　待ってと袖を摑つかむが、匡一郎はさらに身体を退け、花菜の手はするりと落ちてしまう。

「まだ早いのだな。───分かったよ」

　そう言うと匡一郎は笑みを向けた。けれどその表情は本気で『分かった』と思っているようには見えない。

　気まずくて、花菜はなんと言えばいいのか分からなかった。

「……兄さま」

　立ち上がった匡一郎が、桜の木の下に横たわる花菜へ手を伸ばしてきた。

　差し出し触れ合う手と手に、確かに互いの温もりを感じる。引っ張り上げられたあとも匡一郎は手を離さず、そのまま歩きだした。

「桜の木が何本あるのか数えたかったのだったな」

「あ、……はい」

　小さくうなずく花菜に向ける匡一郎の笑顔はやさしいのに、やはりいつもと違って見えた。

　───怒らせて……いえ、悲しませてしまったのかもしれない。

　そう思うと、ぎゅうと胸の奥が痛みを訴うつたえた。

　好きだという気持ちは掛かけ値ねなしに本物なのに。

　けれど心だけでなく、この身もすべて匡一郎のものになる覚悟が、花菜にはまだ足りなかった。










　神かみ結むすび島じまでは季節ごとにたくさんの祭さい事じが行われる。

　元がん旦たん、節分、端たん午ご、夏祭り、重ちよう陽よう、豊作を願う祈き願がん祭、豊ほう漁りよう祭───。

　毎年行われるものもあれば、数年に一度、という祭りもある。

　桜が咲くこの時季、五年に一度春を寿ことほぐ祭りとして、桜おう春しゆん祭さいが催もよおされる。今年はちょうどその年に当たった。

　桜春祭は卯う月づきの八日から十日まで、三日三晩かけて行われる。ちょうど千ち生お神かみ山やまが薄うす靄もやのような淡あわい紅べに色いろに席せつ巻けんされる頃だ。

　数多い祭りの中でも、桜春祭は特に賑にぎやかだった。祭りの間、海辺で大きな市が立つし、本島の者たちも海を渡って大勢やってくる。島民たちは皆、桜春祭をことのほか楽しみにしていた。

　桜春祭では、独特の飾りつけが為なされる。

　紅、紅こう梅ばい、退たい紅こうといった色の、細く裂いた布を輪にしたものを数十、数百も作り、それを別の細布と共に根元で留とめる。薬くす玉だまのような可か愛わいい飾りは華はな玉だまと呼ばれ、七つから三十あまり繫つなげる。室内や家か屋おくの軒のきの下、木々や路みち、海辺、畦あぜ道みちと、島中に飾られ、島内を大層華はなやかに彩いろどった。

　神結神社の境けい内だいにも華玉はそこかしこに飾られる。島内の華玉と神社のそれは少し違い、花びらを模もした布の色は白で統一されており、また輪の数も決められている。布は、麻あさではなく練ねり絹ぎぬが使われていた。

　普段は厳おごそかな佇たたずまいを見せる神社も、この時季ばかりは華やかさを感じさせる。

　華玉を作るのは、花はな菜なの仕事だった。

　もうずいぶん前から、暇ひまを見つけてはひとつずつ作っていたのだが、その数が絶対的に足りなかった。桜春祭まであと七日あまりだというのに、少なくともあと百は作らなければならないだろう。普段の雑事───水みず汲くみや食事の支し度たく、剣の稽けい古この合間を縫ぬって、花菜は華玉作りに精を出していた。

「あ、痛……っ」

　花びらを模す布を輪にするために縫うのだが、三つ作る間に一度は針はりを指に刺してしまう。

「……ああ」

　練絹に血がついてしまっては不ま味ずい。花菜は血の滲にじんだ指先を口に含ふくみ、止まるのを待った。

【不ぶ器き用ようだなあ、千ち生お音ねの娘は】

　室へやと廊下の間にある障しよう子じを開け放していると、白地に黒の毛色をした猫ねこが音も立てずにやってきた。姿は完かん璧ぺきに猫なのに、その口からは人の言葉が出てくる。それは彼の実体が猫ではなく、別の性しようを持っているからだ。

「王おう虎こ」

　すたすたと花菜の近くまでやってきた猫───こと王虎は、口を開いて牙きばを見せ、にや、と明らかに笑顔と思おぼしき表情をしてみせた。

　王虎は、己おのれが負ふの言こと霊だまの輪に繫がれていた元神であることを花菜に知られて以来、平気で人の言葉を使うようになった。

　猫の口から人の言葉が出てくる場面に出くわすたびに、花菜は大層奇き異いな思いを味わうのだが、王虎自身は別にもう隠す必要はないと思っているのだろう。

　それでも、王虎が自ら花菜に話しかけてくるなんて、滅めつ多たにないことだ。相変わらず父彪ひよう吾ごにべったりで、本性が白虎であることをつい忘れて触ろうとすると、シャアッと牙を剝むかれる。

　なんの用かと王虎の動きを見ていると、でき上がったいくつかの華玉めがけて突進してきた。

「ああっ、王虎、駄だ目め！」

　丸い形をしている華玉に、王虎は楽しげにじゃれかかる。

　虎とらと猫は姿が似ているが、その本性もそうなのだろうか。

　せっかく作り終えた華玉を完全に玩おも具ちやと認識したのだろう。王虎は爪つめで引っ搔かき、自ら転がしては鞠まりのように跳はね上がって華玉に飛びかかる。

「きゃーっ、やめて！　王虎ってば！」

　慌あわてて王虎の身体を持ち上げようとしたら、邪魔をするなとばかりに鋭するどい爪を振り上げてくる。危あやうく引っ搔かれそうになり、素早く手を引っ込めた。

「王虎！」

　裂いた細布をそこら中に撒まき散らしながら、全速力で走り回る王虎の姿は、完璧に猫だ。

　夢中になって華玉で遊ぶ王虎に、花菜が途方に暮れていると。

「───櫟あららぎ」

　静かな声が、廊下から聞こえてくる。あ、と花菜がその人物へと目を向けるのと、それまで華玉を追いかけていた王虎がぴたりと止まったのはほぼ同時のことだった。

「父上」

　ほっと安あん堵どの息をつくと、父───彪吾は厳しい顔のまま王虎の首を抓つまんで持ち上げた。

「花菜の邪魔をするのではない」

　麻ま布ふ製の浄じよう衣えに身を包んだ彪吾に厳かな声こわ音ねで叱しかられた王虎は、きゅうと身体からだを縮めた。

【彪吾、下ろせよ～】

　軽々と扱われることに不満を漏もらすが、彪吾は意に介さず王虎を抓んだまま花菜の前に腰を下ろした。

「華玉作りは進んでいるかい？」

　にこりと微笑ほほえむ彪吾に、花菜は首を竦すくめた。

「は、はい。ええと、……今ふたつ駄目にしてしまいましたが」

　王虎がじゃれついたせいで、せっかく完成した華玉がボロボロになってしまった。

　彪吾はじろりと猫姿の王虎を睨にらみ、

「櫟、人ひと形がたを取りなさい」

【えっ。いいのか？】

「向こうの室でだ。ちゃんと着物を着てくるのだぞ」

【分かった分かった！】

　何度も首を振る王虎は、板の間に下ろされた途端、尻尾しつぽをぴんと立てながら、嬉き々きとして彪吾の室へと向かった。

　以前王虎は、眷けん属ぞくである猫の中に入っているのは窮きゆう屈くつだと言っていた。普段白はく樂らく島とう以外では、絶対に王虎本来の白びや虎つこ姿もしくは人形にならないようにときつく言われているから、よほど嬉うれしいのだろう。

　思っていた以上に早く戻ってきた王虎は、派は手でな小こ袖そでを引っかけ、でたらめに帯を締めただけのだらしない格かつ好こうをしていた。

　彪吾はため息をついて立ち上がると、逆になっていた合わせを右前にし、帯をきちんと締めてやる。

　彪吾に世話をされるのが嬉しいのだろう、迫力のある牙を持ちながら、王虎はにこにこ笑い、されるがままおとなしくしている。

　相変わらずの懐なつきぶりに、花菜は内心呆あきれつつ、ほんの少しばかり微笑ましいとも感じていた。

　座りなさい、という彪吾の言葉に従い、王虎は父の隣に胡坐あぐらをかく。

「櫟、花菜の手伝いをしなさい」

「手伝い？」

「おまえが華玉を駄目にしてしまったのだろう？　だから、おまえの手で華玉を作り直しなさい」

「ええっ、俺がかっ？」

「……父上、そ、それは難しいのでは」

　王虎の手は、花菜どころか彪吾より大きい。指もがっしりしているし、爪だって長い。細く小さな針を持てるかすら危ういのではないだろうか。

「おい千生音の娘、何が難しいんだよ。俺さまがこんな他愛ないものを作れないってんじゃないだろうなあ、ああ？」

　だが王虎は花菜の言葉に、牙を剝いて食ってかかってきた。

　迫力ある顔を間近に寄せられ、少しだけ背後に仰のけ反ぞりながらも、花菜は王虎に針を差し出した。

「ではこの針、持てる？」

　王虎は当たり前だろうと言って受け取った。が、ぽろりと板の間に落としてしまう。

「うお……？」

　拾おうとして、だが長い爪が邪魔をして手にすることすらできない。

「……ね、父上？」

　小さな針相手に格闘している王虎に、気の毒だと目を向けると、獰どう猛もうな獣けものはじろりと睨みつけてきた。

「うるせえよ！　ほ、ほら、ちゃんと摑つかめるじゃねえか」

　ようやく手にした針を自慢げに目の前に差し出してくる王虎へ、

「糸は通せるの？　それで縫える？」

「できねえわけねえだろうっ、俺さまを誰だと思っているんだ！」

　神だぞ、神！　と叫び、王虎は花菜の手元にあった糸を引ったくった。ぷるぷると指を震ふるわせながら、針の穴に糸を通そうとする王虎に、元神としての威い厳げんなど少しも見られない。

「父上……本当にさせるつもりですか？」

　彪吾は澄すました顔をしてうなずいた。

「境内のあちこちに飾られている華玉の形が気になるのか、目に入るなり飛びかかろうとする。猫の姿をしていると、その性に引きずられるようだな。作ったそばから華玉を台無しにされてはたまらないから、このまま祭りまで人ひと形がたを取っておいた方がいいだろう」

「人の形のままですか？」

　彪吾は再び軽くうなずく。
















「ところで花菜、あとどれくらいで華玉はでき上がるだろう。もし手が必要ならば、島人たちにも来てもらうが？」

「あ、いいえ、大丈夫です。島の人たちだってきっと、手が空あいたら華玉作りをしているでしょうし。がんばって、できるだけ早く仕上げます」

　花菜がそう言うと、彪吾はやわらかく目を細め、そうか、とうなずいた。

「明日、京処みやこから楽がく師しと舞まい人にんがやってくる。挨あい拶さつだけでいいから、彼らがやってきたらおまえも少し顔を出しなさい」

「桜春祭までまだ日がありますのに、もういらっしゃるのですね」

　神結島の地じ頭とうである外と谷や家の主あるじから、桜春祭に参加するため京処みやこの楽師たちがやってくると聞かされたのは、十日ほど前のことだった。

　島にも笛ふえや太たい鼓こを嗜たしなむ者たちは何人かいる。ことに外谷家の者たちは、主の外谷宗そう州しゆうを筆ひつ頭とうに、皆幼い頃から楽に親しんでいた。

　神結神社に古くから伝わる舞は、神しん事じごとにさまざまな種類がある。神事では無音で舞う場合がほとんどだが、島人たちが吹き、弾ひき鳴らす神楽かぐらに合わせて舞うこともあった。

　雅が楽がくには神社内にある舞まい殿どのではなく、特別な舞台が必要となる。舞台は神結神社内にある、樹じゆ齢れい百年を超える枝し垂だれ桜の木の下に組むことになり、今も作業は進んでいるはずだ。

　神結神社に伝わる舞は、大陸から伝わってきたという唐から舞まいや高こ麗ま舞まい、この国にもともとあるほかの国くに風ぶりの歌うた舞まいとも違うという。

　花菜は父が舞う舞しか見たことがない。京処の楽師や舞人がどんな楽を奏かなで、どんな舞を舞うのか、とても楽しみにしていた。

　だが花菜に顔を出しなさいと言った彪吾の表情は、少し浮かないものだった。

「父上、いかがされましたか？」

　何か心配事でもあるのだろうかと問いかけるが、彪吾はすぐに笑みを見せ、いいやと首を振った。

「櫟あららぎ、きちんと花菜の手伝いをしなさい。その間人形でいることを許そう」

「お、……おう。おい千生音の娘、なんだってこんなに穴が小さいんだ？　入んねえじゃねえかよっ」

　苛いら々いらしながらも針に糸を通そうと奮ふん闘とうする王虎は、彪吾がではねと立ち上がり、花菜の室から出ていったことにも気づかなかったようだ。

　果たして王虎は祭りが始まるまでに華玉をひとつでも作れるのか……否、針に糸を通せるのかとため息をつきながら、花菜は華玉作りを再開した。

　王虎がようやく針に糸を通し、見よう見真ま似ねで輪を縫いはじめた頃には、不器用な花菜が華玉をふたつ作り終えるほどに時が経過していた。

　王虎は縫い目を盛大に波打たせながらも、ひとつふたつと輪を作ってゆく。

　結構がんばるわね、と内心感心していると、縫うことに集中していると思っていた王虎が不意にとんでもないことを訊きいてきた。

「ところでおまえと龍りゆう王おうはもう契ちぎったのか？」

「え？　あ、痛っ」

　針先がちくりと花菜の指に刺さった。

「本当に不器用だな、千生音の娘は」

「いきなり王虎が変なことを訊くからでしょう！」

　あともう少しででき上がるはずだった華玉をぎゅうと握にぎりしめながら、不ふ埒らちな問いを投げかけた王虎を睨みつけた。だがその目の縁ふちはうっすらと赤くなっていて、まったく迫力がない。

　王虎は花菜が何をそんなに慌てているのか心底分からないらしく、首を傾げている。

「変なこと？　何が変なんだ」

「ち、……ぎったとか、そ、そういうことよ」

　口にすることすら羞しゆう恥ちを伴い、花菜は頰ほおを赤らめながら小さく呟つぶやいた。

「それがなんで変なんだよ。おまえらつがいなんだろう？」

　つがい、とはまた動物的なと絶ぜつ句くしていると、王虎は手を止めて花菜の目を覗のぞきこんできた。匡きよう一いち郎ろうとよく似た色の、深しん淵えんの如ごとき黒い瞳が、噓うそはつくなと剣けん吞のんに眇すがめられる。

　迫力あるその眼まな差ざしと、なんと答えればいいのかという戸と惑まどいに、花菜はぷいとそっぽを向いた。

「そ……、普通そういうことはそんなにあからさまに訊くものではないのよ。元神の王虎は知らないかもしれないけれどっ」

「はあ？　人間は面倒だな」

「面倒って……。神様の世界では、祝しゆう言げんを挙げたり夫婦めおとになったり、そういうことはしないものなの？」

　花菜の問いに、王虎は噴き出した。

「ぶはっ、しゅ、祝言を挙げる神、って……！　そんな物好き、千生音以外見たことねえよ。つがいになる奴らもいるが、そんなのはごく一部だ。大抵気に入った相手がいたら、その場で契っておしまいってやつさ」

「……」

　乱れているわ、と花菜が心の内で呟くと、その声が聞こえたわけでもないのだろうが、王虎はひょいと片方の眉を吊り上げた。

「で、どうなんだよ、おまえら」

「そんなこと、王虎にわざわざ言うもんですか」

　つんと唇を尖らせると、王虎はなんだと、と剣吞な顔をして近づいてくる。

「いいから話せよ」

「どうしてそんなこと訊きたがるのよ！」

「彪吾が気にしてるからだろうがっ」

　え、と花菜は目を瞬しばたたかせる。ここで父の名が出てくるとは少しも思っていなかったのだ。

「俺を膝ひざの上に乗せながら、彪吾は最近おんなじことばかり言う。深々とため息をつきながら、『嫁にやるのはまだ早いと思うのだが』ってな」

「……父上が？」

「そうだよ。この前なんか、俺が『神ってやつは欲しけりゃすぐに自分のものにするし、自分がしたいことをしたいようにするぞ。だからあいつらも、もうとっくに契っているに違いねえ』って言ったら、思いきり頭を叩たたいたんだぜえ」

　ちぇ、と舌打ちをする王虎に、花菜は密かに胸を波打たせる。

　父に心配をかけていること、それ以上に、王虎のある言葉がやけに耳に残ったのだ。

『神』は、したいようにする。

　では。

　匡一郎にも、以前そういう人が……否いな、そういう相手がいたのだろうか、と。

　ふと、そんな考えが頭の中に湧わいてきてしまった。

「なんだよ、急に黙りこんで」

「別になんでもないわ。それより父上にいい加減なことを吹きこまないでちょうだい」

「じゃあまだ契ってないのかよ」

　しつこく訊いてくる王虎を、花菜は無視する。

「手を休めないでちゃんと作りなさい」

「なんでてめえが命令するんだよ。あんまり生意気な口きくな、喰くっちまうぞ。───ていうか話逸そらすんじゃねえ」

「逸らしていません。言いたくないだけ」

　王虎はおんなじことだろうが、と眉み間けんに皺しわを寄せた。

「なんだってそんな隠すんだよ」

「秘ひめ事ごとだからです。軽く話せるものではないの。王虎だって自分のそういうこと話したくないでしょう？」

「あ？　俺か？　そんなことねえぞ。というより、俺は雌めすには興味なかったしな」

「……え、ぇ？」

「俺が興味があったのは、まあ今でもだが、強い奴だ。だから強い雌なら興味あるぞ」

　ああ、そういう意味かと、花菜はくすりと笑みを零こぼした。

「戦いにしか興味がないなんて、王虎は子供みたい」

「俺が子供だったら龍王は赤ん坊じゃねえか」

　え、と花菜が目を瞠みはると、なぜか得意げに王虎は笑った。

「龍王は十二の神の中で一番下なんだよ。俺よりずっと年下だ。だから、俺が子供なら、あいつはまだ赤ん坊」

　神の年齢がどんな形で重ねられてゆくのか、花菜には想像もつかないが、まだ年若いのだと言われて、少しほっとする。

　それでは、龍王───匡一郎には過去、そういう相手はいなかったのではないか……などと思ったのだ。

　だがそう思ったところで、花菜はふと首を傾げた。

「そういえば神様って、どういうふうに年を取るのかしら？」

「ああ？」

「だから……たとえば王虎はいつからこんな感じなのかしらって思ったの。兄さまは初めて会った時まだ童わらわだったけれど、ごく普通に成長しているし」

「そんなん神それぞれに決まってるだろ。俺さまは別に成長を止めてるわけじゃねえが、たまに身体が大きくならねえようにしてる奴もいるし」

「止める……こともできるの？」

「おうよ。神それぞれが持つ力があるだろ。それが一番安定する形───器うつわの大きさを、普通は選んでいるんだよ。龍王の場合はてめえに会って以降、人に合わせて育ってるんだろ」

「……それはつまり、外見を好きに成長させたり止めたりできるってこと……、よね」

「だからそう言ってるだろ」

　なんでもないことのように王虎はそう言うが、花菜は神と人間の、あまりの違いを知り、呆ぼう然ぜんと細い息をついた。

「ところでよー、この輪っか、あといくつ作らねえといけないんだ？」

　のんびりした声に、花菜は我に返る。

「え。ああ、ひとつの華玉に三十二必要で、あと百は作らないといけないから……三千二百個ね」

「───さんぜんにひゃく……」

　数を聞いた途端、王虎は恐おそろしく途と方ほうに暮れた顔をした。

「父上も仰おつしやっていたでしょう？　人形でいたいのならば、華玉作りに協力しなさいって。桜春祭まであと七日。がんばって作るわよ、王虎」

　手を休めていた花菜も、夕ゆう餉げの支度をする直前まで、華玉作りに集中した。
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　泥どろに塗まみれ、土ど砂しや降りの雨にずぶ濡ぬれになって路みちに転がる己おのれを他人が見たら、きっと襤ぼ褸ろ切きれのように汚いと眉まゆを顰ひそめるだろう。

　瘦やせこけ、骨と皮だけになった身体からだ。ひび割れて、もう閉じる力さえない唇くちびるに、濁にごった雨水が容よう赦しやなく注そそがれる。

　───お腹なかが空すいたよ。

　もう何日形のあるものを食べていないだろう。水ばかり飲んでいるから、舌がおかしくなってしまったようだ。雨水さえ甘く感じる。

　もう自分はこれ以上生きられないかもしれない。

　父と母を亡なくし、引き取られた寺では容よう赦しやのない罵ば声せいと折せつ檻かん、気味の悪いものを見るかのような、蔑さげすんだ視線ばかりを与えられた。

　この、髪が。

　この、目が。

　どれほどに他者と違うのか、ちゃんと分かっている。けれど。

　同じ、人なのに。

　生きているのに。

　自分が、何をしたというのか。

　確かに己の身の周りでは、よく人が死んだ。傷つく者もいた。だがそれは自分のせいではない。決して。自分は何もしていないのに……。

　───本当、に？

　その時脳のう裏りに、稲いな妻ずまのように閃ひらめく何かがあった。

　本当に自分は何もしていなかったのか。

「……ぁ、あ」

　ああ、否いや、もうどうでもいい。

　どうせもう長くは生きられないのだから。

　細く、細く、息を吐く。

　寒い。

　雨が体温を奪ってゆく。

　ぽかんと開いたままの両の目から、雨ではない、温かな雫しずくが零こぼれ落ちた。

　何も見えない。じわじわと意識が暗黒に塗ぬり潰つぶされてゆく。

　安あん息そくの地まで、あともう少し。もうすぐ逝いける。

　そっと吐と息いきをついた、その時。

　ぐい、と痛いくらいの力で、肩を鷲わし摑づかみにされた。

「───」

「子供だ」

　感情の窺うかがえない、平へい淡たんな声。

「息がある」

【放っておきや。すでに死し臭しゆうを孕はらんでおる。もう長くはないぞえ】

　……だ、れ？

「今は、まだ生きている」

　声には、憐れん憫びんも、同情も、何も浮かんでいない。なのになぜだろう、その者が呟つぶやく『生きている』という言葉が嬉うれしかった。

　用を為なさない双そう眸ぼうに、わずかばかりの光が過よぎる。

　人。

　ふたりの声。

　瞳に力がよみがえり、ゆらゆらと揺れる視界の中に、ようやく人物を映すことができた。

　人は、ひとりしか見えない。

　───真しん紅く。そして蘇す芳おう色の、瞳。

　色違いの目。

【貴様も物好きよの。……うん？　これは】

「どうかしたのか」

【否。これはもしかするといい拾い物をしたかもしれぬぞ】

「どういう意味だ、夜や叉しや丸まる」

【この童わつぱ。───だ】

　何？　なんと、言った？

「───？　なんだそれは」

【まあ見ておれ。いい器うつわじゃ】

　にい、と笑う唇。

　伸ばされる腕。

　目前に迫せまる指先を瞳に映したその直後───意識は暗くら闇やみの中へと転がり落ちていった。
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　晴れ渡った真っ青な空を背に、船が一艘そう着岸した。

　神かみ結むすび島じまの唯一の湊みなとには、船を出迎えるため、あるいは見物のため、島民が数十人もやってきている。

　橋はし桁げたを渡り、島へと足を踏み入れるのは、いずれも京処みやこからやってきた楽がく人にんたちだ。

　二十人あまり、そのほとんどが布ほ衣いを着用している。

　先頭に立つ初老の男が、出迎えにやってきた外と谷や宗そう州しゆうへと歩ほを進ませた。

　ひとしきり挨あい拶さつをしたあとで、

「船内に楽器と衣い裳しよう櫃びつがあるのですが、どちらに運べばよろしいでしょう」

　と問うてくる。

　外谷は控えていた奉公人たちに、荷物を外谷家に運ぶよう、指示した。

「それにしましても、賀か茂も家縁ゆかりの楽師の皆さま方に来ていただけるとは、わたしどもには喜びの限りです」

　自らも笛ふえを嗜たしなむ外谷は、京処みやこでも一ひと際きわ評判の高い楽人たちの舞と管かん絃げんをじかに見聞きできるということで、大層興こう奮ふんしていた。

　自邸へと歩を進めながら、楽師の代表に向けて語りかける声は弾はずんでいる。

「大所帯で押しかけて申し訳ないのですが、我らも神結島の桜おう春しゆん祭さいを楽しみにしておりました。ことに神結神社の神しん事じにて舞われる舞は、どこのものとも違うと聞きます。是ぜ非ひ拝見させていただきたいものです」

　神結神社の名が出てきた瞬間、外谷の高こう揚ようしていた気持ちは、す、と冷さめる。

「神結神社の神事の舞、ですか」

　左さ様よう、と男はうなずいた。

「白き髪の巫み女こが舞う舞は京処みやこでも大層な評判ですよ。舞人たちも巫女と見まみえるのを心待ちにしているのです」

「───白き髪の御み子こは、ふたりおりますぞ」

「もちろん存じ上げております。巫女はもちろんだが、神結さまの舞と、それに笙しようの音も美しいと聞いていますからね。是非とも我らの楽と共に奏で、舞っていただきたいものです」

　男は人好きのする顔を綻ほころばせながら、そう言った。

　外谷は、男の無む邪じや気きと言ってすらいい笑顔を前にして、胸の内に湧わいた警けい戒かいを半分解といた。

　神結島には白い髪の赤や児やが稀まれに生まれることがある。彼らはいずれも白き龍の女め神がみの血に連つらなる御子として、大切に神結神社で育てられた。

『白き髪の子は女神の血を引く。この白き髪は今の世では瑞ずい兆ちようの徴しるし、その子を手しゆ中ちゆうに収めれば女神の力を得、この世の春を謳おう歌かすることができる』

　そんな噂うわさが流る布ふするようになったのは、いつ頃からだろう。外谷が生まれる遙はるか昔から、すでに広まっていたようだ。

　神結神社の巫女である花はな菜なは、そんな噂に踊らされた者たちから狙ねらわれ、かどわかされそうになったことが何度もあった。

　神結島の島民にとって、白き髪の御子の存在は自らが暮らす島そのものと言ってもいい。少なくともこの地で地じ頭とうを務める外谷にとってはそうだった。

　外谷は、彪ひよう吾ごと幼い頃から仲がよかった。よく神社に遊びにいっては、当時の神かん主ぬしであった彪吾の義ち父ちから、過去の白き髪の御子の話や女神のこと、神結島との繫つながりを聞かされた。だからであろう、外谷は白き髪の御子を守ろう、という心構えが幼い頃からできていた。

　白き髪の御子に興味を示す者は、実のところ公く家げより武士たちの方に多い。

　神の存在を畏おそれ敬うやまい、あるいは触さわらぬ神に祟たたりなしと謹つつしむか、我が身我が出世のため利用しようとするか、個々の心持ちの違いなのだろう。

　古くから陰おん陽みようの暦こよみに従い日々を暮らしてきた貴族たちは、

「女神の子には触れてはならない」

　そんなふうに思っているのかもしれない。

　此こ度たびの楽師たちを庇ひ護ごする賀茂家の主あるじは、中ちゆう納な言ごんという身分だ。昨さつ今こんでは武士たちの台頭と荘しよう園えんの減少により、その生活ぶりは過去に比べれば質素なものだと聞く。内裏だいりや寺社の楽がく所そのほかに、個人で楽師を召めし出せる貴族はほとんどいないはずだ。だからこそ賀茂家は、羽は振ぶりがいいのだろうと外谷は思った。今更、女神の恩恵に与あずかりたいと願いはしないだろう。

　外谷は背後を振り返り、あらためて楽師たちの姿を目に映した。

　さすがは京処みやこからやってきた人々で、いずれも見目のよい者ばかりだ。その中でも、春らしい萌もえ黄ぎ色の狩かり衣ぎぬに身を包んだ、背の高い青年に目を惹ひかれる。静かな佇たたずまいながら、歩く姿からして島民らとはまるで違っていた。

「いや、素晴らしい京処みやこぶりですな」

　外谷の言葉に、男は軽く微笑ほほえんだ。

「ああ、見目ばかりではなく、あの者の吹く笛の音は大層素す晴ばらしいですぞ」

「それは楽しみです。───おや、ずいぶんと幼い者もいるのですね」

　外谷が目を留とめた青年の後ろから、まだ十歳ほどの子供がついてきている。何気なくその童わらわに視線を向けた外谷は、小さく目を瞠みはった。

「……あれは」

「ああ、目を惹きますか、やはり」

　男はくすりと笑った。

「白き髪の御子に比べれば大した色ではないのでしょうが」

　確かに男の言うとおりだ。だが外谷は、あんな髪の色を見るのは初めてだった。

　子供の髪は、橙だいだい色に近い、陽ひ射ざしに溶とけてしまうような茶の色をしていたのだ。

「珍しい色ですな」

　そう呟いた外谷へ、男は微かすかに唇くちびるを歪ゆがめた。

「あまりあの者には近づかない方がよろしいですぞ」

「は？」

「あの者は『忌いみ児ご』と言われておりますゆえ」

「……忌み児、ですか」

「あの者の傍そばにいる者は、なにゆえか早死にするので」

　髪同様、明るい茶の大きな瞳が、外谷に向けられた。

　片かた身み替がわりの童わらわ水すい干かんには、胸元や袖そでに可か愛わいらしい菊きく綴とじがつけられている。聡そう明めいそうな子だと外谷の目には見えたが、その子供の主であろう青年のほかは、皆その子供を避さけているように思えた。

「あの子供も楽師のひとりですか？」

「正式ではありませぬが。ひと通り楽器もやりますが、舞の方を得意としているのですよ」

　では花菜と話が合うかもしれないと、ふと外谷は思った。

「荷を置いたら、早速神結さまにご挨拶に伺うかがいたいが、よろしいでしょうか」

「ええ。案内いたしましょう」

　外谷はうなずくと、子供から目を逸そらした。










　神かみ結むすび島じまへやってきた賀か茂も家縁ゆかりの楽がく師し、舞まい人にんは、総勢二十一人。笙しよう、篳ひち篥りき、横おう笛てきの吹ふき物ものは各三人、琵び琶わ、箏そうといった弾ひき物ものは各ふたり、鉦しよう鼓こ、鞨かつ鼓こ、太たい鼓この打うち物ものはひとりずつ、計十六人。舞人は四人いる。残りのひとりは、正式には楽がく所そに所属していない、まだ幼い子供だった。

　年の頃は、上は四十前後、下は子供を除のぞけば十代後半といったところだろうか。

　今はいずれも無文の狩かり衣ぎぬを着用しているが、舞台に上ればそれぞれ美しい装しよう束ぞくを身に纏まとうのだろう。

「音に聞こえた神結さまに拝はい謁えつ叶かない、大変嬉うれしく存じます。是ぜ非ひとも我らに、楽と舞のご教きよう授じゆを願いたく、こうしてやってきた次し第だいにございます」

　楽師代表の男の口上を彪ひよう吾ごの隣で聞きながら、花はな菜なの視線は話している者ではなく、その場に埋うもれてしまうような、小さな子供に向く。

　元もと結ゆいでまとめた子供の髪は、とても鮮あざやかな色をしていた。

　───きれいな色の髪だわ。それにふわふわとしてやわらかそう。

　珍しい、とは、きっと花菜には言ってほしくないだろうが。

　目が大きく、頰ほおはふっくらとしていて、とても可か愛わいらしい子供だ。

　と、頰の辺りに視線を感じる。

　その視線の主あるじと思おぼしき、子供の前方に座る青年へと顔を向けると、しっかり目と目が合った。

　年の頃は、匡きよう一いち郎ろうと変わらないだろうか。結った髪は健すこやかな黒髪で、瞳は少し茶が強い。陽光の下で見てみれば、きっと澄すんだ蘇す芳おう色をしているだろう。

　日に焼けた整った顔立ちなのだが、表情が乏とぼしく、何を考えているのか容よう易いに読み取れない。だが男は、花菜を見ていたことを隠そうともしていないようだ。目が合ったあとも、じい、と視線を動かさないから、花菜の方が少し居い心地ごこち悪くなってきた。

「───巫み女こ殿の神舞も見せていただきたい」

　ふと男の声が耳に入ってくる。我に返った花菜は、青年から視線を外はずした。

「桜おう春しゆん祭さいでは九日の昼と十日の夜に神事が行われます。その際ご覧いただければと」

　穏おだやかな彪吾の声に、男は是非に、とうなずいた。

　でき上がりつつある舞台を見たいと言う楽師らの言葉に、まずは彪吾が立ち上がった。

「匡一郎、案内を頼む」

　彪吾が声をかけると、花菜とは逆側に座っていた匡一郎は、心得ましたとうなずいた。

「笛を」

　皆が立ち上がる中、つい先だって花菜と目が合った青年が静かな声で告げる。

「は？」

「お近づきの印しるしに、白き髪の女め神がみの御み子こさま方へ笛をお聴かせしましょう」

　抑よく揚ようを感じさせない声でそう言うと、青年は、音もなく立ち上がった。そして腰に差していた笛を取り出す。笛は、横笛だ。

　横笛は龍りゆう笛てき、高こ麗ま笛ぶえ、神楽かぐら笛ぶえとあるが、全長一尺三寸あまり、指ゆび孔あなが七つということは、龍笛だ。

　───頭に金色の龍が。

　指孔の逆、唇を当てる歌うた口ぐち側に、龍の頭がついている。笛全体に龍体が絡からみついたような形だ。

　青年は笛を横に構かまえた。

「───」

　す、と息を吸う音がしたかと思った、次の瞬間、背筋に震ふるえが走った。

　龍笛の高音域のことを責せめ、低音域のことを和ふくらという。同じ吹物で、縦たて笛ぶえの篳ひち篥りきの長さは約六寸。指先から手首ほどまでの長さで、龍笛と比べて小さい。管かん絃げんでは篳篥が主しゆ旋せん律りつを吹き、龍笛はその音域を活いかして、篳篥の音にそっと寄り添うように調和し、また軽かろやかに華はなやかに彩いろどる役割を担になっていた。

　青年は一番の高音域である責せめの六から、低音域の和ふくらの亍かんまでを、まるで階きざはしを駆かけ下りるかのように吹き鳴らした。

　───こんなに力強い龍笛の音、初めて聴く……。

　背筋ばかりではない、一音が耳に飛び込んでくるたびに、ぞくりと全身が震える。

　龍笛を女によ人にんが吹くことはまずない。それは、この笛を吹くのには大変な体力を使うから、ということも一因いんであろう。だがそれ以上に、女人のか細い息ではこの笛本来の音が出せないからだと、花菜は初めて知った。

　音の力強さだけではない。笛の音はぞっとするほど澄み渡り、この場を切り裂くかのような、そんな錯さつ覚かくすら起こす。

　───音が、力を纏まとっているかのよう……。まるで篆てん書しよの術のようだわ。

　心そのものを鷲わし摑づかみされたような、痛みにも似たものが身体からだの内側に押し寄せてきて息苦しい。花菜は息すらも止めて、青年の笛に聞き入っていた。
















　ぽおん、と真っ青な空に放り投げられたような浮ふ遊ゆうを感じたところで、唐とう突とつに花菜は我に返った。

　ガタン……！

　不意に無ぶ粋すいな音が、笛の音を邪魔したのだ。

「……っ？」

　はっ、と音のした方を見る。

「に、兄、さま……？」

「匡一郎？」

　立っていたはずの匡一郎が板の間に片かた膝ひざをつき、顔を俯うつむかせていた。

　黒髪の隙すき間まから覗く横顔が蒼そう白はくになっていることを見て取った花菜は、慌あわてて匡一郎に駆け寄った。

「兄さま、いかがされました……!?」

　その場に座りこみ、肩に掌てのひらを置いてそっと揺ゆするが、匡一郎は俯いたまま視線を上げようとしない。自らの胸元を鷲摑みにした指先が、細かく震えている。嚙かみしめた唇が色を失っていた。

　尋じん常じようではない苦しみをこらえているようにしか見えないのに、匡一郎は俯いたまま何も言おうとはしなかった。

「……兄、さま？」

　不安に声を震わせて、花菜は縋すがるような眼まな差ざしを彪吾へ向けた。だが父もまた、面おもてに困惑を滲にじませている。その時、微かすかな吐と息いきが、匡一郎の唇から零れ落ちた。

「すまない、……大丈夫だ」

　匡一郎は掠かすれ声でそう言いながら立ち上がる。だがぐらりと身を揺らすのを見て、彪吾が咄とつ嗟さに支ささえた。

「───大丈夫です、父上」

　手をお離しくださいと匡一郎は言い、微かに笑みを浮かべた。

　一拍迷ったようだが、彪吾は匡一郎から手を離す。

「兄さま、わたしが代わりに皆さまをご案内いたします。横になられていた方が……」

　笑顔だが、その顔色はやはり青い。自分がゆきますと進み入った花菜だったが、匡一郎はそっけなく首を横に振った。

「では参りましょう」

　そのままその場に留とどまっていた楽師たちへ薄く微笑み、匡一郎は歩を進ませた。

「兄さま……」

　匡一郎は一度も花菜の目を見てくれなかった。

　あの日───黒こつ貴き島とうで桜を見て以来、匡一郎とは少しぎくしゃくしてしまっている。

　今すぐにでも祝しゆう言げんを挙げたいと言う匡一郎に対し、尻しり込ごみしている自分。

　互いを想い合う気持ちは同じはずなのに、ここに来て少しだけ齟そ齬ごが出てきて、それがふたりの間で微妙な軋きしみとなっていた。

　匡一郎はやはり怒っているのかもしれない。

　悄しよう然ぜんと匡一郎の背を追っていた花菜の視線の隅すみに、龍笛を吹いた青年の姿が映った。

　青年の瞳は匡一郎を見み据すえ、そのあとで花菜に向けられた。龍笛を手にしたまま、青年が近づいてくる。

　身体の重みを感じさせない、とても滑なめらかな歩調だ。

「姫御子の名はなんと申す」

「榊さかき花菜、です」

　突然の問いに、花菜は訝いぶかしむ間もなく名を告げてしまう。

「榊、花菜」

　その名を嚙みしめるように呟くと、青年はほんのわずかに目を細めた。

　───微笑んだ？

　表情が乏とぼしいから確実にそうかは分からないが、どうやら笑ったようだ。

「俺の名は和泉いずみ高たか遠とお。以後見知りおきを」

　す、と笛を持たない方の手が伸び、花菜の白い髪を掬すくうように触れた。

「……っ」

　いきなり触られて、何かを感じる前に背後に跳ぶ。その身軽な動きに、青年───高遠は少しだけ目を丸くし、今度は口こう角かくを上げた。……見間違いようもない、確かに笑顔だ。

　高遠はその後何も言うことなく、踵きびすを返す。

「高遠さま、皆さまもう行ってしまいました。早くいらしてください！」

　室へやの外で待っていたのだろう、子供の声がし……高遠はほかの楽師たちのあとを追っていった。

「……なんなのかしら、あの人」

　笛の音は本当に素晴らしかったけれど、なんだか不思議な人だと、首を傾かしげる。

　花菜は無む造ぞう作さに触れられてしまった髪に手をやり、パサパサと振った。

「花菜、すまなかったね。華はな玉だま作りに戻っていいよ」

「あ、はい。……父上、兄さまは大丈夫でしょうか」

　花菜は匡一郎があんなに顔色を悪くしているのを見るのは初めてだった。ぎこちなくなっている互いの間はさておき、匡一郎の体調がやはり気になるし、心配だ。

　彪吾もまた思し案あん顔になるが、小さく肩を竦すくめた。

「匡一郎のことだ。こちらが言っても聞かないだろうね」

「それは、そうかと思いますが……」

「ほら、そろそろ『俺ひとりに押しつけるなんてずるい！』と櫟あららぎが暴れてしまうかもしれないよ。早く戻りなさい」

「そ、そうですね」

　花菜は急いでうなずき、匡一郎へ心を残しながらも自室へと向かった。

　案の定じよう、室に戻るなり、

「遅えっ！」

　王おう虎こが怒ど鳴なり散らした。

「悪かったわ。あ、すごい、もう三つもでき上がったのね」

　席を外した時間は、ほんの小半刻だというのに、と目を瞠みはると、途端に王虎は自慢げに鼻を鳴らした。

「俺さまにかかりゃ、こんなもんだ」

　花菜は王虎に見つからないよう、小さく笑った。

　最初こそひとつ作るのに大変な時間がかかっていたが、昨夜夜なべをしたせいか、ずいぶんと慣れたようだ。花菜とあまり変わらない速度で華玉を作り上げてゆく。

　大きな手で針を持つ王虎の姿が、なんとも微笑ましく見えてきた。

　このまま続ければ、あと三日ほどででき上がるかもしれない。

　花菜も早速針と糸を手にした。

　王虎とふたり、会話もないまましばらく集中して華玉を作っていたところに、コト、と小さな音が聞こえた。

　華玉から目を上げ、音のした方を見た花菜は、小さく声をあげた。

「あなたは、楽師の……」

　楽所の子供が、そっと室を覗のぞいていた。

「あっ」

　見つかったことで慌あわてて走って逃げようとする子供へ、待ってと声をかけた。

　そろりと振り返り、子供は小さく首を傾げる。

「どうかしたの？　もしかして迷い子になってしまったのかしら」

　花菜は子供の前に立つと、その愛らしい顔を覗きこんだ。

「いえ、あの、わたしは……」

　口くち籠ごもりながら俯くと、ふわふわの茶の髪が一ひと際きわ目を惹ひく。

「ほかの楽師の方々はどちらに？」

「外と谷やさまのお屋敷へ戻りました」

「ではどうしてあなたはここにいるの？」

「あの……」

　子供はもじもじとし、ちらりと花菜を見上げた。

「？」

「じ、実は、白き髪の巫女姫さまにお頼み申したき儀が……」

「頼み？」

　子供ははい、とうなずくと、室に入らず廊下に正座し、頭を下げた。

「何を……」

「わたしは蘇す芳おう丸まると申します。巫女姫さま、わたしに、神結神社に伝わる舞を教えていただけないでしょうか！」

「舞？」

「はい。わたしは両親を早くに亡くし、幼い頃から楽と舞を修練して参りました。最初こそ生きてゆくためには必要なことと、そう思っていました。ですがわたしは、舞うことがとても好きな自分に気づいたのです」

「……はあ」

　いきなり闊かつ達たつな声で身の上話を聞かされ、花菜が面めん食くらっていると、

「古こ今こん東西、あらゆる舞を知り、学び、己おのれで舞ってみたいと思うまでさほど時はかかりませんでした。神結神社に古くから伝わる舞は、わたしが知る唐から舞まい、高こ麗ま舞まい、国くに風ぶりの歌うた舞まい、そのどれとも違うと聞きました。どうかお願いします。わたしに舞を伝授してください！」

　板の間に額ひたいを擦こすりつけての頼みに、花菜は慌てて子供───蘇芳丸の薄い肩に両手を乗せ、顔を上げさせた。

　蘇芳丸の大きな瞳が、花菜のそれをはっしと摑んで離さない。

　最初こそ戸と惑まどっていた花菜だったが、蘇芳丸の、舞に対する想いに心を打たれた。

　神結神社の巫女舞は、門外不出というわけではない。

　分かりました、と言いかけた、まさに寸前、

「やめといた方がいいぞお」

　それまで事の成り行きを見守っていたらしい王虎が、口を挟んできた。

「王虎？」

　どういう意味かと花菜が眉み間けんに皺しわを寄せつつ首を傾げると、王虎が足音も立てずに近寄ってきた。そして蘇芳丸に顔を寄せ、すん、とにおいを嗅かぐような真ま似ねをした。

「ちょっと、王虎……！」

　何をしているの、と王虎の小こ袖そでを引っ張る。

　蘇芳丸はといえば、いきなり近づいてきた珍ちん妙みようで大柄な男にびっくりしたのか、廊下にぺたりと座りこんでしまった。

　王虎は鋭するどい目でじい、と蘇芳丸を覗きこみながら、未いまだ鼻を蠢うごめかす。

「おまえ、本当に人か？　……人だな。だがこのにおいはなんだ？　おかしなにおいだ」

「王虎、いい加減になさい！」

　本当に人かとかにおうとか、失礼にもほどがある。

　花菜は思いきり王虎を後ろに引っ張り、蘇芳丸から遠ざけた。

「いって……っ、何しやがる！」

「王虎は黙っていて。蘇芳丸殿、あまり時間は取れないと思うのだけれど、それでもいいのなら、お教えいたしましょう」

　花菜は背後でわめく王虎を無視し、蘇芳丸へ向けてにっこり微笑んだ。

　桜春祭に向けて、花菜は普段に増して多た忙ぼうだ。

　もちろん祭りは楽しみで、心待ちにしているが、そのための準備がたくさん控ひかえている。

　まずこの華玉作り。それだけではなく、祭りの際に使われる幣へいを作製したり、神事の際に舞う巫女舞の習練をしたり、また祭りの当日にはたくさんの揚あげ菓が子しや十字という饅まん頭じゆうを用意したりする。

　器用とは言いがたいから、何をするにも丁てい寧ねいであるよう心掛けなければならない。

　それでも、同じ舞を愛する者として、蘇芳丸の願いを叶かなえてあげたいと思う。そして同時に、花菜自身も巫女舞以外の舞とはどんなものなのか、とても興味があった。

　蘇芳丸は花菜の笑顔を見て、ぱっと顔を綻ほころばせた。王虎の礼を失した言葉は一瞬で忘れ去ったようだ。

「ありがとうございます、巫女姫さま！」

　蘇芳丸は鞠まりが跳ねるように立ち上がると、深く頭を下げた。そして愛くるしく微笑むと、では明日伺うかがわせていただきますと告げて、足早に去っていった。

「あ～あ～。いいのかねー」

　王虎の思わせぶりな発言に、花菜はぴん、と片方の眉を撥ね上げた。

「王虎、小さな子にあんなことを言うなんてひどいわ。それに本当に人か、って、どういう意味なの？」

「言葉のとおりさ。あの子供はまあ人だろうが、……なんていうか、どうもおかしなにおいがするんだよなあ」

「だからおかしなにおいって？」

「あの子供以外のにおいがついてるってことさ」

「それは、ほかの人の薫たき物ものの香りが混じっている、……という意味ではないわよね？」

「うつけ。当たり前だろう。───ああ、もしかしたらあの小僧」

「何？」

　花菜の問いに、王虎はにやりと笑った。

「教えてやんねー。おまえ先刻俺さまを思いきり転がしただろう。しかもやめとけっていう俺さまの助言も無視したし。あの小僧の正体が知りたかったら、自分で調べるんだな」

「……っ」

　蘇芳丸自身に、そんな思わせぶりな秘密があるようにはとても思えない。髪の色こそ少し違うが、ごく普通の可愛らしい子供ではないか。

　王虎はにやにや笑いながら、中断していた華玉作りを再開する。

　心の内にもやもやとしたものを抱えながら、花菜は蘇芳丸が走っていった方向へ目を向けた。










「反対だね」

「俺も反対」

　夕ゆう餉げの際、蘇す芳おう丸まるに舞を教えるつもりでいることを父と兄に告げると、間かん髪はつ入れずにそんな声が返ってきた。

「えっ、ど、どうしてですか？」

　まさか反対されるとは思っていなかったから、目を白黒させていると、彪ひよう吾ごの隣で強こわ米いいを搔きこんでいた王おう虎こが、それみろと目を細めて笑った。

「でも父上、兄さま……」

「花はな菜な。あまり京処みやこの方々とは懇ねんごろにならないようにしてほしい」

　先に言っておかなかったのが悪かったねと、これは彪吾の声。

「なにゆえか分かるか？」

　と、こちらは匡きよう一いち郎ろう。

「……それは」

　花菜は父と兄の言葉の意味を考える。

　京処みやこからやってきたのは、楽がく師しと舞まい人にんだ。桜おう春しゆん祭さいには近きん隣りんの島や、出い津ず雲も、筑ちく禅ぜんなどからも人がやってきて、大だい規き模ぼな市が開かれる。島民以外の人間も多くやってくるのだ。

　京処みやこの人だからいけないのだろうか。

　花菜をかどわかそうとやってくるのは、鎌かま蔵くらの武士、御ご家け人にんが多い。貴族たちはこの島には関わらないようにしているらしく、これまでわざわざ花菜を攫さらいにきた賊ぞくはひとりもいなかった。

　だがきっと、彪吾や匡一郎は、そのことを言っているのだろう。───つまり、かどわかされないように注意しなさい、と。

「ですが、父上、兄さま。蘇芳丸殿はまだとても幼おさないのですよ。彼がわたしに何か仕掛けようとするとはとても思えないのですが」

　一度舞を教えるとうなずいたのに、その約束を反ほ故ごにすることに抵抗があった花菜は、そう反論する。

　そんな花菜に対し、彪吾は困ったように小さく息をつき、匡一郎の方は肩を竦すくめ、あからさまにため息をついた。

「子供がどうと言っているのではない。見ず知らずの者に対しては十分に警けい戒かいをしろと、父上も俺も言っているのだ」

　あくまでも冷然とそう言い放つ匡一郎に、花菜は、う、と口くち籠ごもった。

「明日あの者が来ても、相手にするな。分かったな」

「……」

　匡一郎はそう言うと、もうこの話は終わりとばかりに、夕餉を再開した。だがやはり納得できない花菜は、素直にはいとはうなずけなかった。




　翌日、蘇芳丸は花菜の手が空あいた時間を見通したようにやってきた。

　ちょうど朝あさ餉げに使った器うつわを洗い終えた直後のことだ。

　神かみ結むすび神社は千ち生お神かみ山やまの中腹にあり、一の鳥居から百二十五段もの階きざはしを上らなければならない。蘇芳丸は、その階を休むことなく駆かけ上ってきたのだと言い、盛大に息を切らしながらも顔中で笑っている。

　その幼い笑顔を前にして、

「舞は教えられません。帰ってください」

　とは、やはり言えない花菜だった。

　花菜は厨くりやから出ると、そっと周囲を窺った。誰の姿もないことを確認すると、蘇芳丸の手を摑つかんだ。

「み、巫み女こ姫さま……？」

　驚く蘇芳丸に、

「行くわよ」

　ひと言声をかけるなり、花菜は走りだした。

「わあっ」

　思わず声をあげる蘇芳丸に、しっ、と指を立てて黙だまらせると、花菜は人ひとけのない小滝まで休まず走った。

　ここまで来れば大丈夫、と足を止めると、階百二十五段一気上りをしたうえに全力疾走させられた蘇芳丸は、その場にへたりこんでしまった。

「あ、ごめんなさい、蘇芳丸殿。大丈夫？」

　慌あわてて花菜も膝ひざを折ると、へとへとになりながらも蘇芳丸は顔を上げ、にこりと微笑んだ。

「だ、大丈夫です。巫女姫さまは足がお速いのですねえ」

　蘇芳丸は息が整うと、すっくと立ち上がった。

「素敵な滝ですね。たおやかな水の筋が、まるで白糸のようです。さらさらという音を聞いていると、なんだかとても気持ちが安らぎます」

「わたしも幼い頃からこの場所がとても好きなの。───では、まずは一度舞ってみましょうか」

「はい、是ぜ非ひ！」

　滝の周囲には、岩のような大きな石がごろごろと転がっている。そちらに腰掛けていて、と花菜が示すと、蘇芳丸は身軽に石の上に飛び乗った。

　花菜は一拍し、採とり物もの代わりの腰こし刀がたなを抜く。刀を持った右手をゆっくりと上げ、半円を描くように、切っ先を上空に向けた。同時に音を立てず右足を進める。

　まるで地についていないかのような、軽やかな足あし捌さばきだ。

　刀を持つ手首をぐるりと回すその所しよ作さに併あわせて、身体もまた円を描き、少しずつ移動してゆく。

　花菜はそこが舞まい殿どのであるかのように、円の形を取りながら旋せん回かいしてゆく。

「……」

　ひと回りしたところで、今度は逆回り。花菜は右手から左手へ刀を持ち直した。

　次第に足捌きは速さを上げ、刀を回す腕にも、やわらかさ以上に力強い動きが満ちてゆく。それでいながら優ゆう美びさを少しも損そこなわないのは、足の動きが地を踏みしめるようなものではなく、足先から着地する音を立てない形を取っているからだろう。また、刀を持たない方の手の所作も、肩口から肘ひじ、手首、指先にまで心配りをしながら、強さを前面に押し出さない。力みを感じさせない、あくまでもしなやかさを纏まとう動きだった。

　やがて舞いはじめた場所まで戻ると、花菜は刀を鞘さやに収めた。

　手を合わせ、一度礼をしたところで、

「す、すごいです、巫女姫さま───！」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせた蘇芳丸が、花菜に抱きつかんばかりに駆け寄ってくる。

「まるで羽は衣ごろもを纏う天てん女によの如ごとく、身体からだの重みを感じさせない動き。巫女姫さまを中心に、光の輪が幾いく重えにも広がっていくかのような、清せい浄じような気を感じました！」

「あ、……ありがとう」

「以前ほかの神社で巫女舞を見たことがありますが、巫女姫さまの舞はとても動きが速いのですね」

　花菜はほかの神社で行う舞を見たことがなかったから、蘇芳丸の言葉に、そうなの、と首を傾かしげた。

「あの、足なんですが、どうやって動かしているのですか？　腕の動きに目を向けていたら、いつの間にか半回りしてました。音も全然しませんし、本当に浮いているみたいです」

「浮いていないわよ」

　くすりと笑いながら、花菜はその場で二歩進んでみせた。

「腰から上は浮き沈みしないようにしながら、爪つま先さきを先につけて、そのあと踵かかと。でもそれは最初のひと回りだけで、逆回りをする時には踵はつけずに舞うの」

　説明をしながら足の動きを見せると、蘇芳丸もまたその場で真似をする。

「爪先からつけるのって、慣れるまで少しかかりそうですね」

　そう言いながらも、舞を生なり業わいとしているからであろう、蘇芳丸は見事に模も倣ほうしてみせた。

「今のは桜春祭の二日目の昼に舞う寿ことほぎの舞よ。神結神社に伝わる巫女舞は、ほかに十五ほどあるけれど、大抵踵をつけずに、舞うことが多いわ」

　舞は旋回する動きが多く、違いはといえば、手の所作と、足の進め方だ。

「十五ですか。覚えられるかな。───では今お見せいただいた寿の舞をやってみます。見ていてくださいね、巫女姫さま」

　蘇芳丸はにこりと笑ったあとで、表情をあらためた。

　一度見ただけで、蘇芳丸は舞を覚えたようだ。多少ぎこちないながらも、十分に美しく舞ってみせた。

　今度は花菜の方が、すごいわ、と目を瞠った。

「蘇芳丸殿は本当に舞が好きなのね。習練をしたら、きっとすぐに舞えるようになると思うわ」

　蘇芳丸は、花菜の言葉が嬉しかったのか、顔をくしゃくしゃにして喜んだ。

「蘇芳丸殿、わたしも普段あなたが舞っている舞を見てみたいわ」

「えっ、わ、わたしの舞などお目め汚よごしになってしまうかと」

　一見で舞を模倣してみせたというのに何を言うのかと、花菜は首を横に振った。

　蘇芳丸はそれでも迷っていたようだが、重ねて花菜がお願い、と言うと、少し照れたようにうなずいた。

「では、迦か陵りよう頻びんをお見せしましょう。これは唐から舞まいといって、左さ方ほうの舞まいのひとつです」

「名前は知っているわ。高こ麗ま舞まいの胡こ蝶ちようの番つがい舞まいだったと思うのだけれど」

「仰おつしやるとおりです」

　蘇芳丸はうなずくと、背筋を真まっ直すぐに伸ばし、一いつ拍ぱく置いたあとで舞いはじめた。

　迦陵頻は童わらわ舞まいで、その装しよう束ぞくは天てん冠かんに挿か頭ざ花しを、背中には迦か陵りよう頻びん伽がという名の、極楽にいるといわれている鳥の羽根をつける。両手には銅どう拍びよう子し、縹と白の鳥ちよう足そくを巻きつけた、大層可か愛わいらしいものだ。

　蘇芳丸は両手を横に伸ばし、膝を曲げず真っ直ぐに足を上げた。一歩、二歩と進み、両手を頭上に持ってゆく。くるりと身体を捻ひねり、前に進ませた片方の膝を曲げ、逆側の足を伸ばす。両手を上げたまま背中を反らし、再び膝を曲げずに足を上げる。

　一連の舞の動きは、確かに神結神社の巫女舞とまったく異なるものだ。何より速さがまるで違う。花菜の舞う巫女舞は、最初こそゆったりしているが、次第に速さを上げてゆく。だが蘇芳丸が舞う迦陵頻は、最初から最後まで一貫した調子だった。

　舞い終えると、蘇芳丸は上目遣いに花菜を見上げてきた。

　花菜は手を叩たたきながらにこりと微笑んだ。

「童舞はとても可愛らしい動きをするのね」

「あ、はい。巫女舞とずいぶん動きが違うのだなあ、とわたしも思いました」

　ほかにもどんな舞があるのか、興味が募つのる。

「蘇芳丸殿、わたしに高麗舞や唐舞を教えていただけないかしら」

「えっ、……わたしが、ですか？」

「互いの知らない舞を知っているのだから、教え合ってもいいと思うのだけれど」

　蘇芳丸は、そんな、とかわたしはまだまだ未熟者で、とか言っていたが、躊躇ためらいながらもうなずいた。

「約束ね」

　彪吾や匡一郎の注意などすっかり忘れ、明日から毎日、この時間、この場所で舞の稽けい古こをしましょう、と花菜は微笑んだ。










　蘇す芳おう丸まるとの舞の稽けい古こは、朝の小半刻のみという短い時間しか取れない。だが蘇芳丸はとても筋がよく、一度舞を見ただけですぐにそれを模も倣ほうしてみせた。

　父と匡きよう一いち郎ろうに黙だまって蘇芳丸と会うことに後ろめたさを覚えながらも、今まで目にしたことのない舞が見られるのが嬉うれしかった。

　だが、二度目の習練の朝のことだ。

　小滝にやってきたのは、蘇芳丸だけではなかった。

「巫み女こ姫さま。高たか遠とおさまも、巫女姫さまの舞をご覧になりたいと仰おつしやったのでお連れしました。よろしいですか？」

　よろしいも何も、蘇芳丸の説明の間に、高遠は早々と石の上に腰掛けてしまっている。

「……構いませんけれど」

　そう言うしかないではないかと、花はな菜なは小さくため息をついた。

　今け朝さの高遠は、萌もえ黄ぎ色の水すい干かん姿だ。先日は、色は似ているが狩かり衣ぎぬを着用していた。

　狩衣はもともと狩猟の際の衣ころもであったが、時代が変わるにつれ、野外用と限定されることなく、貴族や武士、平民と、幅広く着用されるようになった。身分によって地質はさまざまで、絹や固かた織おり物ものといった豪ごう奢しやなものだったり、無文の布だったりする。水干もまた、無位の官人の常用服だったものが、公家や武士の子供たちにも用もちいられるようになった。

　平民が着る水干は、袖そでが筒つつ袖そでのように細く、水干袴ばかまもまた少し短い。着やすく動きやすい形なのだが、高遠はそんな、布製のものを着用していた。

　先日顔を合わせた時には、晴れやかな装よそおいに、さすがは京処みやこの楽がく師しだと思ったものだが、こうして見ると、普段はこんな感じなのかもしれないと、花菜は思った。

　───なんというか、窮きゆう屈くつなことが嫌い、という感じだわ。

「高遠さま、高遠さま。巫女姫さまの舞は、本当に素晴らしいのですよ！」

　にこにこしながら朗ほがらかに話しかける蘇芳丸に対し、高遠は無言のままだ。

　何を考えているのか分かりづらい無表情で、花菜をじっと見み据すえている。

　蘇芳丸が声をかけているのだから、何か言えばいいのにと、花菜は微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「巫女姫さま、よろしくお願いいたします」

　蘇芳丸の言葉に、花菜は気を取り直してうなずいた。

「では、今日は祝福の舞を舞いますね」

　昨日同様、腰刀を抜く。心を落ち着けるために一度目を閉じ、ゆっくりと呼吸を整える。

　瞼まぶたを開け、真正面を見据えると、花菜は一歩歩を進めた。

　舞っている間、花菜は雑事を忘れる。熱心に見つめる蘇芳丸も、少し気になる高遠の視線も意識から消え、いつもどおり神への舞を舞う。

　頭の先から爪つま先さきへと流れる血の巡めぐりに沿うように、一本の光が射さしこむ。

　光はやがて花菜の内側で広がってゆき、次第に外へと発散してゆくような、そんな感覚を得る。

　忘ぼう我がの境きよう地ちにまで自らを高めた、その時。

　───。

　花菜の内にある光に唱しよう和わするかのように、ひと筋の音が絡みついてきた。

「……っ」

　森の中に響き渡る、澄んだ音は───龍りゆう笛てき。

　初めてその音を聴いた時の、あの背筋の震ふるえを、鮮せん明めいに思い出す。

　龍笛の音は、花菜の舞にぴったりと沿う。それは音が先か、地につける足先が先か分からないほど、寸すん分ぶんの狂くるいもなく同時化している。

　ふわり、と。

　何度も蘇芳丸に言われたが、本当に宙に浮いているのではないかと思うほど、身体が軽い。爪先にかかる身の重さを、少しも感じない。

　神かみ結むすび神社の神舞は、無音で舞う場合がほとんどだ。だから音と共に舞うことが、こんなにも愉たのしいとは、花菜は思ってもみなかった。

　否いな。

　これは、ただの音ではない。

　高遠が吹く音は、花菜がこれまで聴いてきたどの笛より慕したわしく感じる。

「───」

　身体の隅々にまで龍笛の音が染み渡り、溢あふれる。

　伸ばした指の先に、じん、と熱が点ともる。指先だけではない。足先が、胸が、何か温かなものに包まれているような感覚。

　───神降ろしの舞でも、こんなふうに感じたことはない……。

　花菜はうっとりと楽に身を委ゆだねながら舞った。

　ずっと舞っていたい。そんな想いを抱きながらも、静かに足を止める。

　深く、静かに息を吸い、閉じていた目を開けた。

　恐らく今自分の頰ほおは興奮に紅こう潮ちようし、双そう眸ぼうは潤うるんでいることだろう。

　これまで得たことのない感覚に、身体も心も歓かん喜きにざわめいていた。

　花菜の視線は、高遠に向かう。

　ぴん、と糸が張ったように、目と目が合った。

「……あ」

　その瞬間感じた、胸の高こう揚ようはいったいなんだろう。

　心の底から震えが湧わき上がってくる。

　昨日初めて出会った人物なのに、笛の音を聴いただけで、こんなにも胸苦しくなるなんておかしい、と。そう思うのに、速い鼓動が耳について離れない。

「驚いたな。そなたのように美しく舞う者を初めて見た」

　驚いたと言いながら、高遠の表情に変化は少しも見られない。

　そのことで我に返った花菜は、慌あわてて高遠から視線を外はずし、二度三度と瞬まばたきを繰り返した。

　蘇芳丸が駆け寄り、花菜を身近で見上げてくる。

「巫女姫さま、まるで空を舞っているみたいでした！　なんて軽かろやかな動きでしょう。すごいです……！」

「あ、ありがとう」

「高遠さま、わたしが舞う時にも是ぜ非ひ笛の音をお願いいたします。舞も笛の音も、本当に素す晴ばらしかったです」

　高遠はまた返事をしなかったが、蘇芳丸が背筋を伸ばすと、龍笛に唇を寄せた。

　蘇芳丸の舞を見ながら、花菜は己おのれの手と手をぎゅっと握にぎり合わせた。

　指先が、まだ痺しびれているような気がする。

　耳に触れる妙たえなる音。

　ずっとずっと聴いていたい。

　両の目は蘇芳丸の舞を見ているのに、花菜は全身で高遠の奏かなでる笛の音に聴き入っていた。










「巫み女こ姫さま！　お手伝いをさせてください」

　華はな玉だまを作る花はな菜なと王おう虎このいる室へやに顔を出したのは、すっかり懐なついた蘇す芳おう丸まるだ。

　花はな菜なは縫ぬう手を止めて、廊下に正座する蘇芳丸へ笑みを向けた。

「蘇芳丸殿は楽がく師しの方々と修練をしなくても大丈夫なの？」

　室にいる今も、高遠の笛ふえの音が風に乗って耳に届く。

　高遠は小滝の場所が気に入ったようで、花菜たちが舞の習練を終えたあともずっとそこで笛を吹いていた。

　社しや殿でんにいても室にいても、その音はずっと耳に入ってくる。花菜にとって、高遠の笛はことのほか心地ここち好よいから、朝からずっと愉たのしく満ち足りた気持ちで時を過ごすことができた。

「は、はい。時とき任とうさまから、巫女姫さまのお役に立つようにと申しつけられました」

　時任とは、楽師の代表者の名だ。花菜はそう、とうなずいた。

「では、わたしたちと華玉を作ってもらえるかしら」

「はい、お任せください」

　蘇芳丸は室の端で片かた膝ひざを立てながら縫い物をしている王虎をちらりと見て、花菜のすぐ隣に腰を下ろす。

　最初の印象が悪かったのだろう、蘇芳丸はどうやら王虎が苦手なようだ。

「この華玉、美しいですね。下げ船せんした時、島中に赤や薄うす紅べにの色が溢あふれているのを見て、なんてきれいな島だろうって思ったんです。華玉は、お祭りが終わったあとどうなるんですか？　次のお祭りまで取っておくのでしょうか」

「いいえ。桜おう春しゆん祭さいが終わった翌日に、色の着いた華玉は海うみ辺べで燃やし、神社に飾られた白華玉は海に流すのよ」

「燃やしたり流したりするんですか。もったいないですね」

　そうね、と花菜はうなずいた。

「この華玉は桜の花を模もしたものだから、花を散らさないと夏は来ず、季節は巡めぐらなくなってしまうわ。新しい季節を迎えるため、そして次の年にも必ず春がやってくるようにと、華玉を自然に還かえすの」

　今度は蘇芳丸が、そうかとうなずいた。

　蘇芳丸は聡明な子供だった。

　今朝の習練のあとで、花菜は蘇芳丸の生おい立たちをちらりと聞いた。

「父と母は、わたしが五つの時に流は行やり病やまいで身み罷まかりました。その後わたしは、高たか遠とおさまの小こ姓しようとして引き取られたのです」

「高遠殿は、あなたと縁ゆかりのある方なの？」

　いいえ、と蘇芳丸は首を振る。

「最初は寺に預けられたのですが、こんな髪ですから、いろいろ言われて。あまりに辛つらくて、悲しくて、寺を飛び出しました。ですが当然齢よわい五つの子供ひとりでは生きていくことはできません。野の垂たれ死にしそうになっていたところを、高遠さまに救われたのです」

「……そうだったの」

　過か酷こくな日々を過ごしてきたであろう蘇芳丸だが、今浮かべる笑顔はとても愛らしく、幸福に満ちているように見える。

　蘇芳丸は器用に縫い物をしながら、今度は高遠の話を始めた。

「高遠さまは笛の名手なのですよ。あの龍の頭がついた龍りゆう笛てきも名前があるんです」

「笛に名が？」

「『夜や叉しや丸まる』って言うんです。名のあるお方から譲ゆずり受けたと仰おつしやっていました。普通龍笛は、頭かしら───笛の先端のことをこう呼ぶのですが、そのところに鉛なまりのようなものを入れて重くします。高遠さまの笛はあの龍の頭がその役割をしているんだそうです」

　確かに高遠が持つような笛を、花菜はこれまで見たことがなかった。

「そう。本当に素す晴ばらしい音ね色いろをしているものね」

　花菜がうなずくと、部屋の隅すみにいた王虎が、喉のど奥おくで笑った。

「何がおかしいの？」

「いや？　確かに千ち生お音ねの子のおまえや彪ひよう吾ごにとってはさぞかしいい音色だろうなあって思っただけだよ」

「それは、どういう意味？」

　王虎の言葉の意味が分からなくて首を傾かしげると、

「千生音は笛の音が大のお気に入りだったからな」

「……白き龍の女め神がみが？」

「彪吾も笛が聞こえている間、ずっと夢見心地ごこちって顔をしてたぞ。俺にとっちゃあんまりいい音じゃねえがな」

　無ぶ粋すいな意見に、花菜は軽く眉まゆを吊り上げた。

「王虎の耳には、この音は美しく聴こえないの？」

「好きじゃねえな。音が、身体からだん中で暴れるような感じだ。もしくは爪つめを立てられているような、とでも言えばいいか？」

「ずいぶんと乱暴な表現をするのね」

「人には分からねえよ」

　王虎はふんと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「……人には、って？」

　王虎の言葉に引っかかりを覚えたのか、隣で蘇芳丸が首を傾げている。

「おや、可か愛わいい客人が来ているね」

「父上」

　王虎の発言をどうごまかそうかと慌あわてていた花菜は、室にやってきた彪吾に、ほっと安あん堵どの笑みを浮かべた。

「そなたかな。花菜に舞を習いたいというのは」

「は、はい。蘇芳丸と申します……！」

　蘇芳丸は慌てて彪吾に向けて頭を下げた。

「ずいぶんと舞が上手じようずだと聞いたのだが、ゆくゆくは舞まい人にんとして身を立ててゆこうと考えているのかい？」

　彪吾の問いに、蘇芳丸はちょこんと首を傾げる。

「もちろん舞は一生やっていきたいと思っておりますがわたしは将来、神かん主ぬしになりたいのです」

「神職に就つきたいのか」

　はい、と蘇芳丸は勢いよくうなずいた。

　彪吾は少しの間、何事か考えているのか押し黙だまった。そして、緊張を滲にじませながらも彪吾を見上げる蘇芳丸に視線を合わせ、にっこり微笑ほほえんだ。

「花菜」

「はい」

「本日より朝のほか、時間が取れれば日中も習練を行いなさい」

「え」

　目を瞠みはった花菜は、彪吾の言葉の意味を咀そ嚼しやくした途端、ぱっと顔を綻ほころばせた。

　父は、蘇芳丸との舞の稽けい古こを許す、と言っているのだ。

　はい！　とうなずいた花菜は、早さつ速そくとばかりに蘇芳丸に笑いかけた。

「では蘇芳丸殿、これから稽古をしましょう」

「え、おい、てめえ華玉作ってる最中だろうが！」

　王虎が慌てて叫ぶが、

「戻ったらまたするわ。父上、行って参ります！」

「あ、し、失礼いたします」

　花菜は蘇芳丸と共に、まるで舞うような軽やかな足取りで室をあとにした。




「いいのかよー、彪吾。京処みやこの奴に千生音の娘をやっちまって」

「正直あまり京処みやこの者たちとは親しくなってほしくないと今でも思っているが」

「なんだよ、そんなに笛の音にやられちまったか？」

　彪吾が意見を翻ひるがえしたその理由を、王虎は正確に理解していた。そして彪吾もまた、王虎が分かっていることに、なんの違和も感じていない。

「美しい音だな」

　室にいても、高遠の笛の音が聞こえてくる。

　彪吾はその音に耳を傾けた。

「不思議だ。あの音をいつまでも聴いていたい気持ちになる」

　これまで彪吾は名手の笛をたくさん聴いてきた。だがあの青年の吹く音ほどに心を揺さぶられたことはない。

　花菜もまたそうなのだろうと彪吾は思う。

　あの笛の音が聞こえてくると、何をしていても耳を澄すましてしまう。

「……神の笛かあるいは妖あやかしの笛か」

　笛の音に夢中になり、囚とらわれてしまう者の物語を、彪吾は以前読んだことがあった。

　主人公の男は、名めい笛てきと呼ばれるその笛によって破は滅めつしてしまうのだ。

　高遠の音に惹ひきつけられるのは、単に好悪こうおが関係しているだけだろうか。

　耳に、心に残るあの笛の音が、慕したわしく好ましく思えれば思えるほど、彪吾の胸の内に、違和感が生じる。

「妖の笛かあ。そりゃあ言い得て妙だ」

「櫟あららぎ、花菜についていてもらえぬか」

「ああ？　行かせたのに見張るのか？」

「念のために、だ」

　王虎はひょいと肩を竦すくめると、その場で猫ねこの姿に変へん化げした。

　ひらり、と小こ袖そでが板の間に落ちる。

【彪吾、あの音にあんまり囚われないようにしろよ】

　王虎の言葉にうなずきながらもなお、彪吾は高遠の奏かなでる音に惹かれていった。










　蘇す芳おう丸まると共に室へやをあとにし、廊下を進む先に、匡きよう一いち郎ろうの姿が目に入った。

「……兄さま」

　その姿を見た途端、花はな菜なの胸は小さく波打った。

　黒こつ貴き島とうで花見をして以来、未いまだ匡一郎とはぎこちない会話しかできていない。

「どこへ行く？」

「兄さま、お顔の色が」

　二日前同様に、匡一郎の顔色がひどく悪い。花菜が思わず一歩近づいたところで、匡一郎は冷ひえ冷びえとした声で告げた。

「そんなことはどうでもいい。どこへ行く、と訊きいた」

「あの、……舞の習練を」

「京処みやこの者には近づくなと言ったはずだが」

　蘇芳丸の前でそれを言うのかと、花菜は顔をさっと強こわ張ばらせた。

「兄さま！」

　匡一郎は花菜から蘇芳丸へと視線を向ける。

　幼おさない子供を見るにはあまりにも険けわしい双そう眸ぼうに、蘇芳丸はひゅっと喉のどを鳴らし、首を竦すくめた。花菜は思わず蘇芳丸を背に庇かばう。

「父上は舞の習練をすることをお許しくださいました」

「父上が？」

　匡一郎の眉み間けんに、くっきりと皺しわが寄る。花菜は、はいとはっきりうなずいた。

「俺は許さない、と言ったら？」

「……兄さま」

　花菜は途と方ほうに暮れて匡一郎を見上げた。

　匡一郎が我が身を慮おもんぱかってくれていることは重々承知している。ありがたい、とも。

「この子供もそうだが、特に今笛ふえを吹いている男。あの男には近づくな」

　それはなにゆえなのか。匡一郎は高たか遠とおを疑っていると、そういうことなのか。

　言葉を詰まらせた花菜に向けて、匡一郎の腕が素早く伸びてきた。かと思うと、花菜の手首を摑つかみ、強く引き寄せてくる。

「あ……っ」

　匡一郎の腕は力強い。ぎゅっと胸に頰ほおを押し当てる形になる。突然の抱ほう擁ように一瞬されるがまま抱きしめられた花菜だったが、蘇芳丸が目を丸くしてふたりを見上げていることに気づいて、慌てて腕を突っ張らせた。

「に、兄さま、何をなさいます……っ！」

　蘇芳丸の前でなんてことをと暴れるのに、匡一郎の両腕はぴくりとも揺ゆるがない。

「兄さま怒りますよ！」

「なにゆえ怒る。───おまえは俺のものだろう？」

　耳元で囁ささやかれ、あまつさえ唇くちびるが近づいてくる。

「───っ！」

「ぁ、わ……」

　蘇芳丸の真っ赤になった顔を視線の隅すみで捉とらえた花菜は、カァッと頭に血を上らせた。

「た、確かにそうですが……っ、けれどわたし、今の兄さまの言うことを聞きたくありません！」

　匡一郎の腕を振り払い、突き飛ばした花菜は、全速力でその場から走った。

「あっ」

　その際蘇芳丸の腕を摑むことを忘れなかった花菜は、引きずるように館を飛び出る。

「み、巫み女こ姫さま！」

　鎮ちん守じゆの杜もりの手前までやってきて、花菜はようやく足を止めた。

「ごめんなさいね、蘇芳丸殿。あの、兄さまは普段、ああいう方ではない……こともないのだけれど、……とにかくごめんなさい」

　自分でも何を言っているのか、と混乱しながら、花菜はしどろもどろで弁べん解かいする。

　こんな幼おさない子に、あんな場面を見せてしまったことに、花菜の顔はどんどん赤くなってゆく。

　ちらりと蘇芳丸に視線を向けると、子供もまた顔を真っ赤にしていた。

「あ、あの、あのお方は巫女姫さまのお兄さまでいらっしゃるのですよ、ね？」

「ええ……と、今のところは」

　蘇芳丸は目を瞬またたかせたが、何か事情があることを察したようで、こくこくとうなずいた。

「で、では、舞の稽けい古こをお願いいたします」

　にこりと笑ってあからさまに話題を変えた蘇芳丸に、気を取り直した花菜はうなずいた。心の内では先刻の匡一郎に対し、もっと何か言ってやりたいくすぶりを抱きながら。
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　鎮ちん守じゆの杜もりの奥からは、絶えず高たか遠とおの吹き鳴らす音が聞こえてくる。

　匡きよう一いち郎ろうへの屈くつ託たくに消沈していた花はな菜なの心を、笛の音が慰なぐさめてくれるようだ。

「巫み女こ姫さま、今回わたし、巫女姫さまのように採とり物ものを持参してきたのです」

「え？　あら」

　まじまじと童わらわ水すい干かん姿の蘇す芳おう丸まるを見下ろせば、腰に長さ八寸ほどの刀を佩はいていた。

「巫女姫さまは刀の扱いに大変慣れていらっしゃるようにお見受けいたしました。わたしも巫女姫さまのように、己おのれの腕を動かすかの如ごとく刀を振ってみたいと思ったのです」

「蘇芳丸殿は刀を握にぎったことは？」

　蘇芳丸は恥ずかしげに首を横に振った。

「では、気をつけて鞘さやから抜かなければね」

「はい」

　ご指し南なんをお願いいたしますと、蘇芳丸は頭を下げた。

　小滝では朝の稽けい古この時と寸すん分ぶん変わらぬ場所に、高遠が腰を下ろし、笛を吹いていた。

「高遠さま！　今日から朝と昼、二度も巫女姫さまに舞の稽古をつけていただくことになりました」

　高遠はわずかに吹ふき口ぐちから唇くちびるを離したが、何も言うことなく再び音を奏かなでる。

「……あなたの主あるじはあまり喋しやべることが好きではないようね」

　うん、とかそうか、とかくらい言ってもいいでしょうにと呟つぶやく花菜に、蘇芳丸は主に代わって弁べん明めいを始めた。

「ですが高遠さまからは、いつもとても大事なことを教えていただきます。それにわたしの話す言葉もちゃんと聞いてくださっているんですよ」

　蘇芳丸は一生懸命に伸び上がり、花菜の目を覗のぞきこんでくる。その蘇芳丸の声には、口数の少ない主を尊敬する響きが滲にじんでいる。

　蘇芳丸にとっては大事な主なのだろうと、花菜は納得し、うなずいた。

「では舞の稽古を始めましょうか」

　花菜が舞ってみせたあとで、蘇芳丸は少しおぼつかない手つきで刀を抜き、右手に握った。

　採物がやはり気になるのか、昨日と今朝に比べればぎくしゃくしているが、刀の扱いに慣れれば十分美しく舞えるだろう。

　蘇芳丸の舞に合わせて、高遠もまた笛を吹く。

　───やはりこの音には心惹ひかれるわ……。

　高遠の奏でる音に呼応するかのように、花菜の心が高こう揚ようしてゆく。

　龍りゆう笛てきの音は、その笛の名のとおり、龍の声のような音なのだと言われている。笙しようは天上の音、篳ひち篥りきが地の音、龍笛は、天地の狭はざ間まを、龍が溢あふれんばかりの力強さで行き交うさまを表現するための音だと。

　高遠の笛の音は、まさに自由に空を泳ぐ龍そのものを表しているように感じる。

　美しくて強い……。

　花菜はいつしか、以前一度だけ見た、匡一郎の龍の姿を思い出していた。

　闇やみ色の龍が雨あま雲ぐもをひと息で吹き飛ばし、青空の中、悠ゆう々ゆうと泳いでいたあの姿を。

　妙たえなる笛の音に、花菜はわずかの間、目を閉じた。

　───その時。

　花菜の意識に、黒い何かがふわりと触れた。

「……ぇ？」

　はっと目を開けた刹せつ那な、花菜の目前に刀が迫ってきていた。

「───っ!?」

　何を考える間もなかった。日頃の剣の鍛たん錬れんの賜たま物ものか、花菜は咄とつ嗟さに転がり、立ち上がりざま刀を抜くと身構えた。

　だが、目の前で刀を構えるその人物があまりにも意外で、花菜は大きく目を見開いた。

「す、蘇芳丸殿!?」

【千ち生お音ねの娘ぇ───！】

　蘇芳丸の唇から、彼のものではない声が溢れ出た。

　───蘇芳丸殿の目が、紅あかい……！

　花菜は愕がく然ぜんとし、その場に硬こう直ちよくした。

　危あやうく蘇芳丸に斬きられそうになったところを、すんでのところで刀で受け止める。だが今、己おのれの身に起こっている出来事を未だちゃんと理解できていない花菜は、立て続けに振り上げられる刀を躱かわし、あるいは受けるだけで精いっぱいだった。

　千生音の娘、と。

　蘇芳丸は言った。

　それは、過去この島にやってきた負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものたちを、思い出さずにはいられない言葉。

　まさか、という気持ちと、信じたくないという思い、だが今目の前にいる蘇芳丸の紅い目が、これは夢ではなく現うつつであることを花菜に知らしめる。

　───あれで終わったのではなかったのだ……。

　蘇芳丸の繰くり出す刀は重くはない。普段稽古をつけてもらっている匡一郎の剣の方が、よほど癖くせがあるし、力強く、重い。

　けれど。

【千生音の娘、覚悟───！】

「あ……っ！」

　不意を衝かれたこと、そして相手が蘇芳丸の形をしていること、そのふたつが重なって、篆てん書しよの術を使うことも思い出せないほど、花菜は慌あわてていた。

　蘇芳丸の攻撃を受け止めかねて、花菜の手から刀が落ちてしまう。

　目の前に、刀。

　───避けられない！

　己に迫る銀色の刃やいばを、為なす術すべもなくただ見つめ……、だが次の瞬間、花菜の前に大きな背が立ち塞ふさがった。

「───」

　若草色の水干。───高遠の背中。

「おいたが過ぎるぞ、夜や叉しや丸まる」

　滅めつ多たに聞かない高遠の厳しい声。

【高遠、貴様なにゆえわしの邪魔をする！】

「なにゆえも何もない。蘇芳丸の身体を使って人を殺あやめるなど、俺が許すと思うか」

【貴様の許しをなにゆえ得ねばならぬのじゃ。ええい、邪魔じゃ、退どきやっ！】

「断る。来い、夜叉丸」

「───」

　高遠は紅い眼の蘇芳丸の顔を、片手でむんずと摑つかんだ。

【や、やめろ、高遠ぉっ！　ふぎゃっ】

　そのまま近く引き寄せ、ごく間近な距離で、蘇芳丸の両の眼をじっと見み据すえた。

「来い、夜叉丸」

　高遠が低く命令する。

　その時、花菜の目の前で、理解しがたいことが起こった。

　蘇芳丸の身体が小こ刻きざみに震ふるえ、そうして黒い揺ゆらぎが立ち上った。

　食い入るように、花菜はその揺らぎを見つめる。

　───あれは、以前にも見たことがある。負の言霊の輪に繫がれた獣に憑つかれた者たちが纏まとっていた……。

　と。

　揺らぎの中に、うっすらと子供のような姿が浮かんだ。

　白い髪は、肩の辺りでふっさりと切られている。幼おさなさを滲にじませた頰ほお、ふっくらとした赤い唇くちびる。吊り上がった大きな両の眼は血のように紅く、両耳はぴんと尖っている。

　蘇芳丸と同年ほどのあどけないその姿、あれは。
















　だが花菜が目を凝こらす間もなく、その幼い形は一瞬で搔き消え、再び黒い揺らぎに戻ってしまう。揺らぎは厭いやがるように一度じわりと色を濃くしたが、やがて、すう、と高遠の身体の中へと吸い込まれていってしまった。

「た、高遠殿……っ！」

　高遠の蘇す芳おう色の瞳が、一瞬深しん紅くに染まり、花菜は、今度は高遠が獣に憑かれてしまったのだと、狼ろう狽ばいした。

　だが高遠の両眼は、花菜の目の前で見る見るうちに元の蘇芳色に戻った。

「……高遠ど、の……？」

　高遠は、意識を失って頽くずおれる蘇芳丸を抱き留めた。そして名を呼んだ花菜に目を向ける。

「すまなかった。夜叉丸がそなたに乱暴をした」

「……高遠殿、どういうことです。夜叉丸とはなんです……！」

　それは、蘇芳丸の言葉では笛の名ではなかったのか。

「それはそなたの方がよく知っているのではないか」

「わたしが？」

　高遠は軽くうなずいた。

「前年の秋、そなたは獣たちと戦ったのだろう？」

　その時、花菜の背筋にぞくりと震えが走った。

　───高遠殿は負の言霊の輪に繫がれた獣のことを知っている……！

「……貴方あなたは、何？　そして貴方が夜叉丸と呼ぶ者のことも、ちゃんと教えてください」

　詰きつ問もんする花菜を、高遠は真意の窺うかがえない瞳で、真っ直ぐに見つめてきた。そして、そっけないほど軽い口調で告げる。

「俺の中には、夜叉丸と俺が名をつけた獣がいる。もともとの名は、兎う執しつ。白き龍の女神、千生音に封印された、獣の一匹だ」










【ざまあねえなあ、龍りゆう王おうともあろうモンが】

　花はな菜なと蘇す芳おう丸まるが立ち去ったあとのこと。

　猫ねこ姿の王おう虎こが、にやにやしながら匡きよう一いち郎ろうに近づいてきた。

　匡一郎は剣けん吞のんな目つきで王虎を睨にらみ据えるが、猫はどこ吹く風といったふうだ。

【ま、笛ふえの音ねに惹ひかれるのは千ち生お音ねの血に連つらなる者の定さだめってやつだ。諦あきらめろ】

「……失せろ」

　地の底から響くような低い声でひと言告げた次の瞬間、匡一郎はその場に膝ひざをつき、きつく目を閉じた。

　朝からずっと高遠が吹き続ける笛の音が、匡一郎を責め苛さいなむ。

　人は……、千生音の血を引く花菜や彪ひよう吾ごは、絶対に気づくことはないだろう。あの龍りゆう笛てきの音が、龍の性しようを持つ匡一郎に、どんな作用を及ぼすのか。

　───あの音は、毒、だ。

【彪吾か千生音の娘に言わなくてもいいのかよ。てめえ、そのままじゃヤバイんじゃねえの？】

「笛をやめさせろ、と？　言ってどうなるものでもない」

【じゃあせめて笛の音の聴こえないところに行ってりゃいいだろうが】

　黒こつ貴き島とうとか、なんなら白はく樂らく島とうとか。

　軽くそんな提案をする王虎を、匡一郎はじろりと睨ねめつけた。

「貴様ならばどうする。得体の知れない者たちが京処みやこからやってきているという場面で、父上の傍そばから離れられるのか」

【離れるわけねえだろう】

　当たり前だ、と断言する王虎に、匡一郎はふんと笑った。

　つ、と。

　匡一郎の右耳から、血が溢あふれた。鮮せん血けつは匡一郎の横顔に赤い線を作り、頤おとがいから廊下へと滴したたり落ちてゆく。

　ひと粒、ふた粒。やがて血ち溜だまりとなる。

【おいおい】

　さすがに血を流す匡一郎を笑うことなく、王虎が足音を忍ばせて近づいてきた。だがそれを厭いとうた匡一郎はよろけながら立ち上がると、己おのれの室へやに入り、ぴしゃりと障しよう子じを閉めてしまう。外で王虎が不満げな声をあげたが、もちろん無視した。

　頭の内側を直接鎚つちで叩かれているような衝撃を堪こらえ、匡一郎は首を振った。

　板の間に、頽くずおれるように座りこんで、こめかみにきつく手を当てる。

　───普通の笛の音ではない。あれを吹くあの者、いったい何者だ。

　ただの人ではない。

【───】

　その時、記憶の底に沈んでいた千生音の声を、匡一郎ははっきりと思い出した。

　誰かを呼ぶ、千生音のたおやかな声。───あれは。

　頭の中に浮かんだ推測は、だが激しい頭痛に搔き消される。

　匡一郎は小さく悪あく態たいを吐つきながら、なおも止まらない血を無む造ぞう作さに拭ぬぐった。










「兎う執しつ……。貴方あなたの中にって、それはどういう意味なの」

　先年の獣けものたちとの戦いの際、外と谷やの娘である綾あや女めが蛇じや巳みに憑つかれた。だが花はな菜なはその時の綾女を見ていないから、実際に憑かれる状態というのがどんなものなのかは分からない。

　それでも、今目の前にいる高たか遠とおがおかしいことを、なんとなく察する。

　───だって獣に憑かれているのに、どうして正気を保っていられるの？

　先刻の蘇す芳おう丸まるは、兎執とやらに憑かれたのだろう。だから花菜を襲ってきたのだろうし、憑かれた印しるしとして、普段は淡あわい茶の色の眼が真っ赤に染まっていた。

　だが高遠の瞳はといえば以前のままで、何者かに憑かれているとはとても思えない。

「どういう意味と問われても、言葉のとおりだ。夜や叉しや丸まるは俺の中にいるとしか言いようがない」

「ですから！　どうしてその獣が貴方の中にいるの？　そして憑かれているはずなのに、なぜ貴方は蘇芳丸殿のように正しよう気きを失わないのかと訊きいているの！」

　もどかしく花菜がそう問い詰めると、高遠は軽く目を眇すがめ、一拍黙だまりこんだ。沈黙の時はさほど長くはなかったが、花菜は高遠が口を開くのを、今か今かと待ちかねる。

「俺がまだ母親の腹の中にいた時のことだ。夜叉丸が母親に憑いた。その時夜叉丸はひどい傷を負おって瀕ひん死しの有り様で、そのまま母の胎たい内ないで眠りに就いたのだ。そして俺が誕生する直前に、夜叉丸は俺の中に入り、生まれてきた」

「……兎執は貴方が生まれた時から共にいると、そういうこと？」

　高遠は軽くうなずいた。

「どうして負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣のことを知っているの」

「夜叉丸に聞いた」

「貴方の年を訊いてもいいかしら」

　二十一だ、と言う。

　では、兎執が死にかけた原因は、彪ひよう吾ごとの戦いだ。

　花菜がそう思った次の瞬間、カッと高遠の双そう眸ぼうが深しん紅くに染まった。

「……っ！」

　腕に抱えた蘇芳丸を放り出し、

【千ち生お音ねの子、その身をよこせぇっ！】

　咄とつ嗟さに背後に飛び退すさり、高遠───兎執が伸ばしてきた腕から逃のがれる。

　が、なおも花菜に伸びてきた左手を、高遠の右手が摑つかんで止めた。

「夜叉丸、やめろ」

「な……、な、に……」

　花菜は目の前の人物の様子にあっけに取られ、目を白黒させた。

　というのも、高遠の左目が赤、右目が蘇す芳おう色となっていたのだ。

【放しやっ、高遠！】

「やめろと言っただろう」

【貴様、千生音の子を守るのか……っ、ええい忌いま々いましい！　高遠、貴様とて知っているじゃろう。わしの積年の恨うらみを！　千生音を、その血に連つらなる白髪の子を、引き裂いて喰くらって我が身を取り戻そうとしていることを……！】

「おまえは少し黙っていろ」

【お、お……待ちや、待……っ】

　高遠は一度目を閉じ、開いた。その時にはもう赤の色は欠片かけらもなく、花菜はそれが、混じりけなしの高遠であると知った。

「あ、なたたちって……」

　そう呟くなり、花菜は絶ぜつ句くしてしまう。

　どう見ても身体の持ち主である高遠の方が、力が強い。

　元神であるはずの、兎執よりも。

　それは唯ただ人びとに可能なのだろうか。

　生まれた時から一緒にいたから？　それとも、高遠が特別、なのだろうか。

「兎執は……、あなたと同化しているの？」

　次の問いには、高遠は首を傾かしげた。

「それは分からぬ。もともと夜叉丸は人によく憑く獣だったという。先せん刻こくそなたも見たように、夜叉丸は俺の中から出られるし、ほかの者に憑くこともある。───もっとも蘇芳丸は特別、と言っていいかもしれぬが」

　それはどういうこと、と首を傾げると、高遠はあっさりと答えを告げる。

「蘇芳丸には覡かんなぎ……というより、憑より坐まし、と言った方がいいか。その才がある」

「憑坐……」

「夜叉丸が言うには、人に憑く時、普通はなんらかの抵抗があるのだそうだ。だが蘇芳丸の場合はそれが少しもなく、簡単に入りこめるらしい」

「……そんな」

　憑かれやすい質たちを持つということが、蘇芳丸にとっていいはずがない。今だとて、乗り移られた衝撃で、意識を失ってしまっているではないか……。

「そなたが神降ろしをするのと似ているか。蘇芳丸は自ら望んで憑かれているわけではないがな」

　高遠は蘇芳丸の身体を抱え直した。

　花菜は以前、王おう虎こが言っていたことを思い出した。

『ほかのモンのにおいがする』

　と。

　何者かに憑かれた経験が蘇芳丸にあるために、王虎はあんなことを言ったのだろう。

「……貴方は、何者なの」

　言霊の輪に繫がれた獣を身の内に引き入れても自じ我がを保たもち、あまつさえ従えることができる人物なんて、あまりにも怪あやしすぎる。だがそれまで軽い口調で事情を話していた高遠が、その質問にだけは口を噤つぐんだ。うっすらと唇の端を上げて笑う。

　───話すつもりはないのだ。

　得え体たいの知れない人物。

　花菜は、だが高遠が悪い人間には思えなかった。確かに何を考えているのか分かりづらい。それでも花菜が兎執に襲われた時には助けてくれたし、今も獣を押さえこんでいる。

　ただ今すぐに心から信頼できるかと問われれば、それも難しい。

　信用するには、まだ花菜はあまりにも高遠のことを知らなかった。

　───もしかしたら、兄さまが高遠殿に近づくなと言ったのは、これが理由だった？

　花菜はふと思ったが、負の言霊の輪に繫がれた獣が絡んでいると知ったら、匡きよう一いち郎ろうはすぐにそう指摘したに違いない。

　ならば匡一郎、彪吾、王虎もまた、高遠の内に潜ひそむ兎執の存在に気づいていないのだろう。

　花菜はそこまで考えて、このことを父と兄に話さなければと思った。だがそうしたら、蘇芳丸との舞の稽古はできなくなるだろう。そして高遠の笛の音も、聴けなくなってしまう。

　命を狙われる危険があるのに、舞や笛の音に固こ執しつするなんてどうかしている。

　花菜は軽く頭を振った。

　───やはりきちんと言わなければ。

　そう決意した矢先、意識を失っていた蘇芳丸が、小さな呻き声をあげながら身み動じろぎをした。

「……蘇芳丸、殿？」

　そっと蘇芳丸の瞳を覗けば、いつもと同じ、薄い茶の色の瞳がぱっと開いた。

　蘇芳丸自身だと安あん堵どして、花菜は微笑ほほえんだ。

「あ、……れ、わたし……、わ、ぁっ、高遠さま、すみません！」

　蘇芳丸は、己おのれが高遠に抱えられていることに気づくや否いなや、大慌てで立ち上がった。

「あの、高遠さま、巫み女こ姫さま。わたし、……何か、しましたか？」

　恐おそる恐る、というよりどこか怯おびえながら、蘇芳丸が問う。

　憑かれたことを覚えていないのだ、と一瞬で察した。

　怯えは、もしかしたら過去にも意識を失い、その間に自分が何かやらかしたことがあるからなのかもしれない。

　なんと言えばいいのか、花菜は迷う。

　正直に告げるべきか、───けれど。

「いいえ、何も」

　もし蘇芳丸が、獣に憑かれたうえに花菜を殺そうとした、なんてことを知ったら、ひどく傷つくに違いない。

　高遠は、蘇芳丸には憑坐の才があると言った。それは才というよりむしろ蘇芳丸自身にとって害にしかならず、どうすることもできないはずだ。

　神降ろしをする時、意識はあるものの、花菜の身体の自由は完全に奪われる。自らの身体からだなのに、指一本動かすことができない。あの状態を身をもって知っている花菜だからこそ、蘇芳丸を責める気には到底なれなかった。しかも意識のない状態での行動なのだ。叱しつ責せきしてもどうしようもない。

　そう考えた花菜は、高遠が何か言う前に、穏おだやかにそう告げて首を振った。

　あからさまに安堵する蘇芳丸に、花菜は微笑んだ。

　これで、よろしいですね。

　花菜が目線のみで高遠に問えば、わずかに驚きを滲にじませた瞳が、次第に細められてゆく。

　うなずくことはなかったが、高遠は何も言わずに中断していた笛を再び吹きはじめた。

「巫女姫さま、稽古の続きをお願いいたします！　この島にいられるのもあと七日。巫女姫さまに稽古をつけていただく時間を大事にしたいのです」

　満面の笑みを浮かべる蘇芳丸を前に、花菜は内心、あっと声をあげ、どうしようと困惑する。

　父と兄につい先だってのことを告げれば、稽古はできなくなる。稽古ができなくなったら、蘇芳丸はとても悲しむだろう。どうして稽古ができなくなるのかと、花菜は問われるかもしれない。

　そんな流れを一瞬で頭に思い浮かべた花菜は、小さく口くち籠ごもった。

「巫女姫さま？」

　小首を傾げてあどけなく覗のぞきこんでくる、蘇芳丸のきらきらした眼まな差ざしに、花菜は勝てなかった。

「そ、……そう、ね」

　どうしよう。

　迷いながら、やはりどうしても蘇芳丸を邪じや険けんにできない己に小さく肩を落とすと、ふ、と息だけで笑う高遠が目に入る。

「……」

　やわらかく目を細める高遠は、きっと花菜の心情の一いつ切さい合がつ切さいを察しているのだろう。

　高遠は一旦笛から口を離し、

「白き龍の女め神がみの御み子こは、意外と情に篤あついのだな。噂うわさとは大違いだ。つくづく興味深い」

　と、そんなことを言った。

「……噂、とは？」

「『白き龍の女神の御子は、神から得たその力と美び貌ぼう、優すぐれた舞ゆえに、大層我わが儘ままで高こう慢まんで扱いづらい』───そんな噂だ」

「……！」

　あまりの悪評に花菜が絶句していると、

「安心しろ。そなたの手に余るようならば、俺が助けよう。そなたはただ舞を舞っていればいい」

「？　高遠さま、どういう意味ですか？」

　蘇芳丸が首を傾げて問うが、高遠は何も言わなかった。

「す、蘇芳丸殿、では、稽古の続きをしましょう」

「はい！」

　蘇芳丸は元気よくうなずき、薄い茶の目で花菜を見上げてきた。

　それ以降、再び兎執は蘇芳丸に憑くことなく、つつがなく舞の稽古は終わった。

「明日もよろしくお願いいたします、巫女姫さま」

　───自分がしっかりしていれば、兎執を退しりぞけられるはず。大丈夫。

　父や兄は、花菜が無事ならばそれでいいと考えているわけではない。花菜が危機に陥おちいる、どんな小さな芽だとて蔑ないがしろにしたくないのだ。

　彪吾と匡一郎が知ったら、大丈夫だと思うのは花菜の過信であり慢心であると叱しつ責せきしただろう。だが花菜は覚悟を決めて、はい、とうなずいた。

「蘇芳丸殿の舞も見せてくださいね」

「は、はい。明日は何がよろしいでしょう？　昨日は迦か陵りよう頻びん、今朝は胡こ蝶ちようを舞いましたから……、陵りよう王おうにいたしましょうか」

　にこにこと笑う蘇芳丸に、花菜はうなずいた。

「陵王は面をつけることをご存じですか？」

「ええ。確か……龍の面だと聞いたことがあるわ」

「そうなんです。昔大陸に蘭らん陵りよう王おうという、大層美しい王さまがいらしたそうなんです。そのあまりの美しさに、戦いくさをしていても味方が王さまに見み惚とれてしまって、ちっとも士し気きが上がらなかったそうなんですよ」

「まあ」

「それで王さまは、自らのお顔を勇ゆう猛もうな龍頭の面で隠し、戦場を駆け回ったのだそうです」

　だから陵王の舞は、戦を模したものなのですよ、と蘇芳丸はにっこりと笑った。

　蘇芳丸は舞そのものだけでなく、背景にも詳しい。常に勉学に励はげんでいるのだろうと感心していると、

「きっと陵王は高遠さまのようにお美しかったのでしょうねえ」

　と、そんなことを言ったので、花菜は思わずふふ、と口元を綻ほころばせた。

　蘇芳丸は、主あるじであり自らを救ってくれた高遠を、本当に大切に思っているのだろう。

　その想いはとても愛らしく、自然とやわらかな笑みが浮かんだ。

　その後高遠はそのまま小滝で笛の習練を重ね、花菜と蘇芳丸は再び華はな玉だま作りをすべく、館やかたへと戻った。

　だが彪吾と顔を合わせても、兎執のことについて、花菜は言いだせなかった。










　その日の夜、匡きよう一いち郎ろうは夕ゆう餉げの席へやってこなかった。

　昼間に突き飛ばしてしまった一件と、兎う執しつのことを隠している後ろめたさから顔を合わせづらかったが、その姿を見られないとなると、身勝手にも寂さびしく思ってしまう。

　王おう虎この、「気分が悪いらしいから放っておけばいいんじゃね？」という言葉を聞いては、一層不安が押し寄せてくる。彪ひよう吾ごもまた、心配そうに眉まゆ根ねを寄せている。

「やはり体調が優すぐれないようだね」

「あの……あとでわたし、室へやに行って参ります」

「うん。頼んだよ」

　普通の食事では食べづらいだろうと、花はな菜なは白はく米まいをおむすびにして匡一郎の室へと向かった。

　夜も更ふけ、もう酉とりの刻こくをとっくに過ぎているというのに、秉ひよう燭そくの灯あかりもつけておらず、匡一郎の部屋は真っ暗だった。

「兄さま、食事を持って参りました。入ります」

　控えめにそう言って室に入る。大体の見当をつけて足を進ませると、まずは明かりを点ともした。

　明るい橙だいだい色の炎が、ぽぅ、と室内を照らす。

「……兄さま」

　寝ね床どこである畳たたみを敷いた場所に、匡一郎は片かた膝ひざを立て座っていた。その立てた膝に顔を埋うずめ、俯うつむいている。

「兄さま」

　少し語気を強めて匡一郎へと近づき、そっと肩に触れる。

「───花菜」

　低く掠かすれた声が聞こえた、次の瞬間、花菜は匡一郎の腕に搔き抱かれていた。

「……っ」

　あっ、と声をあげ、反射で身み動じろぎかけたが、花菜はすぐにおとなしくした。

　匡一郎の身体が、衣越しでも分かるほど熱く感じられたからだ。

「兄さま。熱が……」

　耳に触れる吐と息いきも、髪を梳すき、時折首筋に触れる指もまた熱い。

「よ、横になってください、兄さま」

　匡一郎を寝かせようとし……だが抱かれた腕がそのままだったから、花菜は匡一郎ごと畳の上に転がってしまった。

　匡一郎の上に乗る形になって、花菜は慌てて身体の距離を取ろうとする。けれど匡一郎は離そうとしない。

　ここで暴れてしまっては、匡一郎の身体に障さわってしまうかもしれない。

　そう思った花菜は、そのままの状態でおとなしくなった。

「兄さま……。お身体からだの調子が悪いのでしたら、薬くす師しを呼んで参りますから」

「おまえが傍そばにいればいい」

　体温をそのまま忍ばせた温かな息と、情熱を秘ひめた声が耳をくすぐる。

「……兄さま」

「昼間、俺が言ったこと、そしておまえが返した言葉を覚えているか」

「……どの言葉でしょう」

「『おまえは俺のものだ』」

　花菜はそっと息を詰め、小さくうなずいた。

「傍にいろ」

「……おります。ですから、今日のところはお休みください」

　花菜は己おのれの重みを匡一郎にかけないようにと、上から退しりぞく。そのまま起き上がらず、隣に添うように横になった。

　匡一郎が仰あお向むけから横向きに体勢を変えると、近く目と目が合った。

　仄ほのかな光源しかないが、匡一郎の表情はちゃんと見ることができる。炎ほのおを映して、ゆらりと揺ゆれる双そう眸ぼうは、熱があるからか少しだけ潤うるんで見える。

　花菜は手を伸ばし、匡一郎の髪や頰ほおを撫なでた。

「……昼間、突き飛ばしてしまってごめんなさい。痛くなかったですか？」

　あの時すでに、匡一郎は体調が悪かったはずだ。そんな匡一郎を乱暴に突き飛ばした己の行いに、花菜は小さく首を竦すくめる。

　匡一郎はふと微笑ほほえみ、気にするなと囁ささやいた。

　花見をして以来、久しぶりに見る匡一郎の微び笑しようだった。

　好き、という想いがじわりと花菜の胸に湧わき上がってくる。

「兄さま……。兄さま」

　白びやく檀だんの香りに頰ずりする。背中に、匡一郎の腕が回った。

「───待っていてくださいますか？」

「……花菜？」

「もう少しだけ、待ってください。兄さまの妻になりたいという気持ちは、決して噓うそではありません。ずっと、兄さ……、匡一郎さまの傍にいたいと思っています」

「花菜」

　匡一郎の、花菜を呼ぶ声が微かすかに掠かすれた。温かな吐息が花菜の額ひたいに触れ、そして唇くちびるもまた触れた。

　あえかな唇の感触に、額がじんと痺しびれた。

「待っていよう。おまえが、己のすべてを俺に預けようと思ってくれるまで」

　ほっと息をついた花菜は、匡一郎にぴったりと身を寄せた。

　待っていてください。

　花菜はもう一度、密ひそやかに囁いた。










[image: ]







　翌朝、ぐっすりと寝入る匡きよう一いち郎ろうの隣で目を覚ました花はな菜なは、眠りの邪魔をしないようにそっと額ひたいに手をやる。

　熱は、もう下がったようだ。

　よかったと安あん堵どしてから、花菜は衣きぬ擦ずれの音にも気をつけて起き上がった。

　昨日持ってきたまま手付かずだったおむすびを手に、室へやから出かける。

「それは俺のものではないのか？」

　背中にかけられた言葉に、花菜は勢いよく振り返った。

「びっくりしました。起きていらっしゃったのですか？」

「今目が覚めた」

　匡一郎が伸びをしながら起き上がるのを、花菜は慌あわてて押さえる。

「今日もう一日休んでいてください、……あっ」

　皿に載ったおむすびをひょいと手に取り、匡一郎は口に入れた。

「もうずいぶん時がたってしまっていますから、美お味いしくないでしょう？」

　作り直してこようと思いましたのに、と花菜が言うが、匡一郎は首を振った。

「おまえが作ったものはすべて口に入れるというのが、俺の主義だ」

　そう言って、残りのふたつも平らげてしまった。

　花菜はあっという間に食べ終える匡一郎を呆あきれたように見ていたが、すぐにくすくすと笑いだした。

「兄さま、お腹なかが空すいているのでしょう？　待っていてください、温かなご飯をお持ちしますから」

「花菜」

　ちょい、と手招きをされる。素直に近づいた花菜の唇くちびるを、匡一郎は無む造ぞう作さに奪った。

「……っ」

「『匡一郎』」

　昨夜、そう呼んでくれただろう？　とにこやかに笑われて、花菜は頰ほおを赤く染めた。普段ならば突っ撥ぱねるだろうと自分でも思うが、今け朝さだけは特別と、

「匡一郎さま、おとなしく寝ていてください。……では！」

　花菜は一度だけ匡一郎の望みどおりに名を呼ぶと、室から飛び出した。

　最近なかった、甘やかな互いの距離が照れ臭い。

　だが心が浮き立つのは、自分でも抑えられない。

　花菜は身軽な歩調で、厨くりやへと向かった。










　朝の舞の稽けい古こをしている間も、花はな菜なの気分はとても軽かろやかで、蘇す芳おう丸まるに、何かいいことがあったのですか、と訊きかれてしまうほどだった。

「そ、そういうわけではないのだけれど」

　慌あわてて首を振る花菜を、蘇芳丸はきょとんと見上げた。

「巫み女こ姫さま、本日も華はな玉だま作りのお手伝いをいたします」

　礼を言い、では行きましょう、と歩きだすふたりの背後から、花菜を呼び止める声がかけられた。

　すっかり舞の稽古時に、蘇芳丸に同行するようになった高たか遠とおの声だ。

「何か？」

「少し話がしたい。蘇芳丸、先に行っていなさい」

「あ、……はい」

　蘇芳丸は首を傾かしげながらも、素直にその場から離れていった。

「お話とは？」

「蘇芳丸から聞いたが、そなたとそなたの兄は恋こい仲なかであるのか？」

　なんの前置きもなく、高遠はずばりと訊いてくる。そのあまりにも率直な物言いに啞あ然ぜんとした花菜だったが、次し第だいに頰を赤く染めてゆく。

「……なにゆえそのようなことを訊かれます」

　花菜の問いに対し、高遠の返事はまたしても率直だった。

「知りたいからだ」

「う、……」

　言葉を詰まらせるが、高遠の真まっ直すぐな視線が、花菜に逃げを許さない。

　花菜は覚悟を決めて、うなずいた。

　すう、と高遠の目が眇すがめられる。

「それが、何か」

「そなたの兄───匡きよう一いち郎ろうと申す者、あれは龍なのであろう」

　ともすればうっかり聞き逃してしまうほど、静かな声。だが高遠の言葉を聞いた刹せつ那な、花菜の背筋は硬く強こわ張ばった。

　なぜ匡一郎が龍であることを知っているのか、また龍の存在を知っているのかと、花菜はひどく混乱する。

「……そ、れは」

「龍と知っているのに、恋仲であるのか」

　まるでそれが悪いことであるかのように───否いな、高遠の声には、好こう悪おの感情などなかった。だが花菜には、己おのれの想いを糾きゆう弾だんされているように、聞こえてしまった。

「あなたにわたしの想いをどうこう言われたくありません」

「神しん龍りゆうと人との恋は、成じよう就じゆすることはない」

　冷静な声が耳に入るなり、花菜はひゅっと息をのんだ。鼓動が厭いやな感じに高く速く鳴る。

　声同様とても静かな眼まな差ざしで、高遠は花菜を見み据すえてくる。

「人と神の命めい数すうの差がどれほどあると思う。そなたの方が確実に先に命を終えるであろう。神を置いて、逝いってしまうのだ。───それでも神の手を取るのか」

　高遠の声に、何か少しでも企たくらみめいた悪意が滲にじんでいたら、花菜とて反論ができたかもしれない。だがその声の中に、そんなものは欠片かけらもなかった。だからこそ花菜は、深く、深く、傷つく。

　───神と人の命数は違う。

　共に在ありたい、傍そばにいたい。

　ずっとずっとそう思い、願ってきた。

　恋心を温めてきた。

　だが花菜は己が迂う闊かつであったことを、自覚せずにはいられなかった。

　千ち生お音ねとその恋の相手、冠かむ威いのことを父から聞いていたのに、花菜はそれを、匡一郎と己とに当て嵌はめてみたことなど一度もなかった。

　───わたしたちは、千生音と冠威、あのふたりと同じなのに……。

　種が、違うのに。

　それでも共にいられる？

　花菜は、己の想いを疑ったことは一度もない。匡一郎の想いもまた。

　けれど、心だけではどうしようもないことがあるのだと、花菜は千生音と冠威の悲ひ恋れんから、それを学んでいたのではないか。

　種族が違ったからこそ、今に至いたるまで、白き神の御み子こと負ふの言こと霊だまに繫つながれた獣との長い戦いが為なされてきた。

　もし同じ場所に属する者たちならば、争いは起こらなかったはず。───悲劇は、生まれなかったはず。

「わたし、わたしたち、は……」

　吐息のように密ひそやかな声で、そう言ったきり、花菜は言葉を詰まらせた。

「いずれそなたは黒き龍を置いて逝く。───そのことをよくよく考えてみろ」

　高遠の言葉が鋭い針はりのように、花菜のやわらかな心に深く突き刺さった。










「櫟あららぎ、花はな菜なの傍そばにいろと言っていただろう」

　猫ねこの姿のまま、王おう虎こは室へやにいる彪ひよう吾ごの元へ戻った。

【……人ひと形がたを取ってもいいか、彪吾】

「どうかしたのか」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、彪吾は首を傾かしげる。王虎の声が、普段より少し低く聞こえたからだ。

　王虎は重ねて、いいか、と訊きいてくる。彪吾は小さくため息をつくと、構かまわないとうなずいた。王虎は小さな猫から、瞬またたく間に大男へと変へん化げする。

　室内にある小こ袖そでを引っかけた王虎は、いつものようにでたらめに帯を締めた。

「少しは着物の着方を覚えなさい」

　呆あきれてため息をつきながら、だらしない格かつ好こうを見逃せない彪吾は、結局いつものように王虎の帯を締めてやる。

　きちんと着付けてやった途端、王虎はぐいと彪吾の腕を摑つかんで引き寄せた。

「櫟？」

　その場に彪吾を座らせると、王虎は膝の上に己の頭を乗せた。そして麻の浄じよう衣えに包まれた腰に、ぎゅっと抱きついた。

「何を子供のようなことを。膝ひざに乗りたければ猫の姿にしておきなさい。重いだろう」

　つっけんどんに言いながらも、彪吾は王虎の様子が常つねと違うことを感じ取り、邪じや険けんに頭を退どけようとはしなかった。

「……彪吾」

「なんだね」

「彪吾」

「だからなんだと訊きいている」

「……死は、あとどれくらい先にある」

「───」

　彪吾はつ、と黙だまりこんだ。

「なんで人ってやつはこんな短い時しか生きられねえんだ？　短すぎるだろう？　なあ、俺の命を半分やるから、だからもっとずっとずっと生きててくれよ」

　気弱な王虎の声など滅めつ多たに聞けるものではない。彪吾は軽く口を噤つぐみ、だがすぐに勢いよく王虎の頭を叩たたいた。

「……てっ」

「明日にでも命が終わるような言い方をするのではない。おまえの命数などくれると言われても要いらぬ」

「どっ、どうしてだよ！　彪吾だって長生きしたいだろう!?」

「過ぎた寿命など重荷にしかならぬ。人には人の生きる尺しやくというものがある。それを過ぎれば、己おのれ自身の心に歪ゆがみが生じる。人ではなくなるのだ」

「だ、だけどよ～っ」

「おまえたち神がいい例ではないか。なまじ命が長すぎるから退たい屈くつを持て余し、人を狩かり、他者を貶おとしめようとする」

　容よう赦しやない彪吾の神への糾きゆう弾だんに、王虎は、うう、と低く唸うなった。

　彪吾は、子供のように拗すねる王虎を見下ろし、軽く笑みを浮かべた。

「櫟、おまえがおまえの天寿を全うするように、わたしもわたしの命を精いっぱい生きるのだ。命数をいじろうなど、摂せつ理りに反する」

「……でも俺は、彪吾がいないのは厭いやだ」

　龍りゆう笛てきを吹く男と千ち生お音ねの娘との会話を盗み聞きしていた王虎は、匡きよう一いち郎ろうと花菜の関係を、そのまま己と彪吾に当て嵌はめ、愕がく然ぜんとした。

　己が初めて認めた彪吾を亡なくす瞬間を想像した時、身み震ぶるいを止めることができなかった。

　死は、自分たち神にとっては遙はるかに先のこと。だが人にとってはあまりにも身近すぎる。

　それを、あの龍笛を吹く男の言葉を聞いて、王虎は初めて考えたのだ。

　遠からず、彪吾は……人は命を終わらせるのだ、と。

　彪吾がいなくなったあとの、己の生はどれほどに味あじ気けないものだろう。

　想像するだけで身体の内側に、鋭するどい亀き裂れつが入ったような痛みを覚える。

　彪吾は、だが王虎の心からの呟つぶやきを聞いてもまったく動じず、それどころかくすくすと笑いだした。

「ずいぶんと繊せん細さいな心を持つようになったものだ。やはり人と暮らしていると、人の持つ想いを敏びん感かんに感じ、受け入れるようになるのだろうかね」

「……笑うなよ」

「心配せずともまだ死にはせぬ。おまえがそんなことを言いだすとは大した進歩だが、命に関して軽々しいことは口にせぬように」

　きっぱりとそう告げる彪吾に、不満を抱きながらも王虎は渋しぶ々しぶうなずいた。
















「ところでどうしておまえがそんなことを考えたのか、そちらの方に興味があるのだが？　何かあったのか」

「あの龍笛を吹いてる奴が千生音の娘にそう言ってたんだよ。神と人じゃあ命の長さが全然違うってな」

　彪吾は王虎の報告を聞いた途端、表情をあらためた。

「高たか遠とお殿と言ったか。……つまりあの者は匡一郎が龍りゆう神じんであると知っているのだな？」

「知ってるようだったぜ。ああ？　そういやなんで知ってるんだ？」

　彪吾は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「やはり京処みやこからの使者は油断ならぬな」

　そう言ってため息をつくと、王虎の頭が膝に載っているのも構わず立ち上がった。

「ってえっ、彪吾！」

「いい加減重い。今度膝に乗りたければ猫の姿にしなさい」

　そっけない言葉のあとで、彪吾は王虎を置いて室から出ていってしまった。

　残された王虎は、床板に打ちつけた頭を擦こすりながら、ぽつりと呟いた。

「まあ、確かにまだまだ長生きしそうだ」

　喜ばしいことに、と王虎はわずかながら笑みを浮かべた。










　王おう虎こほどには簡単に納得できない花はな菜なは、高たか遠とおの言葉を聞いて以来、匡きよう一いち郎ろうと顔を合わせること自体に、苦痛を感じるようになった。

　匡一郎と自分は、これからどうなってゆくのだろう。

　人と神との命数の差は如何いかんともしがたい。どうしたって花菜の方が先に命を終えるのだ。

　死ぬことが怖い、というより、匡一郎を残して逝いく……そのことが一番厭いやだった。

　この悩みを、それこそ匡一郎に言うわけにはいかない。

　想い合うことだけでは埋められない、互いの種としての溝みぞを、花菜にはどうすることもできない。

　自然と考えこむ時が増えてゆく。王虎や蘇す芳おう丸まるの手を借りてようやく仕上がった華はな玉だまを飾りつける時にも、舞の習練をしている時にも、常つねに心の真ん中には、高遠の言葉がこびりついて離れなかった。

　───けれどこれは、いずれ考えなければならない問題だったのだろう。

　ただ、手に入れた幸福に目が眩くらんでいただけで。

　そして花菜を悩ますのは、このことだけではなかった。

　蘇芳丸───ではない、夜や叉しや丸まること兎う執しつのことだ。

　人に憑つく獣けもの、と高遠は言っていた。そして蘇芳丸は憑より坐ましだと。

　その言葉どおり、夜叉丸は好機だと思えばそれを逃さず、高遠の内から飛び出し、あっという間に蘇芳丸に憑く。そして間かん髪はつを入れずに、花菜を襲おそうのだ。

　蘇芳丸の時には無邪気に懐なつかれ、だが兎執が憑いた途端、命を狙われる。ころころと変わられて、花菜は些いささかくたびれていた。

　匡一郎が真相を知ったら、自じ業ごう自じ得とくだと叱しかられてしまうに違いない。

【千ち生お音ねの娘ェェェェ───ッ！】

「……っ！」

　蘇芳丸の手に自らの手を添えて、舞の稽けい古こをしている最中のことだ。

　いきなり振り返ったかと思うと、蘇芳丸───兎執が、刀を抜きざま、花菜を襲ってきた。

「はっ！」

　背後に跳び、刀を避よける。そして自らの腰こし刀がたなを抜き、突進してくる兎執の剣を刃で受け止めた。

　キィンッ！　鋭い音が鎮ちん守じゆの杜もりに響き渡る。

【おのれ小こ癪しやくな！】

　花菜は兎執から距離を取ると、素早く左手に刀を持ち、右手で空に文字を書いた。

「白き元神、兎執を縛しばれ。───【縛ばく】！」

【うぉっ！】

　篆てん書しよの術を纏まとわりつかせた刀を振る。兎執は身軽な動作で術を避け、再び花菜に飛びかかってきた。

　速い───！

　だが敏びん捷しようさでは花菜も負けていない。

　兎執の攻撃を紙一ひと重えで躱かわすと、再び小しよう篆てん文字を素早く書く。

「再び兎執に向かえ。───【縛】！」

　今度はよく狙い澄すまし、過あやまたず兎執を捕らえた。

【くっそおっ！】

　縛に囚とらわれ、首から下は身動きひとつできないでいる兎執は、ぎりぎりと歯は軋ぎしりをしながら花菜を睨にらみつけた。

「おまえは弱いな、夜叉丸。それとも御み子こが強いのか？」

　手に余る場合は俺が助けると以前言った高遠は、普段花菜と兎執の戦いに、滅多に首を突っこんでこない。いよいよ花菜が危あやうい、という時にしか助けに入らないようだ。

　花菜にも兎執にも入れこまず、高遠は平等に接する。普段から何を考えているのか分かりづらい人物だが、公平である面に関しては、花菜も信頼するようになっていた。

【高遠、わしと貴様は生まれる前から共におるのじゃぞ。少しは加勢せい！】

　顔を真っ赤にしてぎゃんぎゃん叫ぶ兎執を、花菜はちらりと見下ろした。

　自分が強い、というわけではないと思う。つまり負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものにしては、兎執がものすごく弱いのだ。

「鼠そ魂こんと同じくらいの力かしら？」

　花菜が首を傾かしげつつそんなことを言うと、兎執はわなわなと唇くちびるを震ふるわせた。

【わっ、わしが、鼠魂如ごときと同等じゃと！　貴様ぁ、許さんっ】

　許さんと言いつつも縛で縛られているから身動きひとつできない。だがそれでもどうにか動こうと身を揺すると、兎執は顔面から地面に突つっ伏ぷしてしまった。

【ふぎゃっ】

「……」

【たかとおっ、お、起こせぇっ】

　情なさけない声で高遠に助けを請こう兎執に、花菜は軽くため息をついた。

「兎執って、本当に負の言霊の輪に繫がれた獣なの……？」

　前回島にやってきた獣たちは、問答無用で花菜に襲おそいかかってきた。何も知らなかったからという事情もあったし、ひとりきりにされたこともあったから、一層恐おそろしかったのだと思う。けれど、たとえば鼠魂は何百、何千という数でやってきて、恐ろしく不ぶ気き味みだったし、妖よう馬ばは強ごう力りきのうえに篆てん書しよの術まで使い、彪ひよう吾ごや花菜を追い詰めた。

　蛇じや巳みは綾あや女めに憑き、また島人を扇せん動どうして奸かん計けいを巡らせたし、最初にやってきた鳥の形をした獣は、いきなり空から攻撃してきた。

　あれらの獣に比べると、花菜が言うのもなんだが、兎執はどうにも力不足のような気がしてならない。もちろん己を狙う敵であることに違いはないのだから、弱いに越したことはないのだが、あまりにも弱いと、どうにも調子が狂ってしまう。なんというか、弱い者苛いじめをしているような気持ちになってくるのだ。

　高遠に助けろと叫ぶ声は、あくまでも命令口調だ。なのにどう見ても兎執の方が立場が弱かった。

　高遠がうつ伏せの兎執を起こし、座らせると、泥どろで汚れた顔をキッと花菜に向けてきた。

【おのれ千生音の子め。今なんと申した!?　うお、わしに触れるなッ！】

「だって蘇芳丸殿の顔が汚れてしまっているわ。この身は貴方あなたの身体からだではないのよ。大事に扱わなければ」

【ッ！　……ッ！】

　花菜が汚れた兎執の顔を丁てい寧ねいに拭ぬぐってやると、悔くやしげに睨みつけてくる。

「……本当に兎執は負の言霊の輪に繫がれた獣とは思えないわ」

【本当にとは、どういう意味じゃ!?　真まことに決まっているじゃろうっ】

　威い勢せいよく叫ぶ兎執を、悪いが花菜はちっとも恐ろしく感じない。要するに負ける気がしないのだ。というよりも……。

「なんて言ったらいいのか分からないけれど……、そう、なんとなく、王虎みたいな、そんな感じというか」

　王虎は時折おかしなことを言ったりやったりするけれど、花菜の中で、彼はもう神という括くくりに入っていない。ちょっと変わった『人』、のように、花菜は最近感じるようになっていた。そんな印象を、兎執からも受けるのだ。

　もしかしたらそれは、人と長く接しているからなのかもしれないと、花菜は想像していた。

　王虎は彪吾ともう長く共にいるし、兎執だって高遠が生まれる前から一緒なのだ。それぞれ二十年以上の付き合いをしているのだから。

【王虎……】

　兎執はその名を聞くなり、さっと頰を引き攣つらせた。

「王虎を知っている？　今父上の傍そばにいるのよ」

【も、もちろん知っておるぞ。先年の戦いでわしらを裏切り、千生音の子についた獣だ。わしを、形が取れぬほど痛めつけたのもあやつじゃ】

　内容はふてぶてしいながらも、兎執の声は明らかに震ふるえていた。

「もしかして、王虎が怖い？」

　これは相当ひどく叩きのめされたのだろう。だが花菜の言葉に、兎執は憤ふん怒ぬの炎ほのおを両の目に宿した。

【わしに怖いものなどひとつもないわ。莫ば迦かにするでない！　王虎などわしが本気になりさえすれば片手で捻ひねってやるわ】

【おう、呼んだかあ？】

　不意に花菜らの背後から、猫姿の王虎がやってきた。

【ふぎゃっ】

　王虎を目に映すなり、兎執は奇妙な叫び声をあげて顔がん面めん蒼そう白はくになる。

「王虎」

【へえ久しぶりじゃねえか、兎執。てめえこの島に来てたのかよ】

【よっ、寄るでない、来るな、来るなぁ！】

【なんだよお、俺なんか片手で捻ってやるんだろう？　やってみろよ】

　王虎は嬉き々きとして縛ばくにかけられた兎執に近寄った。そして動けない兎執に身体を擦こすりつけ、にい、と牙きばを見せて笑ってみせる。

　兎執は声もなく顔を引き攣らせた。

　……苛いじめっ子だ。

【た、たかとお……、高遠……！】

　助けを求める兎執の情けない声に、高遠は軽くため息をついた。

　兎執の額ひたいに手をやり、

「来い」

　ひと言、そう告げる。

　すると蘇芳丸の身から、すう、と黒い揺らぎが立ち上った。

　その黒い揺ゆらぎの中に見えるのは、やはり子供の形をした姿だ。

　恐らくあれが、兎執の本来の形なのだろう。

　身の丈たけも顔立ちもまだ子供で、その形は、最初に見た時より日に日に色濃こく花菜の瞳に映る。一瞬だけくっきりと兎執の姿が浮かんだかと思うと、王虎を怖こわがってかあっという間に高遠の中へと入りこんでいってしまった。

【てめえは……】

　王虎はじろりと高遠を睨にらみ上げたが、なんの変化もないことを見て取ると、すぐに興味を失ったのか花菜へと目を向けてきた。

【で、千生音の娘。兎執が島に来てるってえことを、なんだって彪吾に言わない。兎執は獣ン中じゃあ脆ぜい弱じやくだが、曲がりなりにも負の言霊の輪に繫がれてるんだぜ？　もし不意を衝かれて彪吾が攻撃されたらどうするんだ】

　王虎がじろりと睨み上げてくる。

　あくまでも彪吾第一の主張だが、そう言われて今度は花菜が言葉を失う。

「それ、は……」

　弁べん明めいもできず、しおしおと俯うつむくと、王虎はこれ見よがしにため息をついた。

【どうせこの童わつぱに舞を教えないととか、こいつの笛ふえの音が聴けなくなるとか、そんなくだらねえことを考えてたんだろう。てめえが獣に狩かられるのは勝手だが、彪吾を巻きこむな。てめえ、はっきり言って温ぬるいぜ】

　王虎は吐き捨てるように嫌けん悪おを露あらわにする。そして花菜は、まったく王虎に反論できなかった。

「……」

【おう、その笛の音、わざと吹いてるだろう。てめえいったい何モンだ】

　断言する王虎に、高遠は軽く唇に笑みを乗せた。そして手にしていた笛を構えると、

「───！」

　いきなり鋭い笛の音が、耳を劈つんざいた。

　それは一時聴力を奪うほど、刃で貫かれたような衝撃を感じさせる音だった。たまらず花菜は耳を塞ふさぎ、その場に蹲うずくまる。

【ぅ、……ぅう……！】

　王虎もまた、低く呻うめき声をあげる。耳の鋭い獣にとって、今の笛の音は人以上に脅きよう威いとなるのだろうか。王虎もまた花菜同様、地に身を伏せてしまった。

　と笛の音がぴたりと止まる。

「……た、高遠殿？」

「明日はいよいよ祭りだな」

「高遠、殿」

「明日またそなたに会えるのを楽しみにしている」

　高遠は未いまだ地に伏せている王虎を視線で撫なでるように見、そうして意識を失う蘇芳丸を軽々と抱かかえると、その場から立ち去っていった。

　信頼と不審。高遠が何者なのか分からない限り、花菜の気持ちは定さだまらない。

「……王虎？」

　ぐったりとなっている王虎に目をやるなり、花菜はあっと声をあげた。

　王虎の伏せられた両方の耳から、鮮せん血けつが溢あふれ出していたのだ。

　小さな身体にそっと触れ、揺さぶる。だが苦く悶もんに顔を歪ゆがめながら、王虎は目を開けようとはしなかった。

「王虎？　王虎……！」

　花菜は急いで猫姿の王虎を抱え、父のいる社しや殿でんへと走りだした。










　彪ひよう吾ごの室へやに運ばれた王おう虎こはそっと畳たたみの上に横たえられたが、その目は開かない。

　彪吾は耳から滴したたる血を拭ぬぐうと、それ以上刺激を与えないようにという配はい慮りよか、王虎から少しの距離を置いた。

「───先刻、物もの凄すさまじい笛の音が聞こえてきた。あれは高たか遠とお殿が吹いたものか」

「……はい」

　花はな菜なは身を縮ちぢめながらうなずいた。

「笛ふえの音ね。……龍りゆう笛てき」

　彪吾はそう呟つぶやくと、その場からすっくと立ち上がった。

「ち、父上？」

「調べ物をしてくる。少し時がかかるかもしれぬが、わたしが戻ってくるまでおまえは普段どおりにしていなさい。だが花菜、高遠殿にはもう近づかないように」

「は、……はい」

　うなずいた花菜に、彪吾は心配せずともよいと微笑ほほえんで、過去の書物が収められている室へと向かった。

　兎う執しつのことを言わねばならなかったのだ、と思い出したが遅かった。

　花菜は己おのれの考えの浅さにやるせなくため息をついた。

「……何が大丈夫、よ」

　高遠が何か隠していることは知っていたのに、公正であるとか、いざという時には助けようと言った言葉を信じたりとか、あまりにも自分は甘すぎる。

　花菜には想像もつかないことだが、王虎は明らかに高遠の笛の音により傷つけられた。

　あの、耳を劈つんざくような、凄まじい音……。

　花菜はあんな笛の音を聴いたことがなかった。まるで音そのものが力を放ったかのような、と思ったところで、花菜は声をあげた。

「篆てん書しよの術のようではないの」

　初めて高遠の笛を聴いた時、花菜は同じことを思った。その感覚は、あながち間違いではないのかもしれない。

　篆書の術とは、榊家に代々伝わる、文字で相手を攻撃できる対神用の術だ。

　だがもし高遠の笛の音が篆書の術のようなものだとして、彼自身が何者かなど、想像すらできない。

　それでも父の言うとおり、もうあの男には会わない方がいいのであろうことは、花菜も分かっていた。

　全身に歓かん喜きの震ふるえが走るようなあの音を間近で聴けないことを、ここに来てまだ花菜は惜おしいと……もっともっと聴きたいと思ってしまう。

　高遠の奏かなでる笛の音に完全に囚とらわれてしまっていることを自覚しながらも、なお。

　未いまだ意識を取り戻さない王虎を見つめながら、花菜は力なくため息をついた。










　図書が収められた室へやは、書物が傷まないよう、薄暗く湿しつ気けの少ない状態に保たもたれている。

　彪ひよう吾ごは秉ひよう燭そくの灯あかりを手に、室内に足を踏み入れた。

　木の板で造られた棚たなにぎっしりと書物が並べられている。

　数多あまたあるこの書物を、彪吾は花はな菜なの年頃にはほとんど読んでいた。

　自分が白き龍の女め神がみの末まつ裔えいであることも、獣けものたちが襲おそってくることを知ったのも、ここにある書物からだ。己にどんな運命が待ち受けているのか、彪吾はこの場所であらかた知ることができた。

　書物は年代順にきちんと揃そろえられている。

　彪吾は灯りを秉燭立てに置くと、一番年代の古い書物が収められている棚へと向かった。

　両手に抱えるほど取ると、隅すみにある文ふ机づくえに、丁てい寧ねいに置く。そのままそこで正座をして、彪吾は早さつ速そく和わ綴とじの書物を捲めくりはじめた。

　今までの白き髪の御み子こと言こと霊だまの輪に繫つながれた獣たちとの戦いについて、詳細に書かれた書物。

　文字ではなく、絵ですべてを表しているものもある。年代が古くなればなるほど、それは顕けん著ちよになってゆく。

　時を忘れて紙面を繰くってゆく。途中、花菜が引き戸越しに遠えん慮りよがちな声をかけてきた。

「父上、夕ゆう餉げの支し度たくができました」

「先に食べておいで。それからもう少しかかると思うから、先に休んでいるんだよ」

「……はい」

「櫟あららぎは目を覚ましたかい？」

「あ、はい……。ですがまだ起き上がれないようです」

　そう、と彪吾はため息をつく。

「無茶はしないようにと言いなさい。───それと花菜」

「はい？」

「匡きよう一いち郎ろうは無事だろうね」

　花菜は微かすかに口くち籠ごもった。

「……あの、障しよう子じ越しに声をかけたのですが、食欲がない、と」

「たとえばあの笛の音に力があるのだとしたら。櫟の意識を失わせるほどだ、少なからず匡一郎にも影響があるかもしれないね」

　花菜の息をのむ音が、引き戸を隔へだてても聞こえてきた。

　もし己の想像が当たっていたとしたら、王おう虎こ以上に、匡一郎は衝しよう撃げきを受けているかもしれない。

　龍笛、という笛の名に、彪吾は引っかかりを覚えていた。

　匡一郎が体調を崩すようになったのは、京処みやこの楽がく師したちがやってきてから───もっと厳げん密みつに言えば、高遠の笛を聴いてから、だ。

「あの……！　失礼いたします」

　花菜は慌あわてて走っていったようだ。

　匡一郎や王虎のことは気がかりだが、何より敵───もし本当に敵ならば、だが───の正体を特定できないことには、対策も立てられない。

　彪吾は再び書物に目を落とした。

「……もっと詳細な、千生音と冠威のことが書かれたものはないのか？」

　たとえばふたりはどんな言葉を交わしたのか、ふたりでいる時何をしていたのか、そんな日常と呼べる事こと柄がらを記した書物はないのだろうか。

　自らの記憶の底を掘り起こすように考えたが、そういった書物を読んだ覚えはなかった。

　あるかどうかは分からない。だが調べてみなければと彪吾は立ち上がり、棚をじい、と見据えた。

　すべての書物に目を通す時間などない。だが彪吾は一いつ拍ぱくの沈黙のあとひとつ息をついて、棚に並ぶ書物を一冊ずつ取り出し、覚えのある表紙は床に置いていくようにした。

　棚から書物を引き出しては床に置く、という作業を一刻ほど繰り返していた時のことだ。

「……ん？」

　空あいた棚の隙すき間まに、縦たて横よこ五寸すんばかりの、小さな書物が挟まっていることに気づいた。

「これは……」

　見たことがない。そのうえ表紙の様よう相そうから相当古いものだと察する。

　彪吾は床に積まれた書物を避けながら、再び文机の前に座った。

　特別に扱いに気をつけなければ、今にもバラバラと分解してしまいそうなほどだ。

　彪吾は息すらも潜ひそめて、ことさら丁寧に開いた。

　最初の紙面に、降こう臨りんする白き龍の女神の絵が描かれていた。

「これだ」

　見つけられたことへの安あん堵どと、これから先どんなふうに進んでいくのかという高こう揚ようが、彪吾の胸の内に湧わき上がってくる。

　陽光を背に佇たたずむ女神は、これが描かれた直後にはきっと目を細めずにはいられないほど眩まばゆかっただろう。紙面のあちこちに金色の筋が貼られている。

　次の紙面を捲る。

　女神がひとりの男と向き合っていた。

「───これが、冠威」

　千生音が愛した男。そして、こう言ってしまえば冠威は憤ふん慨がいするかもしれないが、今に至いたる獣たちとの戦いの火種となった人物。

　眩い女神から目を逸そらさず、手と手を握り合っている。

　ふたりで舞を舞ったり、身を寄せ合ったり、仲睦むつまじい様子が何枚か続いたあとの紙面には、神たちが天から下りてきて、人へ攻撃するさまが描かれていた。

　神は十二柱。匡一郎である闇やみ色の龍王が天空に座し、櫟あららぎである王虎は地を疾しつ走そうする。

　ほかにも大だい蛇じやや白はく馬ば、面を被かぶった犬や赤い鳥などが、紙の上にいた。

　次の紙面には、身体をバラバラにされた冠威の無残な姿があった。

　冠威の頭を抱きかかえ、涙する千生音。その腹が、白い光を放っている。

　この時千生音は冠威の子をその身に宿していた。

　次の紙面にこそ、彪吾が探していた謎なぞがあった。

　千生音を真ん中に、左右の手に繫がれた子。その数は───ふたり。

　右手に白髪の男児の手を、左手に黒髪の女児の手を、千生音はしっかりと握っていた。

「千生音の子は、ふたり」

　白髪の男児の右手には、龍りゆう珠じゆを抱いた剣が握にぎられている。そして反対側の女児が左手にしているのは……

「横おう笛てき」

　彪吾はぽつりと呟つぶやいた。










　匡きよう一いち郎ろうもまた、高たか遠とおの笛の音の影響を受けているかもしれない。

　彪ひよう吾ごの言葉に花はな菜なは胸がしんと冷たくなり、思わず小こ袖そでの合わせを握りしめた。

　もしそれが事実ならば、花菜は匡一郎が苦しんでいたその時に、吞のん気きに高遠の笛に聴き惚ほれていたのだ。そう考えると、自分の頰ほおを叩いてしまいたい衝しよう動どうに駆られる。

　───わたしはいったい何をしていたの。大切な兄さまを放って、高遠殿の笛にうつつを抜かして……。

　図書のある室から匡一郎の室へやまで一度も止まらず走った花菜だったが、いざ障しよう子じの前に立つと、躊躇ためらいに指先が震ふるえる。

『神と人との命めい数すうはあまりにも違う。そなたは神を置いて、いずれ先に逝いってしまうのだ』

　高遠の真実を突きつける声を思い出して、指だけでなく背筋もまた震えた。

　だが匡一郎の身を案じる気持ちの方が、今は勝まさった。

「兄さま。……入ってもよろしいですか？」

　もし匡一郎が傷ついているのなら、これ以上傷を増やさないよう、そっと。

　返事はなかった。

「兄さま」

　もう一度。身み動じろぎする衣きぬ擦ずれの音が微かすかに聞こえた。

「……入ります」

　思いきって花菜は障子を開け、中に入った。その途端、花菜は小さく悲鳴をあげる。

「兄さま───っ！」

　よろめくように、匡一郎に走り寄り、板の間に倒れる身体を起こそうとした───ところで、ぬるりと滑ぬめった何かに、足た袋びを穿はいた足を取られそうになる。

「……ぇ……？」

　暗い室内だったが、障子を開け放しているため、満月に近い形の月から光が射しこんでくる。

　黒い水溜まりに見えたそれが血だということに気づくなり、花菜はひゅっと息をのんだ。さぁっと血の気が引く。

「兄さま、兄さま……！」

　この血溜まりはただ事ではない。花菜は錯さく乱らんしかけ、金かな切きり声をあげて匡一郎を揺ゆさぶってしまった。

　さらにその時、外から笛の音が高らかに響き渡った。

　ほんのさわりを聴くだけで、花菜はこの音が高遠の笛だと気づいた。

「───っ！」

　ぐったりと目を閉じていた匡一郎が、眉み間けんに皺しわを寄せ苦く悶もんに顔を歪ゆがめる。

「に、兄さま……」

　彪吾の言うとおりだった。

　この笛は、匡一郎にとって心地ここち好よいものでも妙たえなる楽でもなんでもない。ただただ匡一郎の身を傷つける凶きよう器きにしかならないのだということを。

　花菜は蒼そう白はくになりながら、震える足に力を込めて立ち上がった。

　今、今すぐに笛の音を止めさせなければ───！

　一歩歩を進めかけた時、息だけで名を呼ばれた。

　花菜は床に倒れ伏す匡一郎の傍そば近くに膝ひざをついた。できるだけ匡一郎が楽なように、膝に頭を乗せ、しっかりと抱きかかえる。

「兄さま……」

　秀しゆう麗れいな白い面おもてが、自らが流した血に汚れている。その顔を見るなり、花菜の双そう眸ぼうから涙が滂ぼう沱だとして溢あふれた。
















「こんな、……ひどい。……ごめんなさい、兄さま。わたし……っ」

　切れ切れにしか声を継げず、最後にはしゃくり上げるように泣きだしてしまう。

「なにゆえおまえに謝られるのか理由が分からぬな」

　匡一郎は、ふ、と唇を歪めて笑った。

「わたし、高遠殿の笛に……っ」

「仕方がない。あの笛の音におまえや父上が惹ひかれぬわけがないのだから」

　鷹おう揚ように許す匡一郎に、なおも涙が止まらない。

「わたし……っ、あの笛を止めに行って参ります。待っていて……」

　頭を膝から静かに下ろし、立ち上がろうとした花菜だったが、外から聞こえてくる笛が驚くほど高く鳴った次の瞬間、匡一郎は顔を歪めて大量に吐と血けつした。

「兄さ……」

　あまりの血の量に花菜は言葉を失い、ガタガタと身体からだを震わせた。

　───まさか、このまま……。

　死、という一文字が花菜の頭の中を席せつ巻けんした。

　そんな、まさか。龍りゆう神じんたる匡一郎が、こんなことで逝いったりしないはず。

　懸けん命めいに首を振る花菜の目の前で、匡一郎の身体から、黒い揺ゆらぎが立ち上った。

「───っ！」

　あれは、あの揺らぎは……。

　顔を上げた匡一郎の双眸が真しん紅くに染まっている。唇から流れる血の色と相あい俟まって、壮そう絶ぜつな美び貌ぼうが花菜の目を捉とらえて離さない。

　と、花菜の目の前で、匡一郎が突如変へん貌ぼうした。

　白い面が、軋きしむような音を立てながら、どんどん青黒く変色していったのだ。

　ひゅっと息をのむ花菜を、赤い瞳が見み据すえたかと思うと、十分に加減されていたが、ドン、と突き飛ばされた。

「……あっ！」

「花、菜……、ゆけ」

　普段の匡一郎のものとはまったく違う、しわがれた声。

　顔を覆おおう大きな手もまたじわじわと変色してゆく。その姿を───人ではない姿になってゆくのを、匡一郎は厭いとい、また花菜に危害を加えないようにとの配はい慮りよから、出てゆけと言ったのだろう。

　だが花菜は首を振りながら、よろけるようにして匡一郎の前に両膝をついた。

「厭いやです」

「花菜！」

「厭です！　傍にいろと仰おつしやったのは兄さまではないですか！」

　何日か前に、蘇す芳おう丸まると舞の稽けい古こをしていた時のことだ。

　蘭らん陵りよう王おうという美貌の王の話を聞いた。翌日蘇芳丸は、蘭陵王の面をわざわざ持ってきた。

　陵王の面は、龍。

　美貌を恐ろしい面の下に隠し、戦いくさを勝ち抜いた王……。

　その恐ろしい面と、次し第だいに変へん化げしてゆく匡一郎の顔が重なる。

　匡一郎が───龍王へと、変わってゆく……。

　花菜はたまらず匡一郎の耳を、己の掌てのひらで塞ふさいだ。

　肌はだというにはあまりにも硬い感触。だが花菜はそんなことになど少しも構かまわなかった。

「兄さ……、匡一郎さま」

　匡一郎が神でも獣けものでも構わない、と告げたのはいつだっただろう。

　負ふの言こと霊だまの輪に再び繫つながれてしまった、あの戦いの最中だ。

　どんなに変わろうと匡一郎のことが好きだと、花菜は確かに言った。

　でもそれは。

　花菜を置いてゆかなければ、共にいてくれればこその願いだった。

　花菜は怖い。

　人である自分が、このまま匡一郎と共に歩んでいっていいのか。

　匡一郎を想う気持ちに、一点の曇くもりもない。けれどこれから先、花菜が人であることで匡一郎が辛つらい目に遭あうことはないのか。匡一郎に苦く渋じゆうを味わわせることにならないのか。

　花菜が怖いのは、そのことだけ。匡一郎を傷つけたくない、という想いだけだ。

『いずれ必ずそなたは神を置いて先に逝く』

　花菜の耳には絶えず美しく響く笛の音。───高遠の楽。

　けれど花菜の心は、容よう赦しやなく爪つめを立てられたように、血を流していた。

　匡一郎の耳を塞いだまま、花菜は自ら唇を押し当てた。

　肌と同じ、硬い感触。でもどんな匡一郎でも構わない。花菜は何度も何度も、唇を重ねる。

「───花菜」

　やがて匡一郎の姿が、少しずつ元に戻ってゆく。肌も、唇も、普段と同じ感触になったが、瞳の赤だけはまだ戻らなかった。

　匡一郎は花菜の両手を自らの耳から離させると、胸に抱き寄せてきた。

「匡一郎さま……」

　それは抱ほう擁ようと呼ぶにはあまりにも強く、拘こう束そくと言った方が正しかった。息苦しかったが、花菜は自ら匡一郎の背に両手を回し、縋すがるように抱きついた。

　種が違っていても、それでも。

　想いを消すことはできないのです、……高遠殿。

　匡一郎の腕に抱かれながら、花菜はひたひたと押し寄せてくる切なさに胸をいっぱいにする。捨てられない、諦あきらめられない恋心を吐き出す代わりに、長い吐息をついた。
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　龍りゆう笛てきは本来、女によ人にんには吹けないものなのです。

　京処みやこ一と謳うたわれた美び貌ぼうの笛ふえ匠だくみは、同時に高たか遠とおの母でもあった。

　幼おさない頃から高遠は母の笛の音を聴いて育った。

　母の笛は、ほかの者のそれとまったく響きが違っているように、高遠には聴こえた。

　本来龍笛は音域の狭い篳ひち篥りきの倍、音に幅はばがある。だが母は、それ以上の音を出しているようだ。

　高く───低く───、責せめ───和ふくら───……。

　自在に音を操あやつる母の才を、高遠はすべて受け継いだ。

「そなたは、神の子」

　母はまた、折に触れ高遠をそう呼んだ。

　正直神の子であろうと獣けものの子であろうと高遠は気にしていなかった。だが、神の子、と口にする時、母は大層幸福そうな顔をしたから、それならばそれでいいだろうと、高遠はあっさりそんなふうに納得していた。

【……貴様が千ち生お音ねの子のもうひとりじゃったとはな】

　己おのれの内にいる夜や叉しや丸まるが苦々しくそう言ったのは、高遠が十をようやく超えた頃だったか。

「何か問題でもあるのか」

　高遠の疑問に、夜叉丸───とは高遠がつけた名で、実際は兎う執しつと言うのだと聞いた───は声を荒らげた。

【仇きゆう敵てきじゃ、仇敵っ！　や、やけに入りやすい身体からだじゃと思っていたら……ッ】

「夜叉丸は迂う闊かつだな。仇敵の子の中に入ってしまうとは」

【う、ぐ……】

　夜叉丸は内側で地じ団だん駄だを踏ふんで悔くやしがるそぶりを見せたが、高遠は気にしない。

　生まれた時から共にいるのだ。これが普通の状態ではないのだと知ったのは結構前のことだったが、大して害になるわけでもないから別に構かまわなかった。

【貴様は大らかというよりどこか抜けているのではないか!?　わしは貴様の祖先を殺したのじゃぞ！】

「人を殺あやめるのはいけないことだな」

【そうではなく～ッ！　物語を聞くように平然としているところが、変なのじゃ！　貴様、変じゃぞっ】

　何を言っても動じない高遠が不満なのか、夜叉丸は子供のように甲かん高だかい声で変じゃ変じゃと叫ぶ。

「俺は自分の意見を言っただけだ。だがまあ、おまえが人を殺めようとした時には止めると思うがな」

【貴様に邪魔はさせぬぞ。わしは次の御み子こで絶対に身体をすべて取り戻す。白髪の御み子こから胴を奪ったら、貴様からおさらばじゃ！】

　高らかに笑う夜叉丸に対し、高遠はあくまでも冷静に肩を竦すくめた。

「俺の身体を奪うことさえできないおまえが、白き髪の御子を殺めることなんてできるのか？」

【わしがいつまでも力のない状態じゃと思うなよ。わしは───の時、千生音を含む十二の神々すらもひれ伏す力を得るのじゃ。その時になれば、貴様如ごとき簡単に押さえつけてやろうぞ】

　得意げに笑う夜叉丸だったが、高遠は話半分にしか聞いてはいなかった。

　夜叉丸───兎執の言葉が真実であることを高遠が知るのは、それより十年後、白き神の御子に初めて会った時のことになる。
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　卯う月づき八日。祭りが始まった。

　時じ宜ぎよく千ち生お神かみ山やまや島内にある桜の花は満開となり、あちこちで桜さくら狩がりと称した宴うたげが催もよおされていた。

　紅や紅こう梅ばい色をした華はな玉だまは島内を華はなやかに彩いろどり、桜と同じくらい、人々の目を愉たのしませる。

　桜おう春しゆん祭さいに特別に作られる十字という蒸むし饅まん頭じゆうは桜色をしており、神かみ結むすび島じまに住む家々によって、色合いも餡あんの甘さも違う。皆それぞれ家の饅頭を持ち寄って食べ合っている。

　神結神社には、氏うじ子こからさまざまなものが届けられた。

　特に外と谷や家からは、尾お頭かしら付きの桜さくら鯛だいや珍しい大陸からの酒、珍ちん味み、菓か子しと、榊さかき家だけでは食べきれないほどだ。

　それらのものは、京処みやこからやってきた楽がく師したちにも振る舞われた。

　境けい内だいの枝し垂だれ桜ざくらの下に完成した雅が楽がく用の舞台は美しく清められ、本日より三日間、祭りにやってきた人々の目や耳を愉しませるだろう。だが祭りの初日、花はな菜なが館やかたを出ることは一度もなかった。

　昨夜一晩中鳴り響いていた高たか遠とおの笛の音に憔しよう悴すいしきった匡きよう一いち郎ろうの傍そばから、花菜は心配のあまり離れられずにいたのだ。

　闇やみ色に支配されていた場所に朝日が射しこんでくると、室へやの状態が目の前に曝さらされる。その惨さん状じように、思わず低く呻うめいた。

　そこかしこにある血の跡。未だ乾ききっていない血ち溜だまり。赤黒く汚れた狩かり衣ぎぬ……。

　匡一郎から静かに離れ、音を立てないよう、室を清める。新しい上衣を持ってくると、いつ匡一郎が起きてもすぐに着替えられるよう、枕元に畳たたんでおいた。

「花菜」

　廊下から彪ひよう吾ごが声をかけてきた。匡一郎に目をやれば、まだ目を覚ます気配はない。花菜は彪吾の元へと歩んだ。

　目の下にうっすらと隈くまを作る娘を見下ろすなり、彪吾の秀しゆう眉びが軽く寄せられた。

「花菜、袖そでと袴はかまに血が」

「……あ」

　匡一郎の血がついた箇か所しよに目をやった花菜だったが、着替えてこようとは思わなかった。たったそれだけの短い時でも、匡一郎の傍から離れたくなかった。

　彪吾は室内に目を走らせると、匡一郎の状態を察したのだろう。花菜へ向けて、やわらかな笑みを浮かべた。

「今日は一日匡一郎の傍にいるね？」

「はい」

「では食事などはわたしが運んでこよう。外谷の家から寄き進しんをいただいている。おまえも食べておくれ」

　あまりにもたくさんあるので、祭りの間に食べきれるか不安だよ、と笑う彪吾へ、花菜もまた微かすかに唇くちびるを綻ほころばせた。

「すみません、父上」

「明日はおまえに舞ってもらわねばならぬから、それは覚えておいで」

「……はい」

「それと、近いうちに高遠殿を夕ゆう餉げに招待しよう」

　一晩寝ずの看かん病びようをしていた花菜の表情には、うっすらとした疲労が刷かれていたが、彪吾の言葉に双そう眸ぼうが力を増した。

「何か分かったのですか」

「それを彼の者に問おうと思う。……匡一郎はいい顔をしないだろうが、そこはおまえが説得しておくれ」

　櫟あららぎの方はわたしに任せて、と彪吾は冗じよう談だんめかしたことを言って微笑ほほえんだ。

　その後京処からやってきた楽師たちの楽が始まるということで、たくさんの人々が神結神社にやってきた。

　管かん絃げんの音に混じり、人々の喧けん騒そうが聞こえてくる。だが花菜はそれらの雑音には耳も貸さず、どうか匡一郎の痛みが癒えますようにと、ひたすら願った。

　あくる日は彪吾が言ったように舞まいを奉ほう納のうしなければならず、花菜は仕方なく匡一郎の室へやから出た。

　昨日一日、匡一郎はずっと眠っており、今日も滅めつ多たに目を覚まさなかった。

　出る間ま際ぎわ、聞こえてはいないだろうが、行ってきますと囁ささやき、花菜はまず身を清めるために小滝へと向かった。

　白しろ小こ袖そでに袖を通し、白しら糸いとの如ごときたおやかな水の流れに打たれる。

　館で巫み女こ装しよう束ぞくに着替え、最後に前まえ天てん冠かんを被かぶろうとした段になり、花菜は、あ、と小さく声をあげた。

　過去の獣たちとの戦いの間、花菜を助けてくれた御ご神しん体たいが、再び前天冠の中央に据すえられていたのだ。

「一応つけておいた方がいいと思ったのでね」

　普段の麻ま布ふ製ではなく、生絹すずしでできた神しん官かん装束に身を包んだ彪吾が、念のために、と真ま面じ目めな口調でそう言った。

「……はい」

　ではこれは、舞う直前までつけない方がいいだろうと花菜は判断する。

　御神体をつけていると、周囲の者たちの名が頭の中に次々と流れ込んできて、花菜を大層混乱させるからだ。

「父上、王おう虎この方はいかがですか？」

「匡一郎ほどではないから、櫟のことまで心配せずともよい」

「はい」

　前天冠と採とり物ものである鈴を手に、舞まい殿どのに向かう途中で、弾はずむように元気な声をかけられた。

「巫女姫さま……！」

　転がるように勢いよく駆け寄ってきたのは蘇す芳おう丸まるだ。

　大きな瞳を輝かせ、頰ほおは紅こう潮ちようしている。

「蘇芳丸殿」

「巫女姫さまの舞、楽しみにしています！」

　花菜は少しだけ唇を綻ほころばせてうなずいた。

　舞殿の四方には、すでに人々がひしめいていた。

　島人ばかりではない、島外の者たちや京処からやってきた楽師たちもまた興味深げな視線を花菜に投げかけてきた。

　花菜が前天冠をつけ舞殿に昇ると一層ざわめいたが、シャン、と採物の鈴を鳴らすと、潮しおが引くように静かになった。

　背筋を伸ばし、真まっ直すぐ前を向く。心の内にある蟠わだかまりや悩みを忘れることなく、あるがままの己おのれの状態で、花菜は舞いはじめた。

　真っ白な足た袋びを穿はいた足先のみを舞殿につけ、踵かかとを浮かせる。旋せん回かいしながら四よ隅すみを移動してゆく調子を、徐々に速めてゆく。

　やがて花菜の内側に真っ直ぐな光が落ちてくる。

　舞をさらに速めながら、巫女装束をやわらかく翻ひるがえす花菜に、舞殿の下にいた者たちは、うっとりと眺ながめ入った。

「────」

　目を閉じ、無む我がの境きよう地ちにまで至いたっていた花菜の心に、龍の鳴き声と呼ばれる音───龍りゆう笛てきの楽が触れてきた。

　はっと両目を開ける。

　高たか遠とおの奏かなでる笛の音ね。

　匡一郎を苦しめ、弱らせた憎い音なのに、身体中に温かなものが染み渡ってゆく。

　───どうしてこんなに心地好いの……。兄さまをあんなにも苦しめる音なのに……！

　悔くやしくてたまらないのに。どうしても聴き入ってしまう。

　いとおしいと、恋しいと。熱い奔ほん流りゆうが、花菜の身体の隅すみ々ずみ、指先に至るまで満たす。

　次の瞬間、花菜の内に、女め神がみ───白き龍の女神、千ち生お音ねが降りてきた。

　……!?

　これは寿ことほぎの舞だ。神降ろしの舞ではないのにどうしてと、花菜は混乱する。

　神が降りてきてしまえば、ただただされるがまま、花菜はもう、指一本自由に動かすことすらできない。

　だから、花菜の身体に降りた千生音が不意に舞をやめるのにも、舞殿の下を凝視するのにも、抗あらがえなかった。

　シャン！

　鈴が高らかに響く。

　そして、花菜……千生音は、高さ一丈はある舞殿から、ふうわりと飛び降りた。

「きゃあっ！」

「花菜っ」

　舞を見ていた者たちの口から、悲鳴や花菜を呼ぶ声が逬ほとばしる。

　だが花菜の身体は地面に叩きつけられることなく、ひとりの男の腕の中に飛びこんだ。

　───な、……何を……っ!?

　花菜が己の内側で、千生音の行為に思わず声をあげた。

【冠かむ威い……！】

　狂くるおしいほどの熱を込めた、切ない声。

　千生音がその胸の中に飛び込んだ者の名は、龍笛の名手である、和泉いずみ高遠だった。










　その日の夜、彪ひよう吾ごの招待で高たか遠とおが榊さかき家の館やかたにやってきた。

　小こ姓しようである蘇す芳おう丸まるもまたついてきている。

　高遠と共に夕ゆう餉げを、と言いだした彪吾に、痛い目に遭あわされた王おう虎こは猛もう反はん発ぱつし、匡きよう一いち郎ろうもまた面おも白しろくないという顔をした。だが彪吾と花はな菜なに、真実を知るためだと懇こん々こんと説得され、ようやく渋しぶ々しぶとうなずいた次し第だいだ。

　彪吾と花菜のほか、匡一郎と王虎もまた席に着き、六人で夕餉を摂とったが、因いん果がを持つふたりは、高遠が視界に入ることすら厭いやなようで、決して目を向けようとしなかった。

　食事を終えたあとで、彪吾は酒を振る舞った。

　男四人は杯さかずきを重ねてゆき、そろそろ半刻が過ぎようかという頃になって、彪吾がさらりと口火を切った。

「冠かむ威い、という名を、高遠殿は存じておられるか」

　匡一郎と王虎の眦まなじりがぴくりと動いたが、質問を投げかけられた高遠はまったく動じず、ごく簡単にうなずいた。

「白き龍の女め神がみである千ち生お音ねの夫の名かと」

　よく知っているねと、彪吾はうなずいた。

「高遠殿、そなたは千生音と冠威の子の末まつ裔えいではないのか」

「……っ」

　花菜と蘇芳丸だけは、彪吾の告げたその内容に、あからさまに驚きを露あらわにしたが、あとの者たちは薄うす々うす察していたのか、まったく動じていない。

「冠威の御み子こ、とでも言えばいいか。確かに俺は、千生音と冠威の間に生まれた双子のひとり、黒髪の女児の方の末裔だ」

「千生音と冠威の間には、子供がふたり生まれていたのですか……!?」

　初めて知った、そのことがあまりにも衝撃的だったために、花菜の声はひどく上うわ擦ずった。だがみっともないと思う間もなく、花菜は隣に座る彪吾へと磨すり膝ひざして近づく。

　彪吾は一度花菜に向けてうなずいてみせ、続いて高遠へと再度視線をやった。

「そなたの目もく論ろ見みを聞こうか。昼夜を問わず笛を吹き鳴らしていた、その理由を」

「……た、高遠さま」

　隣に控える蘇芳丸が、小さく身を竦すくめて不安げにおずおずと高遠を見上げる。だが高遠の返事は簡単明めい瞭りようであった。

「俺は先年……六月ほど前に、この神かみ結むすび島じまの上空に出現した黒き龍と見まみえてみたかったのだ」

「……」

　花菜は息を凝こらして驚きをのみこんだ。

　負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣けものたちとの戦いの際、匡一郎は一度だけ闇やみ色の龍の姿を取った。

　神結島、黒こつ貴き島とう、白はく樂らく島とうに留まる雨あま雲ぐもを吹き飛ばし、綾あや女めに憑ついていた蛇じや巳みに、雷いかずちの矢を落とした。

　──それを、見ていた……？

「あの日より数日前から、神結島上空は雨雲に席せつ巻けんされていた。雲は寸すん分ぶんも動かず、神結島だけに雨を降らせていた。そのことを不審に思ったゆえ、俺は舟でこの島のすぐ近くまで来ていたのだ」

　高遠は淀よどみのない声でそう告げる。まるで何を問われるのか分かっていたかのような口ぶりだ。

「当時京処みやこでは龍の出現が大層な評判となった。だがそこが神住まう神結島であることから、京処の者たちは誰も黒き龍のことに触れようとはしなかった。だが俺は、もう一度あの龍を見てみたかった」

　いつもどおり平へい坦たんな声ながら、わずかに情熱が滲にじんでいる。

　それほどに龍りゆう王おう───匡一郎に会いたかったのだろうか。

「俺は幼おさない頃から母より白き龍の女神と冠威の話を聞かされていた。千生音が産んだ子は、白き髪の子には神としての力があったが、黒き髪の子は唯ただ人びとだった、と」

「つまり双子でありながら、神と人の血がくっきり分かれちまったってことだろ」

　王虎が酒を飲みながら、つまらなそうにそう言い添えた。高遠はうなずき、

「俺にはなんの力もない。だが龍の血に連つらなる者として、龍の存在をもう一度見てみたかったのだ。この笛で龍を呼ぶことができたらと思い、吹き続けた」

　帯に差す笛に触れながら、ごく軽い口調で高遠はそう言う。

「そなたは本当に、己に力がないと思っているのか」

　匡一郎を、王虎をあの笛の音で傷つけたではないか。あれは千生音と冠威の子であるがゆえの力ではないのか。

　彪吾の声なき問いに、花菜もまた身を乗り出した。だが高遠は、真意の窺うかがえない眼まな差ざしのまま、薄くうなずくのみ。

「では今こ宵よいはこれにて」

　と、高遠は立ち上がる。

「待ちなさい。そなたがこの島にやってきたのは、本当に龍王と見まみえたかっただけか」

　彪吾の問いに、高遠はひょいと肩を竦すくめた。

「少なくとも俺が最初に興味を抱いた事こと柄がらだ」

　核かく心しんを外はずすようにそんなふうに言って、高遠はその場を辞した。

「あっ、し、失礼いたします！」

　ひょこりと頭を下げ、蘇芳丸は高遠のあとを追った。

　その場に残った四人の間に、微妙な沈黙がたゆたう。

　考え深げに彪吾は顎あごを撫なでた。

「龍を見たかっただけ、とはとても思えないが」

「あの、わたし行ってきます」

　花菜は思いきってそう言い、室へやから飛び出した。




「高遠殿！」

　廊下を渡る高遠を、花菜は鋭く呼ぶ。ゆっくりと振り返るが、足を止めようとはしない。

　花菜は隣に並び、高遠を見上げた。

「高遠殿、もう笛は吹かないでください」

　一瞬だけ花菜に目をやると、高遠はあっさり首を振った。

「それは約束できない」

「なにゆえです!?」

「俺はあの黒き龍と力比べをしてみたい。そなたのように女神の力を持たない俺にとって、笛は唯一神龍を攻撃できる武器だ」

　花菜はぎゅっと唇くちびるを嚙みしめた。決断は、一瞬。

　帯に差した高遠の龍りゆう笛てきに、花菜は素早く手を伸ばした。

　袋に入れられた笛を摑つかみ取る。

「み、巫み女こ姫さま、何を……!?」

「吹くのをやめてくださらないのでしたら、貴方あなたが島を出るまで、この笛をどこかに隠します！」

　花菜はそう叫ぶと、その場から全力で走りだした。

　人の物を奪うなんて、と後悔が頭を擡もたげたが、一番大事なものを守るためにはなんだってできると、花菜はぎゅっと目を閉じて首を振った。

　花菜は館の廊下から外へと飛び降り、足た袋びのまま庭を走った。社やしろを抜け、そのまま真っ暗な鎮ちん守じゆの杜もりに足を踏み入れた。

　この笛をどこかに隠さなければ。

　花菜は走りながら、目を凝こらして隠し場所を探した。

「はあっ、……ぁあっ」

　今宵こよいは小こ望もち月づき。わずかに欠けた月の光が、暗い森の中を、驚くほど明るく照らしていた。だがうねるように隆りゆう起きした木の根が見えなくて、花菜は危あやうく転びかけた。

「蘇芳丸の言うとおりだ。御み子こは足が速いな」

「あ……っ！」

　背後から花菜の肩を強く摑む掌てのひら。指が触れた瞬間、花菜はぐいと振り向かされた。

「申し訳ないが笛は返してもらおう。母の───否いや、祖先の形見だ」

「……っ！」

　花菜は懸けん命めいに首を振りながら、笛を胸にぎゅっと抱きしめた。

「───それほどに黒き龍が大事か」

　普段からあまり抑よく揚ようを感じさせない高遠の声が、少しだけ低く聞こえた。

　花菜は双そう眸ぼうに力を込めて、高遠を強く見上げる。

「ええ。大事です」

　高遠はうっすらと目を細めた。わずかに上がる口こう角かくが、彼が笑ったことを花菜に知らせた。

「先刻の話の続きだ」

「……え？」

「俺がこの島にやってきたのは、あの龍と見まみえたかったからだと言った。それは確かに真まことだ。だが神結島に来て、黒き龍以上に興味を惹ひかれる存在がいた。───白き龍の女神の御子、おまえだ」

　花菜はぽかんと高遠を仰あおぎ、次いで頓とん狂きような声をあげた。

「わたし……!?」

「初めて会うというのにどうしてか懐なつかしい。白髪の姫御子の噂うわさをよく聞いていたが、正直興味などなかった。だがこうして顔を合わせてみれば、慕したわしいとすら思えた」

「……た、高遠、殿」

「そなたに惹かれるのは、恐らく千生音と冠威の血が関係しているのだろう。だがそんな因いん縁ねんなどどうでもいい。そなたをいとおしいと思う気持ちを、俺自身が真と思えるのならば」

「わ、わたしには好すいた方がおります」

「知っている。だが別に構かまわない」

「構わない、って……」

「───それは花菜に好意を持っている、と。そういうことか」

　その声の主ぬしへ、花菜は縋すがるように目を向けた。

「兄さま……」

　花菜を追いかけてきたのであろう、高遠の背後から低く声をかけてきたのは、匡一郎だ。

　匡一郎の隣には、息を切らした蘇芳丸もまた到着していた。

　花菜は高遠の手を振り払おうとしたが、がっちり肩を摑まれていて動けない。

　高遠は花菜の肩を抱いたまま、匡一郎の問いに、あっさりとうなずいた。

「そのとおりだ。俺は白き髪の姫御子のことを好いている」

　次の瞬間、匡一郎と高遠の間に、目に見えない火花が散った。

【高遠、貴様何を言っているのか分かっているのかあっ！】

　突然高遠の口から、憤ふん懣まんやる方ないといった声が溢あふれ出す。かと思うと、黒い揺ゆらぎがあっという間に蘇芳丸の内に入りこんだ。

【高遠、貴様いったいどういうことじゃ！　千生音の子を好いておる!?　莫ば迦かも休み休み言いやっ！】

　蘇芳丸に憑ついた夜や叉しや丸まるが、わなわなと震ふるえる指を高遠に突きつける。

「俺の真の気持ちだ」

【高遠、わしは千生音の子を殺したいのであって、嫁よめにもらいたいのではないわ！】

　あまりの憤いきどおりからか、真しん紅くの双眸が濡ぬれたようにきらきらと光った。

「夜叉丸、おまえの言うことは聞けない。おまえが白き龍の女神の御子をどうしても殺あやめるというのなら、俺はおまえを全力で止めよう」

【……ッ！　た、高遠、貴様───！】

　信じていた者に裏切られたかのような、そんな悲痛な声に聞こえた。

　二十年以上高遠の内にいた兎う執しつは、知らず知らずのうちに高遠を身内のように思っていたのではないだろうか。

　ぎり、と音が聞こえるほど、兎執は歯は嚙がみをした。そして、

【明晩を待っておれ。わしは必ず、千生音の子、貴様を殺す。殺さねばならぬのじゃ！】

　捨て台詞ぜりふを残し、高遠の内に再び入っていってしまった。

　黒い揺らぎの軌き跡せきを目で追った匡一郎が、低く探さぐるように問う。

「兎執はおまえに飼われているのか」

「飼っているわけではない。生まれた時からこの状態というだけのこと」

　匡一郎は目を眇すがめ、検分するかのように高遠を見み据すえた。

「花菜」

「は、はい」

「笛をこの者に返しなさい」

「……兄さま!?」

　匡一郎の言葉に花菜は勢いよく首を横に振った。

「厭いやです。高遠殿が笛を吹かないと約束するまで返しません！」

「では笛ごとそなたを攫さらっていってしまおうか」

　高遠がなおも花菜を引き寄せようとする。そこへ匡一郎が無む造ぞう作さに歩を進め、花菜が胸に抱く笛を取り上げた。

「あ……っ」

　笛を高遠に押しつけると、強引に花菜を自らの腕の中に囲った。

「俺のものに手を出すな」

「まだ完全に黒き龍のものにはなっていないようだが？」

　揶や揄ゆするような高遠の言葉に、花菜はカッとなった。

「わ、わたしが好いているのは……！」
















　振り返りざま叫びかけた花菜の唇に、高遠は指先を押し当てて黙だまらせた。

「……っ」

　慌あわてて花菜が高遠の指を振り払うのと、匡一郎が花菜を抱いたまま手の届かない場所まで一気に跳んだのはほぼ同時のことだ。その距離四尺しやくあまり。だが高遠は互いの間にある距離を、まったく意に介さなかった。

「そなたの想いはそなたのもの。そして俺の想いもまた俺のものだ。そなたであろうと留とどめることはできぬ」

「───」

「また、明日。明晩もそなたの舞を楽しみにしていよう。───そなたが俺の腕に飛びこんできた時、大層胸が高鳴ったぞ」

　くすりと笑う高遠に、花菜は怒りと羞しゆう恥ち、その両方で顔を真っ赤にする。

「あれは千生音が……！」

「つまり白き龍の女神は俺の味方というわけだな」

　ちらり、と花菜の背後に目をやった高遠は、うっすらと笑みを浮かべた。

　高遠の表情は、楽しげにすら見える。こんな顔をする高遠を、花菜は初めて見た。だが高遠はすぐに顔を引きしめ、花菜から匡一郎へと視線を移した。

「黒き龍よ、そなたは本当に御子を好いているのか」

「貴様に言うことではないな」

　高遠は軽く肩を竦めた。

「神とは酔すい狂きようなものなのだな。種の違いなどどうでもいいのか」

　ぽつりと呟つぶやいた高遠の言葉に、花菜は胸を痛めるが、匡一郎は軽く眉まゆを顰ひそめただけだった。

「では帰るとしよう。蘇芳丸、立てるか」

　憑ひよう依いの時が短かったからか、今宵の蘇芳丸は意識を失っていなかった。ただ体力は消しよう耗もうさせられたのか、その場に蹲うずくまるように座りこんでいる。

　高遠の呼びかけに慌てて顔を上げ、うなずいた蘇芳丸は、よろけながらも立ち上がった。

　高遠は笑みを浮かべながら、蘇芳丸と共に花菜たちの前から去っていった。

　匡一郎への笛での攻撃をやめさせたかったのに、想いは己おのれ自身のものと言われて、何も言い返せなかった。

　その言葉は正しいと、一瞬思ってしまったのだ。

「ひとりでこんなところまで来て、まったくおまえは考えが足らぬ」

　匡一郎の叱しつ責せきに、花菜は小さくうなずいた。

「……すみません」

「だが俺のことを思って笛を奪ってくれたのは嬉うれしかった」

　花菜はその言葉に、はっと顔を上げた。きりきりと眦まなじりを吊り上げて、匡一郎を睨にらみつけた。

「兄さま、なにゆえ笛を返してしまったのです……！」

「勝負がしたいというのなら受けて立つまでだ。向こうにも少々の武器がなければ、嬲なぶり殺しにしてしまいそうだからな」

　笑顔を見せながら恐ろしいことを言う匡一郎に、花菜はこくりと喉のどを鳴らした。

「それよりも、兎執が島に来ていることをなにゆえ俺や父上に言っていないのだ。あれは脆ぜい弱じやくだが、おまえの命を狙う獣なのだぞ」

「す、すみません……」

　匡一郎は軽くため息をついて、まあいいとうなずいた。

「戻ったら父上に報告するぞ。おまえはたっぷりと叱しかられなさい」

「……え」

　そんなと言いたかったが、己の不ふ手て際ぎわだ。しおしおと花菜はうなずいた。

　館へ戻りながら、花菜は横を歩く匡一郎を見上げる。

　冴さえ冴ざえとした月の光に照らされた匡一郎の横顔は凄せい艶えんで、見慣れた花菜でさえ息をのむほどだ。

　この顔が自らの血に汚れた夜のことを、花菜は思い出す。

　守りたい、と切実に願う。

　守られるばかりではなく、自分もまた匡一郎を守りたい。───己の命が続く限り。

　だがそれでも、高遠の言葉は花菜を常に苛さいなんだ。

　花菜の命が尽きるその時、匡一郎はいったい何を思うのだろう。自分を置いて逝いってしまう花菜を、どう思うだろう……。

「なんだ」

　視線を受けて、匡一郎の穏おだやかな瞳が花菜を見下ろしてくる。

「兄さま……」

　───わたしは兄さまと共にいてもいいのでしょうか。

　それは声にならず、花菜の心の内に、密やかに落ちていった。
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　卯う月づき十日。祭りの最終日。

　楽がく師しと舞まい人にんが、満開に咲き誇ほこる枝し垂だれ桜ざくらの下で、宮廷行事を思わせる厳おごかな音を奏かなで、舞を舞う。

　楽師たちは、美しい装飾に覆おおわれた緑色を基調とした狩かり衣ぎぬを着用し、ふたりの舞人は楽師同様緑と山やま吹ぶき色を基本とした、裲りよう襠とう装しよう束ぞくを着けている。裲襠とは貫頭衣の一種で、布の縁へりに糸いと総ふさを巡めぐらせており、裲襠と袴はかまのどちらとも華はなやかな唐から織おりだ。

　演目は右う方ほうの舞まいの『納な曾そ利り』。左さ方ほうの舞まい『蘭らん陵りよう王おう』の番つがい舞まいになる。

　通常宮中などでは、左さの舞まいの次には必ず右うの舞まいを舞う。

　納曾利は別の名を『双そう龍りゆう舞まい』とも呼ばれる。

　蘭陵王同様、龍の面をつけ、二頭の龍が楽しげに戯たわむれるさまを表した舞だ。

　銀色の桴ばちを右手に持ち、両手を高く掲かかげ、足を踏み鳴らすように上げる。呼応するかのように、ふたりの舞人は時に離れ、時に身を寄せ、わずかな狂くるいもなくぴったりと動きを合わせている。

　桜の花びらが舞い落ちる中、典てん雅がな楽の音ねと舞は、聴く者を夢見心地ごこちにさせ、見る者の目を捉とらえて離さなかった。

　京処みやこからやってきた楽師たちは、一日目、舞台を清める意味合いがある、振えん鉾ぶの舞を最初に舞った。その後国くに風ぶりの歌うた舞まいである『東あずま遊あそび』を、二日目は『萬まん歳ざい楽らく』と『延えん喜ぎ楽らく』、三日目の今日は『蘭らん陵りよう王おう』と『納曾利』が舞われた。

　装束はそれぞれ違い、眩まばゆいほど豪ごう奢しやなものが多い。通常左舞は赤系統、右舞は青系統の装束を着ける。

　夕ゆう間ま暮ぐれの今、橙だいだい色に染まる空の下で舞われる『納曾利』は、龍の面も相あい俟まってまるで夢の中にいるようだと見る者を思わせた。

　昨日一昨日おとといと館やかたからほとんど出なかった花はな菜なは、初めて京処みやこの楽と舞を間近で見た。

　京処みやこの楽師と舞人は素す晴ばらしかった。

　もし、匡きよう一いち郎ろうが傷つくことなどなかったら、心から楽しんだことだろう。

　途中、蘇す芳おう丸まるとばったり会ったのだが、昨夜花菜が高たか遠とおの笛を奪ったことを怒っているのか、何も言わずに走り去ってしまった。

　楽師たちは明日京処みやこへ帰る。高遠はともかく、せっかく仲良くなった蘇芳丸とこのまま別れるのは寂さびしかったが、昨夜の行為を後悔することはなかった。同じことがあったら、花菜は何度でも高遠の笛を奪うだろう。

　だがそうは思っていても、蘇芳丸があの愛らしい顔を強こわ張ばらせ、花菜から逃げるように遠ざかっていく後ろ姿を見るのは悲しかった。

　神かみ結むすび神社に伝わる舞をすべて教えられなかったことにも、悔くいが残る。

　楽師の中の高遠は、今日は母親の形見という笛を吹いていなかった。横おう笛てきは龍りゆう笛てきのほか、高こ麗ま笛ぶえと神かぐ楽ら笛ぶえがある。右方舞の際には高麗笛を使うのが通常だった。

　笛が違うからだろうか、匡一郎の体調は朝からいいようだった。

　境けい内だいには篝かがり火びが焚たかれ、一層人々を忘ぼう我がの境地へと誘う。

　花菜は納曾利の舞が終わると、一旦館に戻り、夜舞の準備に取りかかった。

　今こ宵よいは満月だった。

　常つねならば深しん淵えんの闇に席せつ巻けんされる境内も、今宵ばかりは明々と照らされている。

「花菜、今夜はこれと共に舞まい殿どのに昇りなさい」

　普段巫女舞をする時、刀を腰に差すことはない。だが彪ひよう吾ごが差し出したのは花菜の白い愛刀だった。

「一応、念のためということもあるからね」

「何かある、ということですか？」

　彪吾は軽くうなずいてみせた。

「もちろん杞き憂ゆうならばそれに越したことはないがね」

　昨夜彪吾に、負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた一匹である兎う執しつが島に来ていることを告げた。

「いくら弱い獣だとしても、用心はしておくべきだ」

　その言葉に花菜はうなずき、刀を受け取った。

「それからこれも」

　前まえ天てん冠かんの左右に、花か枝しを挿さされる。桜の花だ。

　白い髪に薄紅色の桜はとてもよく似合っていて、彪吾は我が娘に向けてにこりと微笑ほほえんだ。

「おまえには桜おう花かが合うね」

　そう言って白髪をやさしく撫なでた。

　身支度を整えると、花菜は彪吾、匡一郎と舞殿にまで進んだ。

　昨日の昼と同様、たくさんの人々が舞殿を取り囲んでいた。装束を着替えないままの京処みやこの楽師たちもまたやってきている。舞殿の正面に陣取る楽師たちの中に、高遠と蘇芳丸もまたいた。

　前天冠の中央には、今夜も御ご神しん体たいが据すえられている。花菜は見物人に目を向けないようそっと目を伏せた。

　───また千ち生お音ねが降りてきたら。

　そう思ったのは一瞬。花菜は心を落ち着かせようと、何度か深い呼吸を心がけた。

　舞殿に昇るのは花菜のみ。匡一郎と彪吾は下で花菜を見守ってくれている。

　今宵の採物は桜の枝だ。可か憐れんな花をたくさんつけた立派な枝ぶりの桜を手に、花菜は己を取り巻くさまざまな雑事をひとまず忘れ、舞の世界へと足を踏み出した。

　桜おう春しゆん祭さいの最終日に舞われるこの舞の名は、『春しゆん巡じゆん天てん桜おう』。春は巡り、桜は再び天に向け咲き誇ほこるという意味で、神結神社に伝わる巫女舞の中でも、穏おだやかでやわらかな動きが特とく徴ちようだった。

　足あし捌さばきはゆるやかで、手しゆ指しの所しよ作さが注目される。桜を採とり持つ手が絶たえずしなやかに動き、複雑に組んだもう片方の手の指は桜花のような美しさを見せた。

　千ち早はやを翻ひるがえす動きもたおやかで、そのまま地から足先が離れ、今にも宙を舞いそうだと、見る者にため息をつかせた。

　しわぶきひとつ起こらず、ただただ巫女の舞い姿に皆が見み惚とれていた、まさにその瞬間、ひとつの黒い影が音もなく舞殿に立った。

「───!?」

　その姿を特定できた者はいただろうか。

　黒い影は花菜を自らに引き寄せると、残像のみを残し、その場から一瞬で消え失せた。

「な、なんだ……!?」

「巫女はっ？」

「き、消えたぞ……っ」

　人々はどよめき、皆の目は巫女を捜してあちこちを彷徨さまよう。

　その中で、舞殿の中央に陣取っていたきららかな装束を身に纏まとう楽師たちが、忽こつ然ぜんと姿を消したことに気づいた者はどれほどいただろう。そして舞殿の背後にいた匡一郎と彪吾、彼の足元にいた猫姿の王虎の姿もまた、搔き消すようにしていなくなったことに気づいた者も。

　神隠しにでもあったかのような巫女の消失に、その場は騒そう然ぜんとなった。










　抵抗する間もなく何者かに引き寄せられた花はな菜なは、自らが陥おちいっている今の状況に言葉を失った。

「───っ」

　空を、飛んでいる───!?

　花菜は恐きよう慌こうを来きたし、自らの腰を抱く人物を、震ふるえながら見上げた。

「高たか遠とお、殿……？」

　前を向く横顔は高遠だ。だが───。

「う、兎う執しつ……」

　月光が、にい、と笑う高遠の横顔をくっきりと花菜に見せる。その瞳の色は───真しん紅く。

「なぜ、兎執……、高遠殿は」

　昨夜まで兎執は高遠に軽々と押さえ込まれていたではないか。

【昨夜忠告しておいたではないか。『明みよう晩ばんを待っておれ』とな】

「明晩……。今夜が、どうして……」

【上じゃ。上】

　上、と言われても、よく晴れ渡った夜空と星、満月しかない。

【わしはなあ、千ち生お音ねの子よ。月が満ちた夜だけじゃが、いつもとは比べものにならぬほど力が湧わいてくるのじゃ。知らなかったじゃろう？】

「満月……、だって、これまでだって満月の夜はあったでしょう!?　それなのに、どうして今夜に限って高遠殿の身体を奪えるの！」

【貴様と、それに龍りゆう王おうのお陰じゃよ】

「わたしと、兄さま……!?」

　くく、高遠の顔をした兎執は嬉しげに笑う。

【満月の晩といえど、わしはこれまでずっと高遠に押さえつけられていた。じゃが龍王の存在を知り、いつも平静な高遠が闘争心を高めたのじゃ。龍王と戦ってみたい、貴様を手に入れたい、とな。その闘争心と貴様への欲と、わしの千生音の子への憎悪が同調した。わしはこれまで生じたことのなかった高遠の心のほんのわずかな綻ほころびを衝き、奴の身体を手に入れたのじゃ】

　兎執は高遠の身体を支配できたことがよほど嬉うれしいらしく、ぐん、と跳躍しながら、高らかに笑った。

　兎執は空を飛んでいるのではなかった。

　長い長い間宙を舞うかのように凄すさまじい跳ちよう躍やくを見せていたのだ。花菜を抱かかえたまま高く跳び、地面に着地するや否いなや、再び跳ぶ。

　翼がないのに、兎執は両脚の力だけで一反も跳んでみせた。

　強いのは足だけではない。兎執から逃れようと花菜が懸けん命めいに身を捩よじらせ、自らを抱える腕に爪つめを立て、力いっぱい引き剝はがそうとしても、まったく離れない。

　それどころか抵抗すればするほど万まん力りきの如ごとき腕で締め上げられ、あまりの苦しさに、望まない涙が滲にじんでくる。

「……どこに、行く気……！」

【もちろん邪魔の入らないところじゃ。わしはなあ、かつての千生音の子の中でも、貴様に一番腹を立てているんだよ。たっぷりいたぶってやるから覚悟しておれ】

　高遠の形をした兎執が、陰いん湿しつな笑みを浮かべた。

　ぞく、と背筋に冷たいものが落ちる。

　兎執はまず千ち生お神かみ山やまの天てつ辺ぺんまで上った。そして神かみ結むすび神社のある方とは逆の北側、切り立った崖がけを、軽々と駆け下りた。

　北側は狭い浜があるだけで、すぐさま海が広がっているから、来る者は滅めつ多たにいない。──というより、花菜はこちら側に来たことは一度もなかった。

　崖はほぼ垂すい直ちよくに切り立っており、この崖を降りようなどとは、どんな物好きとて考えないだろう。来られるとしたら海からだが、海中からごつごつとした大きな岩が突き出ており、舟もまた難しい。

「あっ、ああ───っ！」

　目の前の黒い海に落ちてしまうのではないかと、花菜は恐怖に限界まで双そう眸ぼうを見開いた。

「ぃやっ、きゃあ───っ」

　がくんがくんと身体からだが揺ゆれ、敵であるはずの兎執の腕に力いっぱいしがみついてしまった。

　地表に着いた時、花菜はぽぉん、と浜に放り出された。

「あ……っ」

　恐怖に硬直した身体は、そのまま浜に倒れこんでしまう。

　だが背後に凄まじい殺気を感じ取った花菜は、力の入らない身体を無理やり起こし、刀を抜いた。強力の持つ太刀が容よう赦しやなく花菜を襲おそい、体勢の悪さに座ったまま浜に押し倒された。

　完全に地に寝転ぶ形になってしまった花菜の上から、月の光を鈍にぶく反射する、長い太刀が振り下ろされた。

　避けられたのは日頃の鍛たん錬れんの賜たま物ものか、あるいは格別に花菜の運がよかったからだろう。

　浜を転がり、花菜は立ち上がると、兎執から距離を取った。

　刀を左手に、右手は素早く空に小しよう篆てん文字を書く。

「兎執を縛しばれ。───【縛ばく】！」

　渾こん身しんの力を込めて、花菜は刀を振った。

　空を裂き、篆てん書しよの術が過あやまたず兎執に直撃した。

　やった、と思ったのは一瞬だった。

　兎執は全身に絡まる見えない縛を、無む造ぞう作さに解といてしまったのだ。

　解、と発することなく、その力だけで。

「───っ！」

【温ぬるいぞえ。千生音の子ぉ。この程度ではわしの動きを止めることすらできぬ】

　ふふ、と笑う兎執に、全身が硬直する。

　篆書の術が効かない……!?

【今こ宵よいのわしは特別なのじゃ。今ならば千生音にも敗まけることはないじゃろうよ】

　哄こう笑しようしながら、兎執は花菜に近づいてきた。

　一歩、下がる。

　無造作に歩いてくる兎執から距離を取ろうと、花菜は下がり続け……足た袋びを穿はいた足が、海水に濡れた。

　兎執は太刀をぐるぐると回し、いきなり目にも留まらぬ速さで突っこんできた。

「ああっ！」

　太刀に串刺しにされそうになったところを、危あやうく避よける。だが千ち早はやが鋭い突きの犠ぎ牲せいになり、袖そでをばっさりと斬きられてしまった。

　兎執は太刀を振るのではなく、突いてきた。素早く何度も突かれ、逃げるだけで精いっぱいの花菜は、次第に追い詰められてゆく。足首に纏わりつく海水が花菜の動きを鈍にぶらせる。

【わしはなあ、千生音の子よ。早く、一刻も早く、身体を揃えたいのじゃ。わしの欠けた部分はどこか知っておるか？】

「はあっ、……は、ぁっ」

　兎執の問いに答えられるほどの余裕は花菜にはない。だが兎執は別に花菜の答えが欲しかったわけではないようだ。重く速い攻撃を仕掛けながらも喋しやべり続ける。

【腹じゃ。身体の中心がないとな、己本来の身体を保たもてぬのじゃ。薄らぼんやりとした靄もやのような形でしかおられぬ。眷けん属ぞくに入ろうにも、入った途端その者の身体も同じ状態になる。なんの関係もない者に取り憑つけば、そういうこともないがな。だからひっそりとその内側にいるしかないのじゃ】

「……はっ、はあっ、高遠殿の中にずっといたのは……」

【好きでいたかったわけではないっ！　じゃがわしがほかの者に憑いて悪さをすることを知ったら、あやつは何をしたと思う!?　わしに名をつけ、無理やり認めさせ、わしを己の身体に縛りつけたのじゃ。『来い』とあやつが言えば、わしはあの者の内に戻らねばならぬ。出てゆくには、バラバラにされた十二の身体をすべて集め終えなければならぬのじゃ……！】

「……っあ、ああっ」

　強力に押され、花菜は海の中に倒れ込んでしまう。ずぶ濡ぬれになりながらも起き上がり、なおも続く兎執の攻撃を、懸命に受け止めた。だが薙なぐように兎執は太刀を滑すべらせ、その切っ先は花菜の腕の表面を舐なめるように削そいだ。

「ああ───！」

　サアッと袖に朱の色が走る。

　鮮せん烈れつな痛みに、花菜はきつく眉み間けんに力を込めた。

「白き獣兎執へと向かえ。───【烈炎！】」

　力を振り絞って、篆書の術を放つ。だが驚くほど身軽な兎執は、空を切り裂く烈れつ風ぷうも、ゴウと音を立てて向かった紅ぐ蓮れんの炎も、すべて軽々と避よけた。

【無駄じゃ。貴様はわしには勝てぬ】

　先刻の攻撃で力を使い果たした花菜は、浜辺にへたりこんでしまう。

　目の前に高遠の形をした兎執が、傲ごう然ぜんと立つ。

【そろそろ遊びも終わりにしてやるぞえ。千生音の子よ───死ね】

　太刀が花菜の目前に迫る。切っ先は過たず花菜の眉間に向けて投げられた。

　避けられない。

　刀が無む残ざんに己の眉間に突き刺さる、その瞬間をありありと思い浮かべた花菜にできるのは、もう目を閉じることだけだった。










「待たせた」

　死を覚悟した花菜の耳に、低く触れる声。

　ぎゅっと閉じた目を開けると、そこには無造作に太刀の刃やいばを握にぎる匡一郎の姿があった。

「───兄さ、ま……」

　滴したたる血など気にもせず、匡一郎は握った太刀を遠くに放り投げる。

【……龍りゆう王おう。貴様までも千生音の子につくのかえ】

「千生音の子というより、花菜という人間に、だ」

【貴様だけではない。あの王おう虎こすら白髪の子の言いなりになっておる。天地を支配した龍王と王虎ともあろう両りよう雄ゆうがみっともない。あまりにもみっともなくて見ておられぬ】

　匡一郎は、ふ、と笑った。

「そういうおまえも囚とらわれているではないか。千生音と冠威かむいの子である唯ただ人びとに」

　カアッと真紅の瞳に憤ふん怒ぬの炎が宿る。

【龍王を滅せ。───烈斬！】

　篆書の術が、兎執の口から溢れた。

　音を立てて向かってくる兎執の攻撃を、だが匡一郎はふわりと浮遊して躱かわし、花菜を背に庇かばったまま流りゆう麗れいな仕草で空に文字を記しるす。

「白き獣兎執に向かえ。───【烈火】！」

　匡一郎が放った炎の攻撃もまた躱される。互いに己の攻撃を当てられずにいること数度。だが匡一郎の方が一枚上うわ手てだった。

「兎執に向かえ。───【豪水】、【斬炎】！」

　水と気の刃、そして炎と、攻撃を連続させる。兎執は敏びん捷しようだったが、ふたつめの攻撃を避けたその場所に過たず放たれた炎の直撃を受けた。

【ギャアッ！】

　炎に焼かれ、兎執は砂浜を転がり回った。

【おのれ龍王……っ！】

　兎執は唸うなるように呻くと、呪じゆ詛その如ごとく匡一郎の名を呟いた。

「白き獣兎執を縛れ。───【縛】」

　匡一郎が静かに小篆の言こと霊だまを唱となえると、目に見えない縛いましめが、蹲うずくまる兎執の周囲を取り囲んだ。───否いな、今まさに取り囲まんとした、その刹せつ那な、兎執は腰に差した笛を取り出した。

　そして。

　────！

　実際に鎚つちで頭を殴なぐられたかのような、凄すさまじい衝撃が全身を走った。

「あ、ああっ！」

　たまらず頭を抱えて砂浜に座りこむ花菜の横で、匡一郎もまた苦く悶もんの表情を浮かべ、片かた膝ひざをついた。

　高遠の肉体を使い、兎執が吹く笛の音は身体中を鋭い刃で切り裂かれるような痛みを、聞く者に与える。

　高遠の笛の音を心地好いと思う花菜ですら、朦もう朧ろうとするほどの音なのだ。音を攻撃として捉とらえている匡一郎にとってはどれほどの衝撃となるのか。

　花菜は霞む視界を晴らそうと、懸命に頭を振って匡一郎の姿を捜す。

「あ、あ……。に、いさ、ま……」

　匡一郎は全身血ち塗まみれになっていた。黒に限りなく近い濃紫色の狩かり衣ぎぬに、どす黒い血が滲み、両の耳からは血が溢あふれて止まらない。

「兄、さま……。う、兎執に向か、え……。【光斬】！」

　気力を振り絞って、花菜は兎執を攻撃した。

【……っ！】

　危あやうく龍笛を取り落としそうになりながらも、兎執は飛び退すさった。一瞬だけ笛の音が途切れ、花菜はその隙すきに、よろける足を踏ん張って立ち上がった。

「兎執を捕らえろ。───【縛】！」

　何度目とも知れない捕ほ縛ばくの術は、またしても躱された。笛を邪魔されたことに憤いきどおったのか、兎執はこれ以上はないほど高らかに笛を吹き鳴らした。

「─────っ！」

　声にならない悲ひ鳴めいをあげて、匡一郎がカッと両目を見開いた。

　鮮せん血けつに染まる瞳に映るものは、いったい何か。

　花菜の目の前で、匡一郎の身体が少しずつ形を変えてゆく。

「兄、さ……」

　皮ひ膚ふの色は健すこやかな肌はだ色から徐々に青黒さを増し、しなやかな両腕は硬く強こわ張ばり、爪もまた刃のように鋭く長く変化してゆく。

　───龍王に、なる……!?

　花菜が息をのんだ次の瞬間、匡一郎の全身から禍まが々まがしい光が溢れた。










「────っ！」

　龍りゆう笛てきではない、紛まぎれもない獣けものの咆ほう哮こうが、崖がけの上にいた彪ひよう吾ごと王おう虎この耳にも届いた。

「……あの声は」

【龍りゆう王おうだ】

　彪吾と王虎は互いの顔を見合わせ、続いて目の前にいる男たちを鋭く睨にらみ据すえた。

「京処みやこの高貴なお方は、白き龍の御み子こには触れないものだと思っていたのだが、どうやら認識をあらためないといけないようだな」

　彪吾と相対するのは、楽がく師しの代表である時とき任とうという男だ。

　その後ろには、十数人の男たち。いずれも特異な面をつけている。

　面は、雑ぞう面めんと呼ばれるもので、紙に薄絹を貼ったものだ。墨すみで抽ちゆう象しよう的に人の顔が描かれている。安あ摩まという左さの舞まい、また蘇そ利り古こという右うの舞まいで使われる面だが、舞楽の際に見るならともかく、この場面では薄うす気き味み悪いことこのうえなかった。

「巫み女こ姫を渡していただければ手荒なことはしない」

【よく言うぜ。殺気がビンビン伝わってくるってえの】

　白びやつ虎こ姿となった王虎は、けっ、と呟つぶやく。

「申し訳ないが、我が娘をどこの馬の骨とも知れぬ輩やからに嫁とつがせるつもりは毛もう頭とうない。早々にお引き取り願おうか」

　彪吾の返答に、雑面をつけた男たちは一斉に太た刀ちを抜いた。

「───王虎」

　ちらりと王虎に目をやると、彪吾が望むことを悟さとった獣けものは、今にも相手に飛びかからんとばかりに、身を低くした。

　男たちの間に緊張が走る。

　だが次の瞬間、彪吾はひらりと王虎の背に乗る。

「あっ！」

　男らが声をあげるのを彪吾は背中で聞いた。王虎は彪吾が跨またがるなり、切り立った崖を一気に駆け下りた。

「お、追え───！」

　時任の怒ど号ごうが聞こえてきたが、彪吾の目はもう後ろなど見ておらず、娘と息子がいるであろう、暗い浜辺へと向けられていた。










「兄、さま───！」

　光が晴れた時、六月前のように、匡きよう一いち郎ろうは目の前にいなかった。

　花はな菜なは迷わず空を見上げ───ひゅっと息をのみこんだ。

　月を背に闇やみ色の龍が上空を泳いでいる。

　だが初めて見た時と明らかに違う。その身が苦しげに捩よじれ、悶もだえ、パタパタと雨のように、自らの血を降らせていた。

「兄さま！」

　笛ふえは高らかに響き、どんなに空高くにいても龍の姿である匡一郎を追い詰めてゆく。

「兎う執しつを捕らえろ。───【縛】！」

　夢中で篆てん書しよの術を纏まとわりつかせた刀を振ろうとした時、ヒュンッと音を立てて何かが飛んできた。それは花菜の刀に当たり、篆書の術は兎執ではなくあらぬ方へと飛んでいってしまう。

　足元を一いち瞥べつし、矢であることを知って、それが放たれた方向へ花菜は慌あわてて目をやった。

「───蘇す芳おう丸まる殿……」

　視線のその先には、矢をつがえた蘇芳丸の姿があった。

「刀を捨ててくださいませ、巫み女こ姫さま」

「……どう、して……」

　兎執に憑つかれているわけでもないのに、なにゆえ蘇芳丸が攻撃してくるのか、花菜には理解できなかった。

　蘇芳丸の表情は動かないまま、花菜の胸に矢を向けている。

「わたしは、刀の扱いは上う手まくありませんが、矢は得意なのです。ですから……刀を捨ててくださいませ」

　利発そうな言葉遣いは、蘇芳丸本人のもの。

　花菜は唇くちびるを震ふるわせながら、もう一度どうして、と問うた。

　蘇芳丸の面おもてに、微かすかに苦いものが走る。

「高たか遠とおさまが主あるじから下された命令は、わたしにとっても同様です。わたしは、巫女姫さま、あなたを京処みやこに連れていかねばなりません」

「京処……」

　高遠も蘇芳丸も、花菜を京処へ連れていこうとしていたということか。最初から。出会った、その時から。

「わたしは高遠さまに一生かけて返さねばならないご恩があります。高遠さまが望まれることは、わたしの望みでもあるのです。───それが巫女姫さまの御おん身みを傷つけることになったとしても」

「……蘇芳丸殿」

　花菜が呆ぼう然ぜんと名を呟つぶいた時、空で匡一郎が啼ないた。

　その苦しげな咆ほう哮こうに我に返った花菜は、傷つくのはあとだと、蘇芳丸を真まっ直すぐに見み据すえた。

「申し訳ないのだけれど、わたしは京処には行かないわ。なんと言われようと、───たとえこの身を傷つけられたとしても！」

　花菜は刀を構えながら、蘇芳丸へと一気に間合いを詰めた。

　蘇芳丸はハッと息をのみ、慌てて弦つるを引き絞しぼる。だがその手は微かに震えてぶれる。

「あぁっ」

　矢を放つ前に花菜は蘇芳丸の持つ弓に向けて、逆さか手てで掬すくうように刀を振り上げた。

　上空に放り投げられた弓は、弦が中央で断ち切られ、浜辺に力なく落ちる。

「巫女姫、さ……」

　見開かれた大きな目を少しだけ見て、だが花菜はすぐさま兎執へと全力で走った。

　笛を吹く方に集中しているのだろう、兎執は花菜の接近に気づいていないようだった。花菜は頭に龍を掲かかげる笛に向けて手を伸ばした。力いっぱい引き寄せようとしたが、兎執は笛を離そうとしない。

　甲かん高だかく乱れた音が耳を直撃する。

「これ、は……」

　笛に触れたからだろうか、花菜の目には龍りゆう笛てきから出される音、それ自体がはっきりと見えた。

　それは、たとえるならば稲いな妻ずまのように鋭い光の矢──。

　その矢が上空にいる闇色の龍の身に、一音ごとに突き刺さる。あるいは光の輪が龍を取り囲み、締めつける。鋭い刃のような光の輪は、龍の身体からだを容よう赦しやなく抉えぐり傷つけた。

「あ……」

　匡一郎は。

　高遠の笛が聞こえてくるたびに、あんなふうに傷つけられていたのだ。

　知らなかったとはいえ、その時、その瞬間、高遠の笛に惹ひかれ、うっとりと耳を澄すましていた己おのれに、言葉では言い表せないほどの憤いきどおりを覚えた。

「やめて。もう……、やめて！」

　ぎろりと花菜を睨にらみつけ、兎執は空いている足で花菜を思いきり蹴けった。

　力任せの獣の蹴りに倒れこみ、骨が砕くだけてしまったかのような痛みを感じたが、そんなことに構ってはいられなかった。

　苦痛を堪こらえ、立ち上がってなおも笛を奪おうとする。

「高遠殿、貴方あなたこのままでいいのですかっ。己の身体を勝手に使われたままで！　龍王と見まみえ、戦いたかったのは貴方でしょう……!?」

　自分でも滅茶苦茶なことを言っていると分かっていても、叫ばずにはいられない。

　高遠が京処の権力者の命令で、花菜を攫さらいにきたのが本当だとしても、もうどうでもよかった。

　どうやっても龍笛を離そうとしない兎執に業ごうを煮やした花菜は、力いっぱい胸板を叩たたいた。

【────っ】

　その時、わずかだが兎執の吹く笛の音が途切れた。

　花菜がハッと顔を上げると、兎執の赤い目が目まぐるしく色を変えていた。

　赤から蘇す芳おう、蘇芳からまた赤へ……。

「た、高遠殿……？」

【お、のれ、高遠、小こ癪しやくな、ぁ……っ！】

「おいたが過ぎるぞ、……夜や叉しや、丸まる」

　こんな場にあっても平へい淡たんな高遠の声に、花菜は啞あ然ぜんとしたが、それは束つかの間のこと。

「高遠殿！」

　期待を込めて、兎執に勝ってほしくて、花菜は高遠の名を呼んだ。

　兎執、あるいは高遠が、ぎゅう、ときつく目を閉じた。

　それは花菜にとってひどく長く、恐れと期待を交互に感じる刻ときだった。

　やがて開かれた双そう眸ぼうの色は───蘇芳。

　花菜は脱力して、その場に座りこみそうになった。

「花菜！」

　崖の方から、白びやつ虎こと、その背に乗った父がやってくる。

「父上、王おう虎こ！」

　力強い味方を見れば、なおも安あん堵どする。だが、花菜の視界の隅を、黒い影が掠かすめた。

「……！」

　ふわりと風に波打つ、肩まで伸びた白い髪。吊り上がった円く赤い瞳、そして尖とがった耳……。年の頃十程度のまだ幼い顔立ちのそれは、紛まぎれもない、兎執だ。

　普段黒い靄もやに隠れているその姿が、花菜の目にはっきりと映った。

　思わず目で追った、その先には、蘇芳丸の姿が……。

【千生音の娘ェェェ、死ね───！】

　刀の扱いは下手だと言った蘇芳丸は、だが長さ八寸ほどの腰よう刀とうを佩はいていた。その刀が花菜の目前に迫る。

「……っ！」

「花菜！」

　白虎と共に走ってくる彪ひよう吾ごの姿。花菜を庇かばおうとする高遠の腕。そして。

　今まさに刀が花菜を貫こうとしたその時、空から光の矢が降ってきた。それは過あやまたず花菜と兎執の間に落ち、そのあまりの眩まばゆさに、その場にいた者たちはきつく目を閉じた。

　再びの闇がその場に訪れた時、花菜は匡一郎の腕に抱き竦すくめられていた。

　ボロボロの衣を纏まとっているが、きっと全身傷だらけに違いない。安あん堵どだけ感じることはなく、その身が心配で、花菜はぽろりと涙を零こぼした。

【千生音の娘ぇ──っ！　離せっ、離しや！】

「白き獣兎執を縛れ。───【縛】」

　篆書の術をかけたのは彪吾だ。王虎にのしかかられながらも暴れていた兎執は、途端にぴたりと身動きを止めた。

【くそぉっ、貴様ら皆、殺す。殺してやる！】

【やってみろよー。そんな口もきけねえほどのしてやるからよお】

　王虎のからかい交じりの言葉に、兎執はひゅっと喉のどを鳴らしてわめいた。

【き、貴様は輪から外はずれたからそんなことが言えるのじゃ！　わしは、……わしは、もうこんなのはうんざりなのじゃっ】

　兎執は甲高い声で叫ぶ。

「うんざりとは、何にうんざりしているのだ」

　静かに兎執に問うのは高遠だ。転がる兎執を抱き上げ、浜辺に座らせてやる。

　そのままでは倒れてしまうから、高遠は肩を摑つかんで兎執を支えた。だが兎執は怒りを滲にじませた瞳のまま、目の前の高遠を睨にらみつけた。

【貴様に分かるか。千年……いや、それ以上の刻ときの間、ただただ斬きって刻きざまれて、血ち塗まみれになって、それでも死ねぬ苦しみを】

　吐き捨てるように兎執は言う。

【千生音の子と戦うたびに、死ぬほどの痛苦を与えられ、それでも死ねぬ。……わしはなあっ、こんな身体にした千生音を、その血に連つらなる貴様ら白髪の子を、憎んで憎んで憎んで───！　もう、……もう、うんざりなのじゃ……】

　花菜は言葉を失った。兎執の声に拭ぬぐっても拭いきれない絶望を感じ取って。

　千生音が負ふの言こと霊だまの輪に繫つながれた獣たちに死を与えないことにより、過去十一人もの白髪の御み子こが命を奪われた。だがそれは獣たちも同様だったのだ。

　死ぬほどの痛み、苦しみを味わいながらも決して死なない身体。

　それが、過去多くの人間や、冠かむ威いを殺した報むくいだとしても。千年以上の長きに亘わたって、繰り返されてきた身体の奪い合い。

　千年、という刻が、どれほどの長さなのか花菜は想像することすらできない。

　永久とも言っていいその長さの中で、何度も、何度も死にかけて、けれど死ねなくて。

　───兎執はもう、生きてはいたくないのだ。

　解放されたい、どうか死なせてくれという、声にならない懇こん願がんを知った花菜は、己の胸に、ぎゅっと拳こぶしを押し当てた。

　痛い。

　そして悲しい。

【ようやくあとひとつ。あとひとつで解放されるのじゃ……。もうわしは、厭いやなのじゃ……】

　ぽつりと呟つぶやき俯うつむく兎執の肩を、高遠はぐいと引き寄せた。

「夜叉丸」

【……】

「俺がつけた夜叉丸という名を、おまえはどう思う」

【……どうもこうも無理やりつけたものじゃろう。わしは厭じゃと言った】

「だが受け入れただろう。俺にとって宝である笛の名をつけたのだ。少しは気に入っているか」

　兎執は胡う乱ろんな目で高遠を見た。

【わしが気に入ろうと気に入らずとも、貴様はこれからもわしをそう呼ぶのじゃろう】

　高遠はうなずいた。そして、砂に塗まみれた兎執の顔を力強く拭ぬぐってやる。

【なっ、何をするのじゃ、やめろ！】

「俺はこれからもおまえを夜叉丸と呼ぶ。ずっとな」

　兎執は厭そうな顔をしたが、『厭』とは口にしなかった。

「それで、白髪の御子を殺あやめるのは諦あきらめてもらおう」

【わしに命令するのかえ!?】

「その代わりおまえが身体を使いたい時には好きに使え」

「た、高遠殿!?」

　あまりにもあっけらかんとそんな提案をしてみせる高遠に、花菜や彪吾はひどく慌あわてる。だが当の本人はあくまでも平静だった。

「今までと同じように俺の中にいればいいだろう。ずっと共にいればそのうち同化するかもしれない。そうしたら、俺が生を終えた時にはおまえも逝いけるはずだ」

【……！】

　夜叉丸は信じられない、と大きく目を見開いた。蒼そう白はくとなった唇が微かすかに戦慄おののく。

「どれほど先か分からないがな。千年以上生きたんだ。あと数十年くらい我が慢まんしろ」

「高遠殿、そなたはそれでいいのか」

　獣を内に飼かいながら過ごすことを。

　高遠はそう問う彪吾を見上げ、軽くうなずいた。

「生まれた時から共にいる。大したことではない」

　簡単にそう言えてしまう高遠を、その場にいた全員があっけに取られて見下ろした。

「来い。夜叉丸」

　それは、これまでの『来い』とは違う響き。それを兎執も気づいているだろう。

「来い」

　再び高遠が呼ぶ。
















　長考の末、兎執が取った行為は。

　兎執から夜叉丸へと自ら名を変えることを了解した証あかしだった。










　翌朝京処みやこへと帰る楽がく師したちは皆一様に言葉少なで、迎えにやってきた船にそそくさと乗りこんだ。

　崖がけから駆かけ下りた王おう虎こと彪ひよう吾ごを追いかけようとした京処の者たちだが、ほぼ垂直の状態の崖を、月明かりだけで、速すみやかに下りることは不可能に近かった。それでもさすがは特別な訓練を受けている者たち。王虎たちより大分遅れたが、浜辺に全員が到着した。だがその時にはすでに兎う執しつ───夜や叉しや丸まるは観念して再び高たか遠とおの中に入っていたし、高遠は高遠で、黒き龍との戦いは次に見まみえてからだと勝手に決めていた。

「互いにいい状態で戦いたい」

　と、そんなことを言って。

　京処から来た者たちは、浜辺に足をつけた途端、王虎と彪吾に縛ばくをかけられてしまった、という顚てん末まつだ。

　大勢の島民たちが見送るために湊みなとにやってきている。その中で、花はな菜なは目を合わせようとしない蘇す芳おう丸まるを覗のぞき込むようにして、顔を寄せた。

「今度会った時、また舞の稽けい古こをしましょう」

「……っ」

　はっと顔を上げた蘇芳丸は、微笑ほほえむ花菜を見た途端に、涙を滲にじませた。

「わたしも、もっと舞を知りたいの。あなたが知っている舞を教えて」

　蘇芳丸は唇くちびるを嚙みしめながらも、こくりとうなずいた。

「巫み女こ姫さま……。わたしは」

「それと次に会った時は名前で呼んでほしいわ」

「はっ、え？」

「巫女ではあるけれど、姫ではありませんし」

　にっこり笑う花菜に、だが蘇芳丸は勢いよく首を横に振った。

「巫女姫さまは姫です……！　少なくともわたしは、姫さまのような方だと思っていました」

　目を丸くすると、途端に顔を真っ赤にした蘇芳丸は、

「で、ではまたお会いできる日を楽しみにしています。それまでどうぞご健けん勝しようで……！」

　そう言うが早いか、船へと走っていってしまった。

「貴様も早く乗ったらどうだ」

　花菜の後ろでぶっきらぼうに言うのは、匡きよう一いち郎ろうだ。

　見送りに行きますと言った花菜に、渋々ついてきた匡一郎は、あからさまに『不機嫌です』と顔に掲かかげていた。匡一郎の隣には、微かすかに笑む彪吾もいる。

「わたしを連れてゆかなければ、貴方あなたは罰ばつせられるのでは？」

　花菜はもちろん京処みやこにゆくつもりはないが、連れてこいと命令した人物は、高遠に罰を与えはしないだろうか。

　だが高遠は肩を竦すくめ、

「もともと務めの方がついでだ。黒き龍が見たかったというのが、ここに来たい第一の理由だったのだからな」

「……そんな飄ひよう々ひようと」

　出会ってまださほどたっていないけれど、時間の長さを抜きにしても、どうにもこの青年は摑つかめない。

　高遠と自分には、千ち生お音ねと冠威かむいの血が流れている。もう遙かに薄まっていても、某なにがしかの縁と繁つながりを感じずにはいられなかった。

「心配をしてくれるのか、御み子こ」

「そ、そういうわけではありませんけれど」

「心配せずとも近いうちに再び見まみえよう」

「……近いうち？」

　匡一郎の、再び剣けん吞のんな声。

「またこの島に来ると言っているのだ」

「ええっ!?」

　驚く三人の前で、一瞬だけ高遠の瞳が赤くなった。

【な、なんじゃそれは……！　ここにまた来る!?　冗談であろう！】

　花菜たち以上に慌てる夜叉丸だが、じい、と見つめる三人の、三者三様の視線を受けて、慌あわててまた高遠の内に沈んでしまった。

「ではそれまで息そく災さいであることを祈っている。───御子」

「はい？」

「『二じ星せい適たまたま逢あへり、別べつ緒しよ依い々いの恨うらみを叙のべざるに、五夜将まさに明なんとす』。……一年後といわず、もっと早く、また逢おう」

「あ、え、……」

　戸と惑まどう花菜の白髪をさらりと撫なでて、高遠は船へと向かった。

「ええと。今のは……」

「二星───織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしの歌だね」

　彪吾は肩を竦すくめて苦笑した。

　牽けん牛ぎゆうと織しよく女じよのふたつの星が年に一度逢あって、まだ離れていた辛つらさを言い終えないうちに、もう夜が明けてしまう……。確かそんな内容だったはずだと、花菜は以前学んだことを思い出した。

　高遠がなぜこの歌を花菜へ贈ったのか、分かるような分かりたくないような……。

「ところで兎執───夜叉丸は、もう言こと霊だまの輪から外はずれているのではないのかな」

「えっ？」

　彪吾の意外な言葉に、花菜だけでなく匡一郎も目を瞠みはる。

「高遠殿は兎執に夜叉丸と名をつけた。渋しぶ々しぶであろうと、それを兎執は受け入れた」

「確かに名は、与えた人を受け入れた証あかしとなりますけれど」

　ちらりと匡一郎を見上げると、同意の印だろう、軽くうなずいた。

「兎執は確か、胴が欠けているのであったな。だがそれも、高遠殿と共有していることにならないかね？」

「それは、どうでしょう。あの者は白髪の御子ではありません」

　匡一郎が首を傾かしげつつそう言うが、

「だが千生音の子だ」

　あ、と再び匡一郎と目を合わせた。

「白髪の御子ではないが、兎執は千生音の子の身体を奪った状態なのではないか」

　もし、そうならば。

　そうだったらいい、と花菜は思った。

　あの時の、兎執の死を切望する絶望的なまでの声を思い出し、花菜は目を伏せた。

　千生音の苦しみ、痛みは理解できる。獣けものたちの罪も。だが、どんなに刻ときを重ねても許されないことや、どれほどに傷つき痛みを得ても、決して死ねず、白き御子が生まれれば、否いや応おうなく戦わなければならないこと。そんな運命さだめの中にいる獣たちを、花菜は痛ましく思ってしまう。

　もしその中にまだ匡一郎がいたとしたら。死を与えられず、永えい劫ごう苦痛の中に身を置いていたのだとしたら……。

　千生音は、まだ、許せないのだろうか。

　高遠の笛の音に降臨した時、千生音が『冠威』と呼んだ声もまた、いとしさと切なさに溢あふれていた。

　どちらも苦しく、辛い。

「そろそろ船が出るね」

　彪吾の声に、花菜は俯うつむけていた顔を上げた。

　その時、船から妙たえなる笛の音が聴こえてきた。

「え……っ」

　慌てて匡一郎を見上げたが、なんの影響もないらしい。

「あの者は明確に攻撃の音とただの音とを吹き分けられるのだろう」

「では、今は……？」

「ただの音だ」

　岸から離れるのを惜おしむような、温かくそしてどこか哀あい切せつさを感じさせる笛の音は、匡一郎を傷つけない。花菜は安心して聴き入った。

　浜辺ではちょうど桜おう春しゆん祭さいに飾られていた華はな玉だまが燃やされていた。そして神かみ結むすび神社を飾った白華玉は、波間に見え隠れしている。

　力強く波を搔き分けてゆく船と共に、丸い華玉は遠くへと流されていった。

　花は散り、やがて枯かれる。だが季節は再び巡り、春はまたやってくる。そうやって時を重ね、やがて老い、そうして命を終わらせる。

　船を見送り、神結神社へと戻る道すがら、花菜はそっと匡一郎の袖そでを引いた。

「匡一郎さま」

　花菜は兄を、そう呼んだ。

「なんだ？」

　名を呼ばれたことに、少し驚いたのだろう、匡一郎は目を眇すがめて花菜を見下ろす。

「……わたしは、……人は、神のように長く生きられません」

　前を歩く彪吾に聞こえないようにと、花菜の声はとても小さい。だが隣を歩く匡一郎にはしっかりと聞こえたようだ。一度、足が止まった。

「そうだな」

「わたしは、兄さま……、匡一郎さまより、ずっとずっと早く……」

「命めい数すうの差など関係ない」

　匡一郎は花菜の言葉を遮さえぎった。だがその声はごく普通の調子で、花菜はゆっくりと顔を上げた。

「おまえが死を迎える時、俺も一瞬の間も置かず、共に逝いこう」

「───そ、れは……」

　花菜は小さく首を振った。それはしてはいけないことだ。

　強く、焦あせるほど強くそう思う。だが同じくらい、苦しくなるほど匡一郎への想いが胸に溢れてくる。溢れて、身体からだ中に満ちて、花菜の内は、匡一郎でいっぱいになる。

　胸が苦しい。

「……匡一郎さま」

「言霊の輪に繫がれ、暗闇にいた俺を光在ある場所へ引きずり出したのは、花菜、おまえだ。おまえは責任を持って、俺と最さい期ごまでいなければならない」

　命令口調でありながら、その声音はどこまでもやさしい。

　匡一郎の指先が花菜の髪に触れてくる。まるで至宝に触れるかのように、大事に、いとおしげに。

　苦しい。

　苦しいのに、───甘い。

　正しいことではないと分かっていても。

　匡一郎を想う気持ちに、寸分の偽いつわりもない。

　苦しくて甘いこの想いは、痛みであり、同時に幸福でもあるのだと……。花菜は胸の内で、そう思った。
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「高たか遠とおは失敗したようだよ、賀か茂もの」

　年の頃十五、六の狩かり衣ぎぬ姿の人物が、唇くちびるを尖とがらせながら直衣のうし姿の男を責めた。だが本気で責めているわけではなく、その目は愉たのしげに笑んでいる。

　不思議な色の瞳だ、と男はその目を見るたびに思う。

「やっぱり少しでも千ち生お音ねの血が入っている奴は駄だ目めだね。白髪の御み子こに逢あった途端、虜とりこになってしまうんだから」

　高たか杯つきに上品に盛られている揚あげ菓が子しを口に放りこみながら、つまらなそうにそう呟つぶやく。

「白髪の御子が欲しいのであれば、そなたが動けば一番早いのではないのかね？」

　男の言葉に、言われた方は確かにねと肩を竦すくめた。

「おとなしくしているのも飽あいたしなあ。ちょっと遊んでみようか。白髪の御子が女子めのこだなんて初めてのことだし、いろいろ愉たのしめそうだ」

　ほんのりと赤い唇を微笑ほほえみの形にする。

　複雑な色をした双そう眸ぼうが、室内の明かりを映して真しん紅くに染まった。

「どんな娘かなあ。千生音の子」

　ふふ、と笑う声が、室へやの中に密ひそやかに響いた。











了













あとがき






　こんにちは、或あるいは初めまして、香こう月づき沙さ耶やと申します。

『神かみ破やぶりの姫ひめ御み子こ』二巻です。

　桜がもうすぐ咲こうかという時期にこの話を書くことができて、とても嬉うれしく思います。




　前回はバトルメインでしたが、今回はどちらかというと舞と笛が中心でしょうか。

　作中に出てくる雅が楽がくは、千年以上前からある舞と音楽です。

　美び貌ぼうの蘭らん陵りよう王おうの話はよく聞きます。でもこの話を初めて聞いた時、味方の士気ががた落ちになるほど美しいなら、素顔のまま戦ったら、敵方も戦意喪そう失しつしちゃわない？　と思ったんですけど、皆さんはどう思われました？

「あの顔を傷つけるなんてわたしにはできない……！」

　なんて。

　いや、戦場で我が王の顔に見惚れて戦えない兵士続出なら、敵の王に見惚れて戦えない兵士だっているんじゃないかなー、と……。乙女おとめ思考丸出しでスミマセンー。

　ところでこの雅楽、気分が盛り上がるかなと期待して、資料用にと購入したＣＤをかけつつ執しつ筆ぴつしてみたんですけど、すぐに挫折しました。

　雅楽、わたしにとってはヒーリング効果抜群の音楽でした。聴いていると、ほんの数分で瞼まぶたが重ーくなってきてですね……。いやもう、全然仕事にならなかったのですよ。

　もし音楽的にＯＫで、かつ眠れないなあ、とお悩みの方がいらしたら、本気でオススメしたいです。




　前巻を読んでくれた友人に、

「途中まで花はな菜なの相手は匡きよう一いち郎ろうではなく父かと思っていた」

　と言われてびっくりしたのですが、今回はどうでしょう？

「匡一郎のライバルは途中まで高たか遠とおではなく蘇す芳おう丸まるかと思った」

　と言われてしまうかもしれません……。

　新キャラはそれぞれ書いていて楽しかったです。一番楽しかったのは、夜や叉しや丸まるでしょうか。十二神の中にいても、いじられキャラだったでしょうね。わたしもいじりたくてたまりません。

　元神たちもいろんなタイプがいるので、今後書けたらいいなあと思っています。




　ではこの辺りで、お世話になった方々へ感謝の言葉を。

　今回執筆が遅れ、イラストの凪なぎ先生には大変ご迷惑をおかけしてしまいました。にも拘かかわらず前巻に引き続き、素晴らしいイラストを描いていただきまして、感激しています。

　青年組も年少組も、新規キャラも前巻からのキャラも、みんな格好よく＆可か愛わいらしく、嬉しくて小こ躍おどりしてしまいました。

　凪先生、本当にありがとうございました。

　この本に関わってくださったデザイナーさま、校閲さま方、今巻も大変お世話になりました。

　担当のＵさん、今だから言えますが、最初に今回のスケジュールを伺うかがった時、ちょっとドキドキしてました。あとがきを書いている今、やー、人間やればできるんだすごいよと、他ひ人と事ごとのように思っております。

　なるべくご迷惑をかけないよう、これからもがんばりますね。今後もよろしくお願いいたします。

　最後に、ここまでお読みくださった皆さま、ありがとうございました！

　前巻でいただいたお手紙は、ありがたく読ませていただきました。よかったらまた、ご意見、ご感想などお聞かせくださいね。

　それでは、また。


香月　沙耶　拝
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Saya Kohzuki




６月11日生まれ・双子座・Ｂ型・埼玉県在住

旅行がしたいと言い続け早○年。今年こそはどこかに出掛けたいなあ。桜の季節に行けたら最高です。

『神破の姫御子』第２巻です♪

桜いっぱいの今巻、楽しんでいただけましたら嬉しいです。










イラスト

凪かすみ

Kasumi Nagi




７月27日生まれ・獅子座・ＡＢ型・鳥取県在住

神社仏閣巡りが好きなのですが最近随分ご無沙汰です。

まずはそのための体力作りから始めないと行けないような気がしています。
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